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《ＰＨＡＳＥ―０８：００　裏切り～Renegade～》







「だからさぁ、別に隠かくしていた訳じゃないんだって」

　恵けい子このその言葉に広こう大だいとアイシャ、そしてティセは顔を見合わせる。恵子はそんな三人から逃にげるように、早足で校舎の階段を駆かけ上あがっていく。

「確かに一、二週間くらい前から何度か連れん絡らくはあったけど。お父さんもあんまり気にしてなかったみたいだし……」

「あの電話がそうでしたか」

　アイシャは合が点てんがいったようだ。

「電話？」

「ええ」

　広大の言葉にアイシャは肯うなずき答えた。

「ちょうど春休みの終わりくらいですか。何度か恵子のお父さんに国際電話があったんです。家庭内の事というので、私もあまり深くは尋たずねなかったのですが……」

「なるほど、そういう事か」

　確かに始業式の頃ころから、いやその少し前から恵子の様子がおかしかった。気もそぞろというか、いつもとは違ちがう意味で落ち着きがなかったのだ。

「なによ、そういう事って……！」

　先に階段を昇のぼり終えた恵子は、仁に王おう立ちになって後ろから来る広大たちを見下ろす。

「私はいつも同じでしょ？　なにも問題はないって!!」

　あくまで強気にそう言う恵子に、広大とアイシャは顔を見合わせた。

　キング級ｂｉｏビオクラフト『アブソリュートガーデン』の救きゆう援えんに向かい、文字通り返す刀で太陽系に侵しん入にゆうしたメリグナントクラフト『ブルートワイライト』を一刀両断したのは昨日の日曜日。

　テレビや新聞では昨日の異変についての話題で持ちきりだ。土星軌き道どうの外に現れた巨きよ大だいな兜かぶと状の物体。突とつ然ぜん、軌道を外れた月。兜状の物体を切きり裂さいたより巨大な碧あおく輝かがやく剣けん状のｂｉｏクラフト。二十年ほど前、人類が初めてｂｉｏクラフトに接せつ触しよくした時以来の衝しよう撃げき的てきな出来事と世間は受け止めていた。

　一部のｂｉｏクラフト同士の小こ競ぜり合あい。ＵＮｂＡＲによるそんな公式発表を鵜う呑のみにしている人間は少ない。

　真相を知るのは直接この一件に関かかわっていた広大たちをはじめとする一部の者だけだ。

　そんな広大たちがいつものように登校しようと家を出た時、恵子の祖父からの使者という男性アルバート藤とう堂どうが現れたのである。

　アメリカで祖父と母が待っている。そう言う藤堂から恵子は逃げるように学校へと向かったのである。祖父からの使者が追ってくる様子がないと分かっても、恵子は足を止める事もなく、広大たちは追いかけるだけでやっとだったのだ。

　ようやく事情を聞けるようになったのは校内に入ってから。それも歩きながらなので、余り突っ込んだ話も出来ない。

「ええと、つまりこういう事か？」

　広大は歩きながら聞いた話を頭の中でまとめ直しながら言った。

「恵子のお母さんとお爺じいさんがアメリカに居る。それでそのお爺さんが恵子とお父さんにアメリカに来て一いつ緒しよに暮らさないかと言ってきた。そういうわけか？」

「そうなりますね」

　アイシャも肯く。

「それだけ分かってるならいいでしょ？　別に私はアメリカに行くつもりもないんだから、この話はこれでお終しまい！」

　そういうと恵子はぷいと横を向いて教室の方へ向かって行ってしまう。

「恵子はどうしたのですか？」

　ただでさえ歩くのが遅おそいティセがようやく追いつき、小首を傾かしげながら恵子が消えた廊ろう下かの方を見る。

「お爺さんとお母さんから、お父さんと一緒にアメリカに来ないか誘さそわれたんだよ。なんでもちょっと前から連絡はあったみたいなんだけど……」

「恵子の様子が最近、変だったのはそのせいみたいです。ティセさま」

　広大とアイシャの説明にティセはしばし小首を傾げたままで考え込んでいるようだ。

「お母さん」

　しばしの後、やにわにそう言う。

「どうして恵子とお母さんは別に暮らしてるのですか？」

「さぁ……。俺おれも詳くわしい事は知らないけど……」

　ティセに尋ねられて広大も今さらのように記き憶おくを探さぐる。

　広大が今住んでいる家に引ひっ越こしてきたのは、物心が付くか付かないかという頃。その時にはすでに隣りん家かに母の姿を見る事はなかった。自分自身も父が不在という事情もあり、広大はそんな状じよう況きようにも特に疑問は持たなかった。

　……待てよ。

　記憶を探るうちに広大は何か違い和わ感かんを覚えていた。自分でも気づかぬうちに頤おとがいに手を当てて考え込み始める。

「広大」

「どうかしましたか？」

　心配したのかティセとアイシャが広大の顔を覗のぞき込む。

「いや、何でもない……。そういえば恵子は俺が引っ越してきた時からお母さんがいなかったんだよな。ずっとそうだったから、特に疑問に思う事もなかった」

　一応、そう説明しておく。ティセは小首を傾げたまま、そしてアイシャは訝いぶかしげな顔をしてみせるが、二人ともそれ以上は何も尋ねる事はなかった。

　……あれ、おかしいな。俺が綾あや瀬せに引っ越してきたのは何なん歳さいの時だっけ。小学校へあがる前だったのは確かだけど……。それに親おや父じが失しつ踪そうしたのは……。ここへ引っ越す前に住んでいた場所って、そういえば……。

「予よ鈴れいですね」

　校内に響ひびき渡わたるチャイムを聞いたアイシャのつぶやきで広大は我に返った。

「教室に行きましょう」
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　胸の前で鞄かばんをだき抱かかえたティセがそう言う。

「そうだな」

　広大は肯くと階段を上がり教室へ向かう。

　教室はいつもと同じ光景。恵子はすでに自分の席に着いていた。教室に入ってくる広大たちの姿を見つけるなり、ラヴィーが珊さん瑚ご色の髪かみを揺ゆらしながら小走りに寄ってきた。

「昨日は大変だったな」

　これだけでは周囲の人間は何のことだか分からないだろうが、広大たちとラヴィーには充じゆう分ぶんだ。キング級ｂｉｏクラフト『アブソリュートガーデン』救援と、太陽系に侵入したメリグナントクラフト『ブルートワイライト』迎げい撃げきの一件だ。

「まぁ、俺たちがやるしかないし……。どうかしたのか？」

　ラヴィーの表情がいつになく真しん剣けんだ。普ふ段だんならここでティセと威い嚇かくしあう所だが、その気配も見えない。

「うむ、実はちょっと困った事があったようだ。私もまだ詳しい話は聞いていないのだが、アーネチカやアンリから説明が……」

「はいはい、予鈴は鳴ってるのさ。みんな席に着くがいいのさ～～！」

　そんな事を言いながら教室に入ってきたのはアーネチカである。アーネチカは広大たちと一緒にいるラヴィーの方へ何か目配せをする。ラヴィーは肯くと自分の席へ戻もどった。

　二人の妙みように緊きん張ちようした雰ふん囲い気きに、広大やアイシャはもとより、ティセまでが小首を傾げていた。

　不思議に思いながらも広大たちは自分の席に着いた。

「あれ、あーちゃん先生。どうしたんですか？　王子さま先生は休みですか」

　新学年になってもやはり委員長を務める後うしろ崎ざき孝たか郎おがクラスメートを代表するようにそう尋ねた。

「うむ、ちょっとした個人的な理由で、王子さま先生はしばらく学校を休む事になったのさ。今日は私が臨時に代理を務める事になったのさ」

　昨日は北ほく綾りようグラウンド地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に顔を出ださずにそのまま帰宅してしまった。内うち山やま田だ本人やアーネチカから連絡が入ったという事もなく、広大たちも理由は分からない。

「どういう事？」

　恵子が自分の席から声を潜ひそめて尋ねるが、広大も首を傾げるしかない。

「ん～～、欠席はないな。よしよし。え～～まず今週の予定だけど、体育祭の準備があるな。実行委員、前に出て説明するのさ」

　アーネチカに言われるまま、体育祭実行委員が前に出て週末に行われる体育祭の準備について説明を始めた。説明が行われている最中、アーネチカは生徒が座すわる机の間を歩き回っていたが、広大の席の側に来ると声を潜めて言った。

「一時間目の休み時間に、みんなと一緒に視し聴ちよう覚かく室に来て欲ほしいのさ」

　この場合のみんなというのはＵＮｂＡＲ関係者だろう。

　一体なにが……。

　言いかけた広大を無視するように、アーネチカは教きよう壇だんの方へと戻っていく。そこでは実行委員が体育祭の準備についての説明を終えた所だった。




「……見つけてくれたようだね」

　サウザンドメイズィスは鷹おう揚ようにそう言った。

「いくらなんでもこれはやり過ぎではないですか、サウザンドメイズィス」

　サイレントカレントの口調はたしなめると言うにはかなり厳しい。

「僕ぼくたちの理には適かなっている。しかし君たちｂｉｏクラフトからすると、確かにこのやり方は理り屈くつに合わない。こんな事をして君にはどういうメリットがあるんだい？」

『サイレントカレント』ｂｉｏクラフト形態のキャビンに設置されたカウチに座ったグリーンデイブレイクもそう尋ねた。

「決まっているじゃあないか。僕たちの目的は宇宙の調整者だ。その為ために必要なんだよ」

「地球人類を滅ほろぼす事がかい？」

　サイレントカレントが口に出しかねていた言葉を、グリーンデイブレイクはさらりと尋ねる。

「あそこは、太陽系は『ワンダフルプレイス』だ。間ま違ちがいない。それならあの程度では、どうと言う事はないよ」

　カウチから少し身を乗り出したサウザンドメイズィスの視線の先には立体映像がある。中心には平へい凡ぼんな恒こう星せいが一つ小さく輝いていた。それは地球が巡めぐる太陽。ｂｉｏクラフト形態の『サイレントカレント』は、太陽から数光年ほどの距きよ離りにいた。

「また『ワンダフルプレイス』かい」

　グリーンデイブレイクはうんざりしたようにそうぼやく。

「君たちはその『ワンダフルプレイス』とやらを、約束された再生の地と言っていたが、一体全体それはなんだい？」

　そう問われてもサウザンドメイズィスはすぐには答えない。カウチの後ろに立つサイレントカレントへ視線を送る。

　答えろという事か……。

　サウザンドメイズィスの視線をそう解かい釈しやくしたサイレントカレントは口を開く。

「我々ｂｉｏクラフトの間にある、いわば伝承です。本来は貴族パトリシヤンの間だけで伝えられていたようですが」

　カウチに座ったままグリーンデイブレイクはサイレントカレントの方へ頭を巡らせた。サイレントカレントは立ったままで話を続ける。

「ｂｉｏクラフトは自らの出自に関する記憶を持ちません。少なくとも市民プレビシヤンはそうです。我々には故郷がない。帰るべき故郷はないのです。しかしその伝承ではｂｉｏクラフトはいずれ『ワンダフルプレイス』に導かれ、そして……」

「『素す晴ばらしい場所』がｂｉｏクラフトの新たなる故郷になる。まぁ、そういうわけだ。一部の地球人の間でいう所の『約束の地』という概がい念ねんに近いかな」

　最後にサウザンドメイズィスがそう補足した。

「なるほど、ロマンチックだね」

　グリーンデイブレイクが言ったとおりに思っていないのはその口調からも分かる。そんなグリーンデイブレイクに構わずサウザンドメイズィスは続けた。

「ｂｉｏクラフトは文明の守護者だ。しかしその目的を達成するには、どうしても必要なものがある。そしてそれは僕らが宇宙の調整者となる為には邪じや魔まなんだよ」

「それを排はい除じよする為に、あの連中を……。僕らの指揮下に入ってないメリグナントクラフトを利用するのか？」

　グリーンデイブレイクは太陽が映っている立体映像の隅すみを指さしてそう言った。そこにはつい先さき程ほどまで、小型のメリグナントクラフトが数体、映し出されていたのだ。

「最終的にはそれが目的だけどね。でも連中だけではそんな事出来ないのは君も分かってるでしょ、グリーンデイブレイク」

「まぁ、それはそうだけどな」

　意味ありげな笑えみで自分を見るサウザンドメイズィスの言葉を、いったいどう解釈していいものか、グリーンデイブレイクは戸と惑まどっているようだ。適当に言葉を濁にごす。

　サウザンドメイズィスはそんなグリーンデイブレイクの反応を充分に楽しんでから、背後に控ひかえていたサイレントカレントへと視線を巡らせた。

「それで、君はどうするんだい。サイレントカレント」

「どうすると言われてましても……」

「君は太陽系が『ワンダフルプレイス』なのかどうかを知りたくて僕に協力していたはずだ。もう君の疑問は解決したんじゃないのかい？」

　そう言うサウザンドメイズィスに、サイレントカレントはこれ見よがしに嘆たん息そくしてから答える。

「まだ確定したという訳でもありません。また太陽系が『ワンダフルプレイス』だとしたら、それがｂｉｏクラフトの未来にどのような影えい響きようを与あたえるのか。私はそれを見ていきたいのです」

「結構」

　そう言うとサウザンドメイズィスは立体映像へ視線を戻す。

「まぁ高みの見物としゃれ込もうじゃないか。皆みなの衆」

　……違う。

　サイレントカレントは思いを巡らせていた。

　私が、望むのは高みの見物ではないのだ。私は……。




　ＵＮｂＡＲ関係者が校内に集まる時には視聴覚室を利用している。一時間目の休み時間に広大は恵子にも声を掛かけ、ティセやアイシャと共に視聴覚室へ向かった。

　一緒に出ると怪あやしまれるとラヴィーは一足先に教室を出ている。もっとも道すがら広大たちに何かと尋ねられるのを嫌きらい一人で先に向かったようにも思えた。

「大おお空ぞらさん」

　視聴覚室の前でそう声を掛けてきたのは、この春からしょうぶ沼ぬま高校に入学した桜さくら子こであった。私服の生徒が多いこの学校でも桜子はセーラー服で通している。言うまでもなく今日もセーラー服姿だ。

「桜子ちゃんもあーちゃん先生から？」

　いまだにちゃん付けで呼ばれるのが気になるのか、桜子は広大を一時、睨にらみ付つけ、そして横にいる恵子へ視線を送る。しかし恵子はどこか気もそぞろで、桜子が自分を見ている事には気付かなかったようだ。戸惑う桜子の視線に応こたえるように、アイシャが嘆息してみせる。間に挟はさまれたティセは桜子、アイシャ、そして恵子と目まぐるしく視線を変えながら、落ち着かないテンポで両手をぱたぱたさせていた。

「……？　どうした、みんな」

　なにやら妙な雰囲気に、広大は怪け訝げんな顔で桜子や恵子たちを見やる。広大に言われてようやく恵子は我に返ったようだ。

「どうしたって、なにが？」

「いえ、別に」

　そう前置きしてから桜子は続けた。

「私も呼び出されただけで、詳しい事は分かりません。大空さんたちは何か聞いてますか？」

「いや、俺たちも休み時間に顔を出してくれと言われただけで」

「ここで立っていても仕方ありません。入ってしまいましょう」

　そう言いながらアイシャが視聴覚室の引き戸を開けた。

「お～～、来たさね。こっちこっち」

　視聴覚室の教壇からアーネチカが手招きする。しかし視聴覚室内を覗き込んだ広大は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしてしまった。そこにはアーネチカと先に着いていたラヴィーの他ほか、アンリとノワ・ルーナ、そしてＵＮｂＡＲ日本支局の渋しぶ沢さわ課長がいたのだ。一応、しょうぶ沼高校の講師になっているアンリはともかく、ノワや渋沢課長が学校に顔を出すとはよほどの事だろう。

　それになんといっても内山田の姿が見えないのは何とも不可解だ。

「なに突つっ立たっているんだよ。そこじゃ話が出来ないだろう。こっち来いよ」

　そう声を掛けてきたアンリの口調もどこか内心の苛いら立だちを感じさせる。

「ああ」

　広大はそう答え、みんなと一緒にアーネチカやアンリたちの方へ歩み寄る。しかしアンリは広大たちが近づくのを待ちきれなかったようで、やにわに強い調子で口を開いた。

「あの野や郎ろう、裏切っていたんだ！」

　いきなりの言葉で広大たちは思わず足を止める。

「あの野郎って……」

「決まってるだろう！　内山田の……」

「まぁ、待て。アンリくん。大空くんたちには私の方から順を追って説明しよう」

　渋沢に制止されてアンリは不承不承ながらも口をつぐむ。

「どういう事なんですか？　課長さん」

　慌あわてて歩み寄った広大に渋沢は言った。

「うん、実は内山田くんが失踪してね」

　失踪という渋沢の表現にアンリは苦々しげな表情を浮うかべる。

「失踪？」

　少し遅おくれて渋沢の周りに集まった恵子やアイシャ、桜子が顔を見合わせる。

「あの男、ｂｉｏクラフトと契けい約やくしていたのだ」

　ノワがそう言うと、ラヴィーも一つ肯いてから口を開く。

「それもペンデュラム財団にいたサスペンデッドレインというｂｉｏクラフトと契約したのだ」

「サスペンデッドレインというと、ラヴィーの警備に当たっていたあのｂｉｏクラフトですか？」

　アイシャの言葉にラヴィーは肯うなずく。アイシャは正体を見せぬまま、ラヴィーの警護に当たっていた謎なぞのｂｉｏクラフトと相対した事があるのだ。それがサスペンデッドレインと分かったのは、ヴィーアの要よう請せいに応じてラヴィーの救援に向かったときのことだ。

「父上にも確かく認にんしてみたのだが、サスペンデッドレインについては誰だれも詳しい事は知らなかったようなのだ。あの男はグランディッツァから、いわば用心棒として派は遣けんされてきたようだからな」

「実は私もいくつか疑問に感じていた所がある」

　ラヴィーに続いてノワも口を開いた。

「君たちに初めて会った時、おびき出す為にメールとやらを出しただろう？　その時、どんな内容がもっとも効果的なのか、サウザンドメイズィスから指示があったのだ。恐おそらくはＨＥＬＬＯからアミークスへ伝えられた情報なのだろう」

「お前たちの個人情報を的確に掴つかんでいる。そうなると怪しい奴やつは限られてくるな。……っていうか、ノワ。お前、なんで今の今までそんな重要な事を黙だまっていたんだ!?」

「すまんな」

　憤いきどおるアンリにも、ノワは意外なくらい落ち着いた様子で答えた。

「我らはいわば……、外と様ざまというものか？　敵対している相手から寝ね返がえったものが、お前たちの中に裏切り者が居ると言っても、そう簡単には信じてもらえぬだろうと思っていたものでな」

「そんな事は言ってみねえと……」

　食ってかかるアンリとノワの間に、アーネチカと渋沢が割ってはいる。

「まぁまぁ、こうなってしまったのは仕方ないのさ。今は対策を考える事が優先なのさ」

「そうですよ、アンリくん。実は内山田くんの直接の上司だった、外と川がわ主任も連れん絡らくが付かなくてね。彼かれが何か知ってる可能性もあると思って、いま行方ゆくえを捜さがして貰もらっている所なんだ」

「主任って、王子さま先生が時々携けい帯たいで話していた人ですか？」

　広大の問いに渋沢は肯く。

「ああ、私は本来宇宙交流プラン事業部の人間でね。彼らとは部署が違ちがうんだよ。だから内山田くんの上司の外川くんについては余りよく知らなくてね。いま色々と洗って貰っている」

「あの……、どういう事ですか？」

　状況がよく飲み込めていないようだ。恵子が怪訝な顔でそう尋たずねる。

「だから今さっき言っただろう！　内山田の野郎が裏切っていたんだよ!!」

「彼の行動にはいくつか不ふ審しんな点があってな。昨晩私とアンリが、その件について確認した所、サテライトを召しよう喚かんして反はん撃げきされたのだ。そしてメリグナントクラフトが太陽系に侵しん入にゆうしたどさくさに紛まぎれて逃にげられてしまった。そういう事だ」

　激げき昂こうしているアンリに代わり、ノワが簡潔に昨晩の出来事をまとめる。

「どういう事よ……」

　呆ぼう然ぜんとした様子で恵子は繰くり返かえす。

　おかしい……。広大は恵子の態度に何か違和感を覚えていた。それはアイシャも同じようだ。すぐに広大と目配せを交かわして、恵子を制止しようとする。しかし一足遅れた。

「どういう事なのよ!!」

　突とつ然ぜん、恵子が声を張り上げる。今まで見せた事のない恵子の行動に、アンリやアーネチカ、ラヴィーはさすがに驚おどろきを隠かくせない。

「なにが起きてるのよ、なにが！　一体どうしちゃったのよ!!　なんかおかしいよ、みんな……!!　今まで何事もなく過ごせていたのに、どこでおかしくなっちゃったのよ!!」
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「俺が知るか！」

　売り言葉に買い言葉。アンリが厳しい口調で言い返す。

「高たか科しなさん、なにがあったか知らないけど……」

　桜子が言い終える前に恵子が言い返す。

「なによ、大体、昨日だってあんたが後先考えずに飛び出して行かなきゃ、広大だって、アイシャだって……。それに王子さま先生だって……」

「なにを怒おこっているのか知らないけど、いずれはこうなるはずだったのよ」

「私は……！」

　桜子に詰つめ寄よろうとする恵子を慌ててアイシャが止め、広大も声を掛ける。

「恵子、落ち着いてください。桜子、実は恵子は家庭の事情で……」

「ちょっと今朝方どたばたしていたんだ。それで……」

「関係ねえじゃないか。そんな事は……！」

　アンリも横から食ってかかる。

「そうよ！　関係ないわよ、だったら口を出さないでよ!!」

　恵子も即そく座ざに言い返した。

「ま、待てお前たち。少し冷静になってだな……」

「姫ひめさまの言う通りなのさね。みんなけんか腰ごしにならないで……」

　ラヴィーとアーネチカは間に挟まって右往左往するだけ。

　その時である。一同の真ん中でさっと両の手が天てん井じようへとかざされた。

　ティセである。言い合う恵子とアンリの真ん中に立ったティセが、無言のままサッと両手を高く差し上げたのだ。

　そしてそのまましばし静止する。特になにを言う事もなく、そしていつものように無表情だ。ティセが何を考えているのか、傍はたから見ている分にはさっぱり見当がつかない。

　広大や恵子、桜子。そしてアンリにアーネチカ、ラヴィー、渋沢の視線を集めたまま、ティセは同じ姿勢でじっと立ったまま。

　しばしの後、両りよう腕うでを下ろし、ゆっくりとしたリズムでぱたぱたを始め口を開いた。

「皆さん、もっと落ち着いて話をするべきです」

　そして恵子の方へ向き直ると言った。

「恵子も少し落ち着くべきです」

「う、うん。それは分かってるけど……」

　ティセの碧あおい瞳ひとみから視線を逸そらすようにして恵子は答えた。その答えに満足したように、ティセは何度か両手をぱたぱたさせると、今度はアンリの方へ向き直る。

「アンリも少し落ち着くべきです」

「これが落ち着いて……」

　言いかけたアンリは正面からティセの碧い瞳を覗のぞき込んでしまう。

「だから……」

　吸い込まれそうな碧い瞳から、アンリは視線を背そむけた。

「ああ、分かった分かった。俺おれも少し大人げなかったな。一応、俺もこの学校の講師だし、生徒とケンカするわけにいかねえよな」

「さすがですわ、ティセさま」

　アイシャのその言葉に、ティセは満足げに両手をぱたぱたさせる。その様子に広大は苦く笑しようするだけだ。

「しかし愛あい玩がん鳥類、お前は時々凄すごいな」

　感心したようにそう言うラヴィーに、手を差さし伸のべるようないつもの仕草でティセは答えた。

「そうです。私は時々凄いのです」

　そしてまたしばし両手をリズミカルにぱたぱたさせてから、改めてラヴィーに尋ねる。

「尊敬しましたか？」

「いや、別に」

　素っ気なく言い返すラヴィーに、今度は激しく両手をぱたぱたさせてからティセは言う。

「駄だ目めです、いけません。ラヴィーは具体的に私を尊敬するべきです」

「時々凄いくらいでは、尊敬に値あたいせぬわ」

「時々凄くないよりは、時々凄い方が、具体的に凄いと思います」

「時々凄くないとは、一体誰の事だ、誰の!?」

　しかしティセはラヴィーのその問いには答えず、ただ上じよう機き嫌げんに両手をぱたぱたさせるだけであった。

　桜子はそんな二人を見て一つ嘆息を漏もらすと、渋沢の方へ向き直り口を開いた。

「それで内山田先生の目的は分からないんですか？　状じよう況きようから察して個人の思おも惑わくで動いていたわけでもなさそうですが、何か裏があるんですか？」

「まぁ今のところ調査中としか答えようがないんだ。しかし契約ｂｉｏクラフトがグランディッツァに所属していたという事は、ＨＥＬＬＯではなくアミークスと直接、関連があるかも知れないね」

　渋沢はそう答え、いささか申し訳なさそうな顔で広大へと視線を巡らせる。桜子も無言のままそれに倣ならう。

　広大自身もその理由は分かっている。広大の父、大だい地ちがアミークスに所属していたｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』と契約していたのだ。

　そればかりではない。大地は広大にティセとの契約を解除するように言ったのだ。母、広ひろ海みは広大に父はｂｉｏクラフトと契約して宇宙の果てに行ってしまったと説明していた。それは事実だったわけだが、広大はまだ広海には大地の話をしていない。

　ティセに理解を示し、ｂｉｏクラフトの存在についても肯こう定てい的てきな広海に、今の大地の主張を伝えるには躊躇ためらいがあるのだ。それ以外にも大地の言動には何か引っかかる点がある。自分の妻である広海について、広大になにも尋ねないのだ。

　大地は失しつ踪そうしてからもしばらくの間、人づてに手紙を託たくすなど、広海と連絡を取っていたはずなのだ。それにしては今の大地は余り広海を気に掛けている様子はない。

　広海に聞けば何か分かるかも知れない。広大にはそれが出来なかった。出来ない理由はよく分かっている。

　恐こわいのだ。

　何か知ってはいけない事が明らかになりそうな気がする。広大は直感的にそう悟さとっていた。

　しかしいつまでもこのままではいけないという事も分かっている。

「そうですね。何とかしないといけないでしょうね」

　しばしの黙もつ考こうの後、広大はようやくそうとだけ答えた。

「静しず花かちゃんには私らの方から伝えておくのさ。もうそろそろ休み時間も終わりだし、みんなは一いつ旦たん、授業に戻もどって欲ほしいのさ」

　沈しずんだ空気を打うち払はらおうとしてるのか、アーネチカが一ひと際きわ明るい声でそう言った。

「ティオには私の方から伝えておくわ。まぁあの子にはどうでもいい事でしょうけどね」

　そう言うと桜子は長い髪かみをなびかせて廊ろう下かの方へと向かう。

「何か分かったら、すぐに連絡するからね」

　渋沢が心配そうな顔でそう付け加えた。

「では私はアルバイトに戻るとしよう」

　そう言ってノワも視し聴ちよう覚かく室から出て行こうとしたが、途と中ちゆうで足を止め、アンリの方へ向き直る。

「アンリ・ウー。一つ忠告しておくが、独断で内山田とサスペンデッドレインを追おうなどとはしない事だ。逃げられたのはお前一人の責任ではない」

「なんだと、おい。誰に向かって口を利きいてやがる!?」

　ベルトに差してあったロリポップキャンデーに手を伸ばしかけていたアンリは、ノワのその忠告に色を作なした。

「そんな事、いちいち貴様から言われねえでも分かってるって！　貴様こそ、余計な真ま似ねはするなよ!!」

「言われるまでもない。どうにもお前は先走りする傾けい向こうがあるようだからな。念のために注意しておいたまでだ」

「んだよ、知った風な事を言いやがって！　大体……」

「ちょっと待てよ、二人とも」

　慌てた広大がアンリとノワの間に割ってはいる。

「まぁまぁ、二人とも」

「まぁまぁ、落ち着いて。落ち着くのがいいのさ」

　渋沢とアーネチカも止めに入る。しかし止めに入ったのはそれだけではなかった。

「まぁまぁ、まぁまぁ、まぁまぁ」

　アンリとノワの間に入ってきたティセが、忙せわしなく両手をぱたぱたさせながら右往左往しているではないか。

　ティセのその態度に、アンリも気勢を削そがれたようだ。

「ったく。大人しくしていればいいんだろう？　分かってるって。俺は講師室で特別授業の資料を作ってるから。何かあったら、連絡してくれ」

　そう言うとアンリはそそくさと視聴覚室を出て行ってしまった。

「まったく、気の短い男だな」

　そう言うとラヴィーは広大とティセの方へ向き直る。

「それでは教室に戻るか」

「戻りましょう」

　ティセも手を差し伸べるようにしてそう答えた。

「じゃあ行くか、恵子も……」

　振ふり返った広大は、視聴覚室内に恵子の姿がない事に気付いた。

「高科恵子なら先に出て行ったぞ。アイシャがすぐに追いかけて行った」

　ラヴィーがそう教えてくれた。言われてみれば確かにアイシャの姿もない。

　桜子の性格ならアンリとノワが揉もめていてもさっさと出て行ってしまうのは分かる。しかし恵子はどうだろうか。広大にひと言もかけずに出て行くとは思えない。

「愛玩鳥類は気づいていただろう？」

「はい」

　ラヴィーに言われてティセは肯く。

「アイシャが追いかけるというので任せました」

　まったく気がつかなかった。広大は唇くちびるを噛かんだ。

「先に教室に戻ったんだろうさ。すぐに追いかけてやるといいのさ」

「はい」

　アーネチカにそう促うながされ、広大はティセたちと一いつ緒しよに視聴覚室を出た。




「恵子、恵子！　どうしたのですか？」

　何度か声を掛けられてようやく恵子はおいかけてくるアイシャの方へ振り返る。

「どうって、何が？」

　特に変わった所の見られない表情だが、やはり注意深く観察してみると元気がないと分かる。

「何がと言われても……。途中でいきなり出てきてしまって……」

「途中じゃないでしょ」

　恵子はそう答えると、ぷいと横を向いてまた教室の方へ歩き出だす。

「あーちゃん先生がもう教室に戻ってもいいって言ったじゃないの」

「それはまぁそうですが。広大やティセさまたちがまだ……」

「そうね……」

　そう答えたものの恵子はアイシャの方を振り返ろうとはしない。そのまま教室の方へ向かい、戸を開けると中に入って行ってしまった。

「恵子……！」

　そんなアイシャの背後から声をかける者がいた。

「放っておきなさいよ」

　桜子である。振り返ると少し後ろに桜子が立っていた。

「なにが有ったんだか知らないけど、自分から話そうとしないのなら関かかわって欲しくないのよ」

「心配してくださるのはうれしいですが……」

　アイシャがそう言いかけると、桜子はすっと背を向ける。

「別に心配してるわけじゃないわ」

「……そうですか」

　そこでアイシャはその事実に気づいた。

「視聴覚室は一階で、ここは二階です。一年生の教室は一階なのに、どうして桜子がここに居るんですか？」

　アイシャのその指し摘てきに、桜子は少し頬ほおを赤らめて振り返る。

「別に私は……。ちょっと二階に用事があって……」

「あら、どんな用事ですの？　もうすぐ休み時間も終わりだと言いますのに」

「なんでもないわよ」

　踵きびすを返して階段の方へ向かう桜子の背にアイシャは微ほほ笑えみを浮かべる。そしてその時、階段に通じる廊下の角から金色と珊さん瑚ご色の髪が覗いてる事に二人は気付いた。

「見たか、愛玩鳥類。あれがツンデレというものだ」

「あれがツンデレというものですね」

「うむ、ツンデレだ。実に参考になるな」

「実に参考になりますね」

　会話の言こと葉ば尻じりだけでも誰が覗いていたのかは容易に想像が付く。ティセとラヴィーである。桜子は廊下の角に隠れていた二人に怒ど鳴なりつける。

「なんの参考にするんですか、なんの!?」

「そんな事は恥はずかしくて言えるわけがないだろう」

「具体的に恥ずかしいので言えません」

　ラヴィーが答えるとティセもすぐに続くが、どうにも意味を分かっているとも思えない。そのタイミングに合わせていたかのように、休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。
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「おお、授業に遅れてしまう。急ぐぞ、愛玩鳥類！」

　チャイムの音を聞きつけると、ラヴィーはティセの手を引いて慌てて教室の方へ駆かけ出す。

「授業に遅れてしまうので、桜子も早めに教室に戻るべきです」

　ラヴィーに引きずられるようにされながらも、ティセは桜子へ向かってそう声を掛かけるのを忘れなかった。

「まったく……」

「いや、二人とも盗ぬすみ聞ぎきするつもりはなかったんだと思うけど……」

　そう言いながら階段を上がってきたのは広大である。どうやら盗み聞きはまずいと思い踊おどり場ばで待っていたようだ。

　桜子はそんな広大を嘆たん息そくと共に見つめる。

「大空さん、大体あなたが……」

　そう言いかけた時、桜子は背後からの視線に気づく。肩かたごしに一いち瞥べつをくれると、教室の前からティセとラヴィーが様子をうかがっているではないか。

「ツンデレだぞ、ツンデレ」

「ツンデレ、ツンデレ、ツンデレ」

「ティセさまもラヴィーもその辺にしてあげなさい。桜子が困ってます」

　アイシャが呆あきれて注意すると、ようやくティセとラヴィーは教室の中へ引っ込んだ。

「俺が……、なに？」

　二人が教室に入ったのを確認して改めて、広大が聞き返すと桜子は何も言わず、その横を通り過ぎ一階の教室へと戻る。

　今度は広大が嘆息を漏らす番だった。桜子が言いたかった事はおおよそ見当が付く。もう少し恵子にも気を使ってやれと言うのだろう。しかし広大も今まで見せた事のない恵子の反応に戸と惑まどっているのも事実だ。

　それに自分自身も問題を抱かかえてしまっている。

「まず一つ一つ解決していかないとな……」

　広大はそう自分に言い聞かせ、教室へと向かった。









ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：人並みの人生。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。
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《ＰＨＡＳＥ―０８：０１　ショッピングモール～Shopping mall～》







　部屋に入ってきたのは、口くち髭ひげを蓄たくわえた長身の男。小麦色の肌はだに彫ほりの深い顔の造作。黒い瞳は興味深げに部屋の中を見み渡わたしている。

「こちらへどうぞ」

　そう声を掛けたのはイモータルヌーン。部屋の中央に置かれたテーブルの前に座すわっていた。傍かたわらに座るのはＵＮｂＡＲのアウラ・ダキラ議長。

「ふむ……」

　男はトーガを思わせる練色の衣装の裾すそを翻ひるがえして、イモータルヌーンに勧すすめられた椅い子すへと向かう。

　イモータルヌーンとダキラ議長の対面にどっかりと腰こしを下ろした男は、いささか落ち着かぬ様子で首を前後左右に振る。

「どうにもまだ馴なれぬな。ホロン体は実に久しぶりだから」

　そんな男にイモータルヌーンはいささか悪戯いたずらっぽく尋ねる。

「久しぶりと申しますと、いつ以来なのでしょう。アブソリュートガーデン」

「ふむ……」

　そうだ。この男はキング級ｂｉｏビオクラフト『アブソリュートガーデン』のホロン体なのである。アブソリュートガーデンは遠い記き憶おくを探さぐるように首を傾かしげる。

「さてな。忘れてしまったよ。地球人には直接、接触していなかったからな。もしかすると初めてなのかも知れん」

「つまりこのように……」

　イモータルヌーンはダキラ議長の方へと向き直ると言った。

「キング級ｂｉｏクラフトであっても、己おのれの古い記憶については曖あい昧まいなのです」

「それは分かったけど、まずは挨あい拶さつくらいさせて欲しいものね。ティラ」

　イモータルヌーンを愛あい称しようで呼ぶとダキラ議長は改めてアブソリュートガーデンへと向き直る。

「私がＵＮｂＡＲ議長であり、地球人側の代表であるジャクリーン・アウラ・ダキラです。以後、よろしくお願いいたします」

　立ち上がり握あく手しゆを求めるダキラ議長の手を、アブソリュートガーデンはしばし怪け訝げんな目で見る。それが地球人の間で一いつ般ぱん的てきな親愛の情の示し方とは理解していたが、咄とつ嗟さに受け入れる事が出来なかったのだ。

　しばしの沈ちん思しの後、アブソリュートガーデンも立ち上がり、ダキラ議長の手を握にぎり返す。

「よろしくというべきなのだろうな。あなたはイモータルヌーンから、相応の説明を受けていると解かい釈しやくしても宜よろしいのか？」

「はい。おおよその事は」

「なるほど。それは話が早い」

　そう答えながらもアブソリュートガーデンは、肩ごしに自分が入ってきたドアの方へ一瞥をくれる。そこには警備員とＵＮｂＡＲ職員の姿があった。ダキラ議長が視線で促すと、警備員と職員は一礼して部屋から出て行った。さらにダキラ議長がテーブルのリモコンを操作すると、窓にカーテンが降り、その向こうに広がっていた南太平洋の姿を隠してしまう。

「ＵＮｂＡＲ本部のセキュリティは万ばん全ぜんです。ご安心下さい」

　ダキラ議長の言葉にアブソリュートガーデンは座り直なおしながら答えた。

「まあ良い。事が公おおやけになり困るのはあなた方だ」

　そう前置きしてからアブソリュートガーデンは、イモータルヌーンの方へ向き直ると言った。

「イモータルヌーン。お前はやはりこの恒こう星せい系が『ワンダフルプレイス』と信じているのか」

「はい。もはや疑いようがありません」

　そう答えるイモータルヌーンにダキラ議長が補足する。

「メリグナントクラフトの攻こう撃げきに対して、この惑わく星せいの衛星が動いて盾たてとなりました。生あい憎にくとこの惑星の衛星は動くようには出来ていません。また今のところ、衛星を動かしたｂｉｏクラフトは確かく認にんされていません」

「なるほどな。それでこの恒星系そのものが、私と同じキング級ｂｉｏクラフト。所在不明の『ワンダフルプレイス』であると確信したのか」

　アブソリュートガーデンは落ち着かぬように口髭をなでながらそう言う。

「しかしまだ『ワンダフルプレイス』自身とは接せつ触しよくしていないのだろう？」

「はい。彼かの女じよは、私たち姉妹の『母』は地球人類の中に紛まぎれて生活しているのでしょう。先日のような事でもしない限り、決して尻尾しつぽを出すような真似はしなかったでしょうね」

「強ごう引いんだな。守るべきものを危険にさらしてでも『ワンダフルプレイス』を引きずり出す必要があったのか？」

「いいえ、決して強引ではありません」

　にっこりと笑うとイモータルヌーンは答えた。

「以前から確信がありましたから。この恒星系が『ワンダフルプレイス』であり、あのような状況になれば確実に介かい入にゆうして来るであろうという確信が」

　イモータルヌーンのその答えにアブソリュートガーデンは嘆息する。それに構わずイモータルヌーンは続けた。

「しかし次に同じような事があったら、こうはいかないでしょう。むしろ『ワンダフルプレイス』は私たちの出方を見るはずです」

「やり方が大だい胆たんすぎる」

「あなたが慎しん重ちようすぎるのです。アブソリュートガーデン」

　そんなやり取りに横で聞いていたダキラ議長は笑えみを洩もらす。それに気づいたアブソリュートガーデンは一つ咳せき払ばらいをしてから改めて言った。

「しかしこの恒星系が『ワンダフルプレイス』であったとしても、いやそれならばなおのこと私は危き惧ぐするのだ。果たしてこの惑星の住民は我らｂｉｏクラフトと共存していけるのだろうかとな。まだまだ時じ期き尚しよう早そうではないかという考えは変わらぬのだ」

「ｂｉｏクラフトと地球人類が接触してから二十年余り」

　二人のｂｉｏクラフトによる会話を、ここまで黙だまって聞いていたダキラ議長がおもむろに口を開く。

「問題がまったく無かったとは言いませんが、それなりにうまく共存できたのではないかというのが、この惑星の住民としての意見です」

「貴き殿でんの意見は尊重する」

　そう前置きしてからアブソリュートガーデンは続けた。

「しかしこの恒星系が『ワンダフルプレイス』であるとなると話は別だ。これまでのパートナー種族と同じに考えるわけにはいかない。そもそも『ワンダフルプレイス』の目的は、我らが故郷の再生。そこに別の知性体が棲せい息そくしているとは正直予想外なのだ」

　アブソリュートガーデンのその言葉に、イモータルヌーンは少し笑みを洩らす。どうやら予想通りの展開になっているようだ。

「お言葉ですが、アブソリュートガーデン。故郷というのは、単に場所や環かん境きようを示す言葉ではないと考えます。文明、文化、そしてそこに住まう人々があってこその故郷と私は考えます」

　イモータルヌーンの発言に、アブソリュートガーデンはいささか面食らったようだ。

「この惑星の文化が、我らのものと同一だと言うのか？」

　当とう惑わくするアブソリュートガーデンにイモータルヌーンは肯うなずく。

「そうとでも考えないと納なつ得とくできない点が多すぎると思いませんか？　この惑星の住民、地球人と我々ｂｉｏクラフトのメンタリティは余りにも近すぎます」

「ふむ……」

　イモータルヌーンの指摘にアブソリュートガーデンは黙考する。そんなアブソリュートガーデンにダキラ議長も言った。

「実際にｂｉｏクラフトと地球人類の思考に共通点が多い事には疑問を持っている科学者は多いのです。幸か不幸か、現時点では比ひ較かく対照できるサンプルが少ないので、結論を出すには至っていませんが、いつまでも隠かくしおおせるものでもありません」

「イモータルヌーン」

　しばしの沈ちん黙もくの後、アブソリュートガーデンは口を開く。

「お前がこの恒星系を『ワンダフルプレイス』と判断したようだが、私はあるものの意見を聞いておきたい。最終的な態度はその後、決めさせていただく。すでに私の使者が、そのものの所へ向かっているはずだ」

「ええ、承知しております」

　にっこりと笑ってイモータルヌーンは答えた。

「私の妹たちの周囲に、いささか挙動の怪あやしい地球人がおりまして。動向を注視していたのですが、どうやら大当たりだったようですわね」

　そんなイモータルヌーンに、アブソリュートガーデンはしばし絶句するばかりだ。

「まったく……。さすがに『ワンダフルプレイス』の娘むすめだな」

　渋しぶい顔でアブソリュートガーデンはそうぼやいた。

　その時だ。テーブルの上のインターフォンが鳴る。

「私です」

　ダキラ議長はすぐに受話器を取りそう答えた。報告を受けるダキラ議長の面が、一いつ瞬しゆん、厳しくなるのをイモータルヌーンは見み逃のがさなかった。

「分かりました。至急対処します。ＵＮｂＡＲガードに招集を掛けるかも知れません。用意をお願いします」

　受話器を下ろすとダキラ議長はイモータルヌーンとアブソリュートガーデンに向かって言った。

「この局所銀河団にメリグナントクラフトの大群が接近してきているそうです」




「はい、まだアルバート藤とう堂どうとお話ししている最中です。私は部外者ですので、席を外させてもらいましたので、どういう事になっているかはちょっと……」

　携けい帯たい電話の向こうでアイシャはそう言った。

「そうか、じゃあどれくらい時間がかかるかも分からないなあ」

　そう答える広こう大だいの横では、ティセが背せ伸のびをするようにして、二人の会話に聞き入っている。

「ええ、そうですね。かなり込み入った話になってるようなので……。いつ終わるのか……」

「うん、分かった。何か困るような事があったら教えてくれ。恵けい子こにもいつでも相談に乗るって伝えておいてくれないか」

「はい」

　浮うかぬ口調でアイシャはそう答え、携帯の通話を切った。

「長引きそうだって」

　広大はティセへ視線を落としながらそう言った。

「心配ですね」

　いつものように手を差さし伸のべるような仕草でティセは言った。この数日、恵子はいつものように屋根伝いに広大の部屋に乱入する事もなくなっていた。広大のみならずティセまでもが心配するのも無理からぬところだ。

「うん。でもまぁこれは家庭内の事だし、俺おれたちとしては首を突っ込みにくいからなあ」

　広大たちが内うち山やま田だの失踪を知らされて数日後。広大は相変わらず落ち着かない様子の恵子に、学校が終わった後、買い物に行かないかと声を掛けたのだ。余り気乗りしない様子の恵子だったが、アイシャの勧めもあり付き合う事にしたのだ。

　そこにまた祖父からの使者アルバート藤堂が現れたのである。

　印刷会社に勤める恵子の父が、夜勤明けで在宅していたのを知っていたようだ。父から買い物に行っても良いと言われた恵子だが、結局は話し合いに同席する事にした。アイシャも恵子の家に残り、早めに話が終われば、二人で後から広大たちを追いかけるつもりだったのである。しかし今のアイシャの話では、そういうわけにいきそうにない。

「さて、どうしようかな。取りあえず夕飯の買い物でもしていくか……」

　下校後、自宅で着がえてから出たとはいえ、まだ夕方の買い物をしていくには早い時間帯だ。駅前のショッピングモールもそれほど混雑はしていない。

「今日は湯ゆ豆どう腐ふがいいと思います」

　肉類が駄だ目めなティセがそう言う。

「もう桜の季節も過ぎようっていうのに湯豆腐ですか」

「なにか問題でも？」

　小首を傾げてティセがそう言った時だ。何かが目に入ったらしい。身を乗り出すようにして正面を見つめる。

　ショッピングモールの広い通路をそのまま行った左側が生せい鮮せん食品売り場。右側がフードコートになっている。ティセが見つめてるのは、フードコート側の角だ。

　一体……。尋たずねかけた広大だが、ティセの視線を追うとすぐに答えが分かった。見知った姿がそこにあったのだ。

　静しず花かと桜さくら子こ、そしてティルとティオだ。その四人が広大たちに背を向けるようにして、通路の角からフードコートの方を覗のぞき込んでいる。

　声を掛けようとした広大だが、先にティルの方がティセを見つけたようだ。

「あ、お姉ちゃんだ」

　ティルのその言葉に静花や桜子も振り返かえる。

「わ～～い、お姉ちゃん！」

　慌あわてる静花に構わず、ティルはティセの方へ突とつ進しんしてくる。ティセは両手をぱたぱたさせているだけで、その場から逃にげようとはしない。今のティルの勢いで突進してきたらティセは吹ふき飛とばされてしまいそうだ。広大が慌ててティセの後ろに回り込むと同時に、ティルが飛び込んできた。

「お姉ちゃ～～ん！」

　突進してきたティルとティセ、広大は何とか二人分の体重を支える事に成功した。もっとも二人とも広大がいなければ、そのまま後ろにひっくり返っていたであろう事は気にしてないようだ。

「ティルは今日も元気ですね」

「うん、元気、元気！　元気だよ!!」

　ティセに抱だきついたままでティルはそう答えた。静花に桜子、そしてティオも広大たちに気づいたようで歩み寄ってくる。

「ティル、大おお空ぞらさんやお姉さんに迷めい惑わく掛かけちゃだめでしょ」

　戒いましめる静花に続いて桜子も口を開く。

「何をしているんですか、大空さん」

「いや、何をしていると言われても。買い物だよ、買い物」

　広大の横にいるティセは、桜子の後ろからついて来たティオに向かって声を掛けた。

「ティオはちゃんと学校に行っていますか？」

　出し抜ぬけにそう言われてティオは少し戸惑ったようだ。考える間も無く反射的に答えてしまう。

「い、行ってるわよ。それがどうかしたの!?」

　ティオのその答えにティセは満足げに両手をぱたぱたさせる。

「それはなによりです」

「さぼらずにちゃんと行ってるわよ。ちょっと私も意外だった……、ほらティオ。飛ばないの……！」

　桜子はアペンディックス『夜霧ナイトミスト』に乗ってふわふわ浮いていたティオの肩を手で掴つかみ床ゆかに下ろす。

「私は習い事の帰りなんです。ティルと待ち合わせてショッピングモールに寄っていたら、そこで桜子さんたちにお会いして……」

　静花がそう言うと桜子も説明する。

「私もティオと待ち合わせて、ここで買い物をすませていくはずだったんだけど……」

　そう言いながら先さき程ほどまで自分たちがいた、通路の角の方を振ふり返る。

「どうかしたのか？」

　さっきの静花と桜子たちの態度。買い物というよりは、密ひそかに誰だれかを観察しているようだった。それを思い出して広大は尋ねたのだ。

「まぁ見た方が早いわね。今の騒さわぎに気づいて逃げてなければだけど……」

　そう言うと桜子は先に通路の角へ戻もどり、怪訝な顔の広大とティセを手招きする。

「まだあのままですか？」

　尋ねる静花に桜子は無言で肯く。首を傾げながら広大も通路の陰かげから覗き込んでみた。そこにはちょっとした人だかり。そしてその中心には一ひと際きわ目立つ珊瑚色コーラルピンクの髪かみ。さらに後ろに従う黒服二人。

　そう、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムとお供の黒服である。一種異様な光景に買い物客も怪訝な顔でラヴィーたちを見ていた。

「なにをやってるんだ。ありゃ？」

「さっきからずっとあんな感じで動かないのよ」

　桜子が広大にそう答えた。

「なんか声を掛けづらくて。それで桜子さんたちと様子をうかがっていたんです」

　静花の言う事も分からなくもない。ラヴィーはフードコートに入っているバーガーショップの前で、厳しい表情を浮かべ腕うで組ぐみをして何事か考え込んでいるのだ。

「なんだありゃ」

「ハンバーガー食べたいんだけど、入れないんじゃないの？」

　後ろからティオがそんな事を言う。桜子もパートナーの言葉に肯いた。

「あの子はお姫ひめさま気取りだものね。あり得ない話じゃないと思うけど……」

「食べたいんなら入っちゃえばいいのに」

　首を傾げるティルに静花が言う。

「えっと、実は私も一人ではファストフードショップに入った事がないんです。気持ちがわかると言えば分かるのかな……」

「へえ、さすがというかなんというか。やっぱりお嬢じようさまって居るんだな」

　そういう広大を桜子が横目で睨にらみ付つける。しかし広大はそれに気づかず、ティセの方へ向き直った。

「なぁ、ティセは……」

　言いかけた広大は、つい今しがたまで横にいたティセの姿がない事に気付いた。

「あ、お姉ちゃん」

　ティルの声に広大が振り返ると、ティセがとたとたとラヴィーの方へ歩み寄っていく所だ。

「あの子、こういう時は全然物もの怖おじしないのよねえ」

　さすがの桜子もティセの行動力に驚おどろくが、ティオは呆れるばかりだ。

「っていうか、あいつはただ空気読めないだけなのよ」

　その点に関しては広大も納得せざる得ない。

「まぁティセに空気を読めっていう方が無む謀ぼうだよな」

　通路の角から覗き込む広大たちの前で、ティセはバーガーショップの前に立つラヴィーの方へ歩み寄り、そして出だし抜けに声を掛けた。

「ラヴィー」

　出し抜けに名前を呼ばれたので、ラヴィーも驚いたようだ。思わず数歩、後あと退ずさる。

「な、なんだ。愛あい玩がん鳥類ではないか、こんな所で何をしている!?」

　何をしていると言われても仕方ないのはラヴィーの方だろうが、ティセは小首を傾げたものの、その問いに素す直なおに答えた。

「お買い物に来ました」

「まぁ、そうだろうな」

　内心の動どう揺ようを押おし隠しながらラヴィーはそう答えた。

「ラヴィーは何をしていますか？」

　いつものように片手を差し伸べるようにしてそう尋ねたティセに、ラヴィーはますます狼ろう狽ばいする。

「いや、なんだ。その……。見て分からんか!?」

　その答えにティセはまたしばし考え込み、そして答えた。

「分かりました」

　パッと手を広げてティセは答える。

「わ、分かったのか!?」

　見み透すかされたかと慌てるラヴィーだが、ティセの答えは斜ななめ上うえを行っていた。

「ラヴィーもお買い物ですね」

「違～～うッ！」

　ばれたかと狼狽うろたえたのも束つかの間ま、すぐにラヴィーは足を踏ふみならしながら怒ど鳴なり返す。

「買い物をしてるように見えるか、愛玩鳥類！　大体、我わが家やの買い物はみんなヴィーアに任せてあるのだ。私自身が買い物をする必要など無い!!」

「ではなぜラヴィーがショッピングモールにいますか？」

　また首を傾げて尋ねるティセに、ラヴィーは答えに詰つまる。

「それはだな、ほら見て分からんか？」

「ハンバーガー食べたいんでしょ？」

　後ろから来たティオがそう声を掛ける。続いてティルも歩み寄って来るなり言う。

「ティルもハンバーガー食べた～～い！」

「なんだ、セキセイインコだけではなく、ポメラニアンにアビシニアンも来ておったのか」

　またラヴィーはティセたち姉妹を小動物扱あつかいする。

　こうなっては隠れていても無む駄だだ。広大はやむなく隠れていた通路の角からラヴィーの方へと歩み寄る。

「ちょうど俺たちも買い物に来ていたんだ」

　そう言う広大に続いて静花と桜子も姿を見せる。

「一いつ緒しよに来たわけじゃないわよ。大空さんとはたまたまここで会っただけ」

「誰に説明してるのだ。私はそんな事は聞いておらんぞ」

　したり顔のラヴィーからそうやり返されて、桜子は少しむっとしたものの、特に言い返すような真ま似ねはしない。

「私はティルとここで待ち合わせていたの」

「今日は静花とお買い物だよ！」

　静花がそう言うのに合わせてティルも声を上げた。ラヴィーは広大たちを見てしばし何事か考え込んでいたが、やにわにパッと顔を輝かがやかせて言った。

「おお、そうだ。いい事を思いついたぞ。お前たち、腹が減っていないか？　良かったらこの私がおごってやるぞ。このバーガーショップで……」

「遠えん慮りよしておくわ」

　ラヴィーが言い終える前に桜子が口を開く。

「ペンデュラム財団だって、スポンサーが撤てつ退たいして苦しいんじゃないの？　こんなところで外食してる余よ裕ゆうなんてないでしょう？」

「ええい、馬ば鹿かにするな！　痩やせても枯かれてもペンデュラム財団だ！　期間限定ウェスタンバーガー＆ヤキトリマンマスコット付きを、全員におごるくらい……」

　勢いに任せてそう言ってしまい、ラヴィーは慌てて口をつぐむ。

　ああ、なるほど。そういう事か……。

　広大が視線を送ると、ヴァッチとヴィッスの黒服二人もサングラスの下で苦く笑しようする。どうやらラヴィーは、人気キャラクターのマスコット付き期間限定特製ハンバーガーが欲ほしくて店の前で思案したのだろう。

「もういい！　今日は……」

　きびすを返しかけたラヴィーに向かって広大は声をかける。

「ちょうどいいじゃないか。俺もちょっと小腹が空いていた所なんだ。ティセも付き合うよな？」

「私はお肉が苦手ですが、アップルパイくらいなら食べたいと思います」

　広大の方へ手を差し伸べるようにしてティセがそう答えた。

「じゃあティルも限定バーガー食べる～～！」

　好すき嫌きらいのないティルはすっかりその気だ。

「フィッシュバーガー以外なら付き合ってやってもいいわよ」

　魚類は観賞用と決めているティオも乗り気のようだ。

「それじゃ私もお付き合いしていいですか？　実は友達だけでバーガーショップに入るのも初めてなんです」

　そう言う静花にラヴィーは対たい抗こう意識を刺し激げきされたようだ。

「はははは、私などバーガーショップにはいるのは初めてだぞ！　どうだ、恐おそれ入いったか」

　しかし即そく座ざに答えたのはティセたち三姉妹であった。

「大変恐れ入りましたね」

「とても恐れ入ったね」

「恐れ入った事にしておいてやるわ」

「……お前たちなあ」

　うんざりとした様子のラヴィーに広大は言う。

「まぁとにかく入ろう。席も空いてるみたいだし」

　広大はティセたちやラヴィーをそう促うながす。

「私は別に……」

　余り乗り気ではなさそうな桜子に静花が言った。

「ちょっとくらいならいいんじゃないですか？　私も友達だけでバーガーショップに入った事がないんで楽しみです」

　静花にそう言われては桜子としても立たつ瀬せがない。一つため息をつくとバーガーショップに入る。

「あの……、お二人もご一緒にどうですか？」

　広大は後を振り返り黒服二人に声をかけた。

「いえ、私たちはその辺でうどんでもすすってますから」

「姫さまになにかありましたら、すぐに声をかけてください」

「そうですか」

　恐きよう縮しゆくしながらも広大はティセやラヴィーと共にバーガーショップに入った。




「それ小学生以下だけでしょ？　なんで高校生のあんたが貰もらえるのよ」

　限定バーガーについてきた人気キャラクターのマスコットを満足げに眺ながめているラヴィーに向かって桜子はそう言った。

「ふふふ、それが私の人徳というものだ。何も言わないでもちゃんとくれたぞ」

「私も貰えました」

「ティルも貰えたー！」

　ティセがマスコットを掲かかげるように見せながらそう言うと、すぐさまティルも続いて声を上げた。

「どうして私にはくれなかったのよ！　……まぁ別にそんなもの欲しくもないけど」

　憮ぶ然ぜんとした顔でチョコレートシェイクをすすりティオが言った。

「あ～～、こりゃ見た目で判断されたんだろうなぁ」

　広大は苦笑した。確かにティセ、ティル、そしてラヴィーは小学生と言われても通じてしまいそうだ。一方、肉体年ねん齢れいでは正しよう真しん正しよう銘めい小学生であるはずのティオは、逆に三人よりも年上、高校生以上に見える。

　自分が貰ったマスコットを見ていたティセは、むくれるティオに向かってさっとそれを差し出す。

「上げます」

「……え？」

　虚きよを突つかれたのだろう。ティオはチョコレートシェイクのストローを口から離はなしてぽかんとした顔でティセを見返すだけだ。

「お姉ちゃんはもう高校生なので、本来、これを貰う事は出来ません。でも貰ってしまったので、貰えないティオに上げます」

「別に欲しくないって言ってるでしょ」

　意地を張るティオに、横からティルが口を挟はさむ。

「あ～～、うらやましいなぁ。ティオがいらないなら、ティルが貰う～～！」

　そう言われてティオは少し慌てたようだ。

「なによ、二つも貰っても意味ないじゃないの。……し、仕方ないわね。どうしてもいらないというのなら引き取ってやらない事もないわよ」

「どうしてもいりません」

　ティセはそう言って、ティオの手にマスコットを握にぎらせた。

「な、なによ。可愛かわいくない人形ね……」

　憎にくまれ口ぐちを利ききながらもティオはどこか満足げであった。そんなティオにティセは上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせていた。

「おお、そうだ。父上やヴィーア、オードリーたちにも何か土産みやげを買っていくとするか。大空広大、どういうものがいいかちょっと相談にのってくれ」

　わざとらしくそう言うとラヴィーは広大の手を引いて立ち上がる。

「え？　でもそれだったら、ハンバーガーとかじゃなくてもう少し……」

「いいから来い！」

　ラヴィーはうむを言わさぬ口調で繰くり返すと、静花や桜子にも目配せする。

　またろくな事じゃないんだろうけど……。桜子はそう言いたげな表情を浮かべたが、静花と共にそっと席を立った。

　ラヴィーは広大を隣となりの店との間にあるパーティションの陰へ連れ込むと、静花と桜子が追いかけてくるのを待った。

「一体なにを……」

「いいからいいから」

　雰ふん囲い気きからしてさして重要な用件ではないと分かる。広大はうんざりしながらも静花と桜子を待った。

「今度は何を企たくらんでいるの？」

　ラヴィーに追いついた桜子は前置きなしにそう問とい詰める。

「うむ、いや実はな。以前から気になっていた事があるのだ」

「気になっていた事？」

　静花がラヴィーの視線を追ってみると、その先にはティセたち姉妹の姿がある。広大たちが席を離れた事を、まだ疑問には思っていないようだ。

「お前たち、興味がないか？　あの小動物姉妹が、普ふ段だんどういう会話をしているのか!?」

　好こう奇き心しんむき出しでそう言うラヴィーに、広大たちはぽかんとするばかりだ。

「どういう会話って、普ふ通つうの会話でしょ？」

　桜子が呆あきれた顔で答えるが、その程度で納なつ得とくするラヴィーではない。

「普通の会話と言っても、どういうのが普通だというのだ？」

「それは……」

　ラヴィーに突っ込まれた桜子は口ごもる。

「でも盗ぬすみ聞ぎきは良くないですよ」

　笑いながらそう言う静花だが、どうにも雰囲気からするとやはり興きよう味み津しん々しんのようだ。

「大体、私は以前から不思議に思っていたのだ」

　そう言うとラヴィーはパーティションの横にある造花の陰からティセたち姉妹へ視線を送る。

「一人ずつでもまともに会話が成立してるのかどうかすら怪しいのだ。あの珍ちん鳥ちよう、珍ちん犬、珍ちん猫びようの三姉妹が普段どういう会話をしているのか、疑問に思うのも当然だろう」

　ラヴィーのその言葉に広大、静花、そして桜子は無言で顔を見合わせる。広大たちの沈ちん黙もくに脈有りと見て取ったか、ラヴィーは振り返りとどめのひと言を放った。

「まぁ興味がないのなら仕方ないのだがな」

　そう言うとまた造花に身を隠してティセたちの監かん視しに戻った。広大と静花、そして桜子はきまりの悪い視線を交かわし合う。

　ばつの悪い笑えみを浮かべていた静花が、意外な事に一番最初にラヴィーの後に寄より添そい、ティセたちの観察を始めた。

「ちょっと静花さん？」

「えへへ、でもちょっと興味有りませんか？」

「う……」

　ぺろりと舌を出してそう言う静花に、尋ねた桜子はもちろん広大も返す言葉がない。

「それで……、どうします？」

　桜子は横目で広大を睨み付けながらそう尋ねた。

「それでもなにも……」

　頭を掻かきながらそう言う広大に桜子が噛かみつく。

「あなたはどうして、そういつもはっきりしないんですか!?　大体そんなだから……」

　何か言いかけて慌てて桜子は口をつぐむ。訝いぶかった広大が聞き返そうとした時だ。振り返ったラヴィーが唇くちびるに指を当てて言った。

「おい、静かにしろ。ばれてしまうではないか」

　どうやらすでに仲間にいれられているようだ。広大は覚かく悟ごを決めてラヴィーや静花と一緒に造花の陰に隠れた。桜子はどうしたものかと視線を巡めぐらせていたが、結局は広大たちに倣ならう。

「桜子さんも興味有るんじゃないんですか？」

「べ、別に……。ただちょっとその……」

「ちょっと、なんだ？」

　静花の指し摘てきに言葉を濁にごす桜子に、ラヴィーがにんまりと笑ってやり返す。

「だから……！」

「ほら、大声を出すと気付かれちゃうぞ」

「大空さん、すっかり乗り気ですね」

　呆れながらも桜子が視線を向けると、ティセはまだ自分の席で両手をぱたぱたさせている所だった。同じテーブルに着いていた妹二人のうち、ティルはもくもくとハンバーガーを平らげており、ティオはチョコレートシェイクを退たい屈くつそうにすすっている。
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「……さっきからずっとぱたぱたしていますね」

　静花が不思議そうな顔でそう言った。

「あ～～、あれは機き嫌げんがいいんだよ。機嫌が悪いとリズムが違ちがう」

「リズム？」

　尋ねる桜子に広大は答えた。

「うん、上機嫌の時はこう『ぱたぱたっ』って感じで、不ふ機き嫌げんな時は『ばたばた』ってちょっとこう乱暴なリズムで……」

「違いがわからん」

　広大の説明をラヴィーは一言の下に切って捨てた。

　とにもかくにも上機嫌でぱたぱたしていたティセだが、途と中ちゆうでぱたっと手を止めた。そしてそのままの姿勢でしばし硬こう直ちよく。そして左右を見回す。どうやらようやく広大たちがいない事に気付いたようだ。

　ばれたかな？　そう思った広大だが、ティセは何事もなく椅い子すに座すわり直なおし、ちょっと小首を傾かしげながらオレンジジュースを飲み始めた。

　広大たちがいない事を疑問には思っているようだが、すぐに帰ってくると考えたのだろう。

　おおよそオレンジジュースを飲み終えたティセだが、カップをテーブルに戻すと万ばん歳ざいでもするかのように、やにわにパッと両手を広げて掲げた。そしてその姿勢のまましばらく固まる。

「あ～～、あれは何か思いついたんだな」

「よく分かりますねえ」

　静花が感かん嘆たんする。

「しかしほんと、あの子は見ていて飽あきないわねえ」

　飽きないと言いつつ呆れ半分で桜子がそう言うとラヴィーも肯うなずいた。

「まさにバードウォッチングだな」

　両手をすとんと落とすと、ティセはまた椅子に座り直し、今度は片手を差さし伸のべるようないつもの仕草で、ティル、ティオに向かって言った。

「体育祭」

　前置きもなしに出し抜けにこれである。広大は思わず頭を抱かかえたくなるが、ティセの妹二人は何事もなかったかのように平然として姉に対応する。

「体育祭！」

「体育祭？」

　まるで飼い主から声をかけられた子犬、子こ猫ねこのようにティル、ティオは顔を上げた。何気ない仕草のはずだが、静花に桜子、そしてラヴィーは笑いを堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「そうです。体育祭です」

「体育祭なんだ」

「体育祭なのね」

「そうです。体育祭なのです」

　そう言うとティセは得意げに両手をぱたぱたさせる。

「ダダイズムの詩か」

　ある程度の想像は出来ていたが、想像を超こえる会話の進行に広大はそう言うしかない。

「今週末に私の学校で体育祭があるのです。ティルやティオも来てくれると、お姉ちゃんは大変うれしいです」

「行く行く行く～～！」

　即座にティルがそう答えた。

「行ってやってもいいわよ」

　ティオは少し考え、面めん倒どうくさそうに答える。

　ティセは二人の答えに満足したようで、また上機嫌で両手をぱたぱたさせ始めた。ティルはハンバーガーを一口かじってから、改めてティセに尋ねる。

「それで体育祭ってなにするの？」

「なによ、あんた知らないで行くって答えたの？」

　ティルが尋ねると横からティオが口を挟む。ティルもむきになってティオに言い返した。

「じゃあティオは体育祭で何をやるのか知ってるの!?」

「知るわけないでしょ。それに私は行くとは言ってないわよ。行ってやってもいいって答えただけ」

「駄だ目めです、いけません。ケンカは哀かなしくなります」

　ティセは二人の間に割ってはいると、両手をぱたぱたさせながら言った。

「体育祭とは具体的に走ったり滑すべったり転んだりするものです」

　そして得意げに両手をパッと広げてみせた。

「走ったり滑ったり転んだりするの！」

「走ったり滑ったり転んだりするのね？」

「はい、走ったり転んだり転んだりします」

「走ったり転んだり転んだりするんだね！」

「走ったり転んだり転んだりするのね？」

「はい、転んだり転んだり転んだりします」

「転んだり転んだり転んだりするんだね！」

「転んだり転んだり転んだりするのね？」

　ティセは一時、小首を傾げてから言った。

「恐ろしいですね」

「恐ろしいね」

「恐ろしいわね」

　造花の陰で様子を窺うかがっていた広大たちは、ティセたち三姉妹の珍ちん妙みような会話に、身をよじりながら笑いを堪えるのがやっとの有様だった。

　どうも途中で話がおかしくなった事に気付いたようだ。ティセは小首を傾げたままでしばし考え込んでから、激しく両手をばたばたさせながら慌あわてて訂てい正せいした。

「違います。間ま違ちがっています。体育祭とは具体的に楽しいものです」

「楽しいの？」

「はい」

「楽しいのね？」

「はい」

「じゃあティルも行く～～」

「私も行ってやらない事もないわ」

　その答えにティセは上機嫌で両手をぱたぱたさせた。

「……進んでるのか堂どう々どう巡めぐりしてるのか分からない会話ねえ」

　桜子がぼやくとラヴィーが混ぜっ返す。

「いや、盛大に堂々巡りしているだろう。あの会話は」

　ラヴィーのその言葉が聞こえたわけでもないだろうが、ティセはぴたっと両手パタパタをやめると、妹二人に手を差し伸べるようにして言った。

「体育祭は具体的に楽しいですよ。なにしろ丸いものを運んだり投げたり転がしたりします」

「丸いものを運んだり投げたり転がしたりするんだ！」

「丸いものを運んだり投げたり転がしたりするのね」

「はい、運びます、投げます、転がします」

　そして三姉妹はじっと見つめ合い、しばしの後おもむろにティセが口を開いた。

「素す晴ばらしいですね」

「素晴らしいね」

「素晴らしいわね」

　妹たちの反応にティセは満足げに何度か肯いてから続ける。

「体育祭とはこのように具体的に素晴らしいのですが、残念ながらドリルは必要とされません」

「それは残念だね」

「それは残念ね」

「はい、とても残念だと思います。しかしドリルがなくても体育祭は具体的に楽しい催もよおし物ものです」

　両手をぱたぱたさせるティセに、ハンバーガーを食べ終えたティルが言った。

「体育祭って何か運動会に似てるね」

「似てるわね」

　珍めずらしくティオがティルに同意する。その時、我が慢まんしきれなくなったラヴィーが造花の陰かげから飛び出す。

「似てるもなにも、同じような物だろうが!!　この小動物姉妹!!」

　ラヴィーが隠かくれていた事自体には、ティセはあまり関心を寄せなかったようだ。パッと両手を広げてからティセはラヴィーに向かって言った。

「体育祭と運動会は同じような物ですか？」

「同じような物だろうが」

　ラヴィーがそう答えると、ティセは妹たちに向き直ると言った。

「大変です。ティル、ティオ。体育祭と運動会は同じような物だそうです」

「それは大変だね」

「それは大変ね」

　大変な事を確かく認にんし合うと、ティセたち三姉妹は顔を見合わせて何度も肯き合った。

「お前たちなあ……」

　ラヴィーは呆れていいのか、笑っていいのか、とにもかくにも果てしない脱だつ力りよく感を味わっているようである。

「と、とにかくちゃんと会話が成立してるのは分かりましたね」

　笑いを堪えながら静花がそう言うと、桜子もあきれ顔で肯く。

「うん、あんまり私たちが立ち入っていい世界じゃないかも知れないけどね」

「まぁ、これでラヴィーの気も済んだだろう」

　そういう広大も笑いをかみ殺すのがやっとだ。

「それはそうと大空さん、いまティセが言ってましたけど、体育祭なんですか？」

　振ふり返かえると静花は広大に向かってそう尋たずねた。

「うん、まぁそうだけど」

　そう答える広大に向かって、静花は姿勢を正して言った。

「あの、ティルも行きたいようですし、私もご一緒に伺ってもよろしいでしょうか？」

「……は？」

　一時、広大は静花が何を言ったのかよく理解できなかったようで、きょとんとした顔をしているだけだ。そんな広大に向かって静花は繰り返し言った。

「ですから、ティルと一緒にしょうぶ沼ぬま高校の体育祭に行ってもいいでしょうか？」

「ええと、まぁいいんじゃないの？　家族の見学はＯＫだし、ティセの妹と友達という事なら問題ないと思うけど……。なぁ、桜子ちゃん」

「なんで私に聞くんですか？」

　尋ねた広大に桜子は間かん髪はつを入れずにそう答え、ぷいとそっぽを向く。

「あ、いやだからさ。ほら、同じ学校の後こう輩はいとして……」

　思わぬ桜子の反応に、狼狽うろたえる広大に救いの手を差し伸べるように、ポケットの中の携けい帯たい電話が振しん動どうを始めた。

「あ、ちょっと携帯に何か……」

　ホッとして携帯を取り出した広大だが、液えき晶しよう画面に表示された名前と番号に首を傾げた。相手は恵子かアイシャと思っていたのだ。そろそろ祖父の使者との話し合いも終わる頃ころ、連れん絡らくしてきてもおかしくない。しかし広大に連絡をしてきたのはアーネチカ。それもＵＮｂＡＲ絡がらみの連絡をする時にしか利用しない番号からだ。

「どうかしたんですか？」

　広大の表情の変化を見て取ったか、桜子が歩み寄り携帯を覗のぞき込む。

「いや、あーちゃん先生からだけど……」

　広大はそう答えながら携帯に出た。

「どうかしたんですか？」

「あーちょっと困った事になったのさ。みんな集めて事情を説明したいんだけど……」

　アーネチカにはしては珍しく、言葉を慎しん重ちように選びながら切り出した。

「ええ、いいですけど。いま買い物の途中で、偶ぐう然ぜん、静花ちゃんや桜子ちゃんとも一緒になったもんで、すぐ近くにいるし」

「なんだ、隅すみに置けないさね」

「偶然ですってば！」

　広大は思わずそう言い返したが、アーネチカはすぐに真しん剣けんな口調に戻もどると続けた。

「偶然なら丁度良かったのさ。ちょっと司令室の方へ寄ってくれないかな。急ぎの用件なのさね。詳くわしい事はそちらで話すから」

「はぁ……、分かりました」

「恵子ちゃんにはこっちから連絡するさね。それじゃよろしく」

　広大が答えるとアーネチカは携帯を切った。

「なにか緊きん急きゆう事態らしい。分室に来てくれって」

　ティセたちも何事かと広大の所へ歩み寄ってきた所だ。広大はみんなを見回して言った。

「それでは急ぎましょう」

　ティセは広大へと手を差し伸べるようにしてそう言った。
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《ＰＨＡＳＥ―０８：０２　大群～Swarm～》







　なにしろ週末にちょっと遠出という雰囲気で、はるか彼方かなたの局所銀河団へ往復することもあるのだ。太平洋や北氷洋を横断する事くらい慣れっこになってしまっている。それでもＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に到とう着ちやくするなり、アーネチカからすぐに南太平洋にあるメガラニカ諸島共和国のＵＮｂＡＲ本部へ向かうと言われた時は、さすがの広こう大だいたちも驚おどろきを隠せなかった。

　祖父が送って来た使者との話し合いが済んだ恵けい子こが到着するのを待ち、広大たちはアンリが契けい約やくしている『ステディレクブレイション』でＵＮｂＡＲ本部へ飛んだのだ。

　到着した広大たちをＵＮｂＡＲのダキラ議長本人、そしてイモータルヌーンが迎むかえた。この時点で何か大変な、それも余り有り難がたくない出来事が起きていると広大は感じていた。

　通されたのはＵＮｂＡＲ本部地下にある広い情報管制室。その四方にある巨きよ大だいなモニターには、全宇宙に散らばっている無数のｂｉｏビオクラフトから提供されている情報が表示されていた。

　ここに入るまで何度もボディチェックを受けており、また通路やエレベーターの構造から察しても、厳重なセキュリティが施ほどこしてあるのは確実だ。本部までは同行していたラヴィーだが、まだ正式にＵＮｂＡＲガードのメンバーになっていない事もあり、上の階層で待機している。かなりぷりぷり怒おこっていたものの、それでもラヴィー自身も状じよう況きようは弁わきまえているようで、付いてきたいと駄だ々だをこねる事はなかった。

「……あ、それでさ」

　案内された席に着いた広大は、横に座った恵子にそう話しかける。恵子がアイシャと一緒にやってきたのは『ステディレクブレイション』が北ほく綾りようグラウンドの地下にある特別分室を出る直前。場合によってはアイシャのｂｉｏクラフト形態で後から追いかけるという話も出たくらい、ぎりぎりのタイミングで駆かけ込んできたのだ。

　ｂｉｏクラフトの速度ならば東京から南太平洋のメガラニカ諸島共和国まではほんの数分。広大が恵子と話す暇いとまもなく到着してしまったのだ。

　そしてその後はイモータルヌーンとダキラ議長の出で迎むかえを受け、地下の情報管制室へ通された。ようやく一息ついて恵子に話す余よ裕ゆうが出来たのである。

　広大に話しかけられてもすぐには恵子は答えなかった。情報管制室の四方を取り囲むモニターをぼんやりと見つめているだけ。

「あの、恵子。広大が何かお話があるようですよ」

　広大とは反対側に座っているアイシャが隣の恵子にそう話しかける。そこで恵子はようやく我に返ったようだ。

「え？　なになに？」

　あわてて広大とアイシャを交こう互ごに見てそう尋ねる。

「ですから、広大が何かお話があるようです」

「なに、どうしたの？」

　あっけらかんとして広大へ向ける恵子の表情はいつも同じ。特に何か悩なやみ事ごとがあるようには見えない。しかしそれが見せかけだけなのは広大も承知している。さもなくば恵子がここまでぼんやりとしているはずがない。

「お爺じいさんの件どうなったんだ？」

　少し声を潜ひそめてそう尋ねた。

「え？　どうって事もないわよ。アメリカなんかに行くつもりはないし、今日も丁てい重ちように断りを入れただけ。別に広大が気に病やむ事なんてないって！」

　そう言うと恵子は広大の肩かたを勢いよくぽんと叩たたく。

「うん、まぁそれなら別にいいんだけど……」

　そう答えながら広大は恵子の肩ごしにアイシャへと目をやる。アイシャは心配そうに恵子を見てから、広大へ視線を向ける。そしてそのまま肯く事も首を振る事もしない。

　恵子の言葉を否定も肯こう定ていもしない。広大はアイシャの視線をそう受け取った。アイシャは最後まで話し合いには参加させてもらえなかったようだし、あまり詳しい事情は知らないのだろう。

「まぁそれならいいじゃないか」

　対面の席に座ったアンリはそう言うと、四方のモニターへ視線を巡らせる。

「それよりも見てみろ、広大。なんか妙みような事になってるみたいだぜ」

「妙な事？」

　アンリだけではない。情報管制室に入るなり、モニターをざっと確認するや、アーネチカは血相を変えてイモータルヌーンの元へ駆け寄り、何やら真剣な調子で話を始めていたのだ。その横ではダキラ議長が時折アーネチカをなだめるように言葉をかけ、ヒュージンがにやにやとした笑みを浮うかべ事の成り行きを見守っていた。

　ヒュージンはともかく、アーネチカの態度はただごとではない。しかしアーネチカとイモータルヌーン、ダキラ議長の会話は英語で行われており、かなり早口のうえ専門用語が飛とび交っているので、広大としても内容の全すべてを聞き取る事は出来ない。

　一ひと際きわ大きなモニターの中央に写っている小さな光の染しみ。よくよく観察してみると、それはどうやら銀河系のようだ。その周囲に無数の光点がまるで靄もやのように広がっている。アーネチカやアンリは、どうやらそのモニターに映る情報に何か剣けん呑のんなものを感じたようなのだ。

「アンリ、あーちゃんが何を言ってるのか分かるか？」

「まぁ……、ちょっとヤバい事態らしいな」

　厳しい表情でアンリがそう答えた時だ。話が終わったのかアーネチカが自分の席に着いた。

「今日は急にお呼び立てしてしまい申し訳ありません」

　イモータルヌーンは日本語でそう言った。

「余り時間を割さいていただくわけにもいきません。単刀直入に言いましょう。現在、メリグナントクラフトの大群がこの局所銀河団に侵しん入にゆう。この銀河系、いいえ太陽系を目指して移動中です」

　その言葉に広大たちは顔を見合わせる。

「かなりの規模を持つメリグナントクラフトの大群を、この局所銀河団外がい縁えんで目もく撃げきしたというｂｉｏクラフトの報告が相次いでいます。明らかにこれまでのメリグナントクラフトの行動とは異なると見てよいでしょう」

「例の……、サウザンドメイズィスの手下か？」

　アンリはロリポップキャンデーを舐なめながらそう尋ねた。

「確認は出来ていませんが、今のところ超ちよう大おお型がたのメリグナントクラフトは確認できていません。ｂｉｏクラフトで言うところの、市民プレビシヤンクラスだけのようです」

「そうか」

　イモータルヌーンのその返答に、兄きよう妹だいを代表して参加していたノワがほっとしたような表情でそうつぶやく。アンリはそんなノワを横目で睨にらみ付つけてからさらに尋ねた。

「しかしそれだけじゃあ、接近中の大群がサウザンドメイズィスと関係ないとは言い切れないだろう？」

「接近中のメリグナントクラフトの大群は、恐おそらく彼かれら本来の目的の為ために行動していると思われます」

　イモータルヌーンの言葉に、ノワが身を乗り出だして付け加えた。

「つまり文明の破は壊かいという事ですか」

　ノワのその言葉にアンリが即そく座ざに反応する。

「お前がいうか！」

「お前たちを見て私は疑問を抱いだき始めた」

　アンリを見返しながらノワは言う。

「なぜメリグナントクラフトは文明を破壊しなければならないのか。そしてなぜｂｉｏクラフトは文明を守らなければならないのか。推測だがグリーンデイブレイク殿でん下かも同じような疑問を持ったのではないかとも思う」

「勝手に疑問に思っていろ！」

　そう吐はき捨すてたものの、アンリも今のノワの言葉には何か思う所があったようだ。口をつぐんで考え込む。

「先日、サウザンドメイズィスがメリグナントクラフトで地球を襲おそわせたのは破壊する為ではないでしょう。ある確証を得る為。そしてその確証は得られたはず」

「月が動いたのがその確証ですか」

　広大がそう言うと、桜さくら子こが口を挟はさんだ。

「それで、私たちはまだ誰だれが月を動かしたのか聞いていないわ。あなたがやったのかしら、イモータルヌーン？」

「いいえ、違うわ」

　答えは思わぬ所からあった。桜子の隣となりに座っていたティオがそう答えたのだ。

「ティラも……、イモータルヌーンも確証が欲ほしかったのよ。その点ではこいつがやろうとしていた事は、あのサウザンドメイズィスとは変わりないわよ。地球を危機にさらしてまでも、その確証を得たかっただけ」

　ティオのそう言っている間、広大の横に座っていたティセは、イモータルヌーンの方へ身を乗り出すようにして、激しく両手をぱたぱたさせている。

「それで、どんな確証が得られたんですか？」

　尋ねる静しず花かにイモータルヌーンは答えた。

「ここは『ワンダフルプレイス』。つまり素晴らしい場所。全てのｂｉｏクラフトが帰ると約束された場所。サウザンドメイズィスが調整者を気取るなら、ここが『ワンダフルプレイス』である事を認めるわけにはいかないはず」

「だから地球を破壊するとでも？　でも今、地球へ向かっているメリグナントクラフトは、サウザンドメイズィスとは関係ないって……」

　広大の言葉を遮さえぎってアンリが口を挟む。

「おい、待て。『ワンダフルプレイス』とやらは、一体何なんだ？　まだその答えを聞いてないぞ」

　そんなアンリにイモータルヌーンは薄うすく笑いながら答えた。

「それはまたいずれ」

　ぞくりとする殺気と威い圧あつ感。さしものアンリも気け押おされるが、それでもひと言食い下がるのは忘れなかった。

「ひょっとして月がｂｉｏクラフトとかいうんじゃないだろうな？」

「それはありません。ありませんが良い線だとは思いますよ」

　今しがたの威圧感はどこへやら。今度はにっこりと温和な笑みを浮かべてイモータルヌーンはそう答えた。

　くそ、手玉に取りやがって……！　そう思ったアンリだが、これ以上、イモータルヌーンから言げん質ちを引き出せそうにない。舌打ちをしながらも、結局は引き下がらざるを得なかった。

「え～～と、それじゃ俺おれの話の続きでいいですか？　今回のメリグナントクラフトの大群は、サウザンドメイズィスとは無関係。ただ本来の目的に従って地球を破壊しようと接近してくると思っていいんですね」

「直接の関係は無いと思われます。おそらくサウザンドメイズィスにとって、現段階で自分の指揮下に入ってないメリグナントクラフトは不要になったのでしょう。ｂｉｏクラフトと手を組んだメリグナントクラフトは、かつての同どう胞ほうの敵になる」

「だとよ」

　アンリがそう水を向けるが、ノワは腕うでを組んで黙だまり込んだままだ。そんな二人に構わずイモータルヌーンは続けた。

「つまりサウザンドメイズィスは、周辺空域にいるメリグナントクラフトが邪じや魔まになったのです。グリーンデイブレイクをどう誤ご魔ま化かしたのか分かりませんが、サウザンドメイズィスの本来の目的は、私たちの手で邪魔なメリグナントクラフトを一いつ掃そうさせること」

「つまり掃そう除じ役を押おしつけられた訳ね」

　桜子がそう言う。

「でもさ、どうするさね。イモータルヌーン。向こうの目もく論ろ見みに乗ってやる必要もないけど、放っておく訳にもいかないさね」

　アーネチカがそう言うと、アンリが面倒くさそうに口を挟む。

「月が動いたんだ。今度は木星か土星でも動かしてぶつけるんじゃねえの？　月を動かした誰かさんがよ」

「惑わく星せいの一つや二つ、いえ恒こう星せいを一つ二つぶつけてもどうとなる相手ではありません。なにしろ数が多い」

　イモータルヌーンはそう言うと、頭を巡らせて一際大きなモニターへと視線を向ける。先さき程ほどアンリが見ていたものだ。

「メリグナントクラフトはおおざっぱに分けて二手に分かれて太陽系に向かっています。二つの大群はさらに数千の群からなっております」

「数千の群と言いますけど、その群一つにはどれくらいのメリグナントクラフトがいるんですか？」

　広大のもっともな疑問にイモータルヌーンはにっこりと笑って答える。

「たくさんです」

「たくさんですね」

　妙な事にティセがイモータルヌーンのその答えに反応して、手を差し伸べるようにしてそう言った。

「たくさんです」

　そう繰くり返したイモータルヌーンにティセは両手を激しくばたばたさせてから、妹たちに向かって言った。

「たくさんだそうですよ」

「たくさんなんだね」

「たくさんなのね」

　ティセに話を向けられてティル、ティオもそう答えた。

「大変な事になりましたね」

「大変な事になったね」

「大変な事になったわね」

　そして姉妹の意見をまとめるようにイモータルヌーンことティラが言う。

「そうです。大変な事になりました」

　なんだかんだ言ってもやっぱり姉妹だな。妙なところで広大は妙な事に感心する。

「いや……、たくさんじゃ分かんねえんだけど。具体的な数が分からない事には、対策の取りようがねえだろう」

　そうぼやくアンリにノワが口を開く。

「一いち概がいには言えないが、状況から察して一つの群は数千から数万単位というところだろうか。二つの大群を合せても億にはいくまい」

「億にはいくまいって……。それだけでも充じゆう分ぶんに多いって！」

「先程言いましたように、グリーンデイブレイクのような超大型のメリグナントクラフトは確認されていません。しかしそれだけに対策が難しくなります」

「一頭の暴れ馬より、蚊かの大群の方がやっかいって事か」

　アンリの言葉にイモータルヌーンは肯く。

「群が一つ二つ、地球へ到とう達たつしても甚じん大だいな被ひ害がいが生じる可能性があります。すべてを叩きつぶそうにも、向こうの数が多い以上、こちらが如い何かなる包ほう囲い網もうを敷しいてもそれをかいくぐって来るのはいるでしょう」

「それもそうさねえ。こうなると妖よう星せいゴラスみたく、地球を動かすくらいしか……」

「ぴんぽ～ん♡」

　アーネチカが何気なくぼやいた言葉に、イモータルヌーンは喜色満面でそう言った。あまりにも唐とう突とつで空気を読んでないその言葉に情報管制室全体が静まりかえった。

　日本語が分からない為、これまで沈ちん黙もくを守っていたダキラ議長が、イモータルヌーンに向かって英語でそっと囁ささやく。

「また外したようね」

「ええと、まぁ……」

　ばつの悪い顔で一つ咳せき払ばらいをしてから、イモータルヌーンは真顔に戻って続けた。

「地球と月を動かします。その間、太陽系内の惑わく星せい軌き道どうは私がｂｉｏクラフト形態になり、重力グラヴイテイ合波シンセサイズシステムで安定させておきます」

「ちょっと待ってください。地球を動かすって……」

　思わず椅い子すから立ち上がりかける広大に構わず、イモータルヌーンはティセの方へ向き直ると言った。

「地球と月を運ぶのは、あなたが適任かと思いますが。やってくれますか、ティセ？」

　ティセは小首をしばし傾げてから、激しく両手をばたばたさせる。明確に口へは出してないが、どうやら不満があるようだ。イモータルヌーンはそんなティセに苦く笑しようを漏もらすと言った。

「確かに戦せん闘とう力りよくは姉妹の中であなたが一番です。そしてｂｉｏクラフト形態での内部容量もあなたが一番。地球人に知られず、内部に地球と月を収納するには、スペースにかなりの余裕がなければなりません」

「発表はしないんですか？」

　広大の問いにイモータルヌーンは肯く。

「ええ。今起きてる出来事は、一いつ般ぱん的てきな地球人の理解を超えているでしょう。うかつに発表すれば逆にパニックを引き起こしかねません」

　確かにイモータルヌーンの言う事も一理ある。しかしその一方で広大は思っていた。

　ｂｉｏクラフトが当たり前のように語る発想のスケールに、地球人はまったくついて行けていない。それこそ親おや父じの言っていた地球人とｂｉｏクラフトは共存できないという証明ではないか。

「地球と月は銀河系間に避ひ難なんさせます。その間、メリグナントクラフトは……」

「俺たちが始末すればいいんだな？」

　そう言うアンリに、イモータルヌーンは微ほほ笑えみと共に答えた。

「もちろん、それもお願いいたします。ですが、今回は数が多すぎますので……」

　そしてイモータルヌーンは頭を巡めぐらせて、ティルとティオへ視線を向ける。

「ティル、ティオ。あなた方二人に、まず二つの大群に対して貰もらいます」

「え、あの……。私とティオがですが？」

　突とつ然ぜん、そう話を振られて静花が当とう惑わくの表情を浮かべる。しかし驚いたのは静花だけではなかった。ティオもまた驚いたようにイモータルヌーンを見返す。

「私……？　それだけの大群を相手にするって、当然……」

「ジャッジメントモードになりますね」

　イモータルヌーンのその言葉に、ティオは驚きの表情と共に座すわっていた椅子から腰こしを浮かしかけた。しかし桜子をはじめとした周囲からの訝いぶかしげな視線に気付き、あわてて椅子に座り直す。そして銀色の髪かみをわざとらしくかき上げてから、余裕を持った風を装よそおいイモータルヌーンへと言った。

「いいの、そんな事を言って。後こう悔かいしても知らないわよ」

　からかうような口調だが、それが精せい一いつ杯ぱいの強がりだというのは、ティオ本人以外にはありありと分かる。横に座っていた桜子など、呆あきれた顔で頭を掻かいてる程ほどだ。

「今のあなたにそんな事をする度胸などないでしょう」

「……なッ！」

　挑ちよう発はつめいたイモータルヌーンの言葉に、ティオはまた椅子から腰を上げかけた。それを制したのは桜子だった。

「止めておきなさい。お姉さんの方が上手よ」

「桜子まで……！」

　一時、桜子へ向けられたティオの視線は、次にティセへと向かう。ティセはティオの金色の瞳ひとみをじっと見つめ返したが、やがて勢いよくパッと両手を掲かかげてみせた。そしてそのまましばし制止。

　隣の広大はもちろん、その場にいる地球人の誰もがティセのその仕草の意味を理解できなかった。しかし姉妹たちは理解できたようだ。イモータルヌーンは苦笑を浮かべ、ティルも笑えみを洩もらす。そしてティオも不承不承ながらも椅子に腰を下ろした。

　それを見たティセはようやく両手を降ろして満足げに何度か肯いてみせた。

「……え、いまなにがあったの？」

　相変わらずぼんやりしていた恵子が尋ねるが、聞かれた広大の方も首を傾かしげるだけだ。

「いや、俺も何が何やら……」

　そんな光景にイモータルヌーンは微笑みを浮かべる。

「ティセが信用しているのなら大だい丈じよう夫ぶでしょうね」

　そんなイモータルヌーンの言葉にティオはぷいと横を向く。

「でも大だい丈じよう夫ぶかしら。私……」

　思い出したように、静花が不安げな顔でそうつぶやく。そんな静花を励はげますようにティルが言った。

「大丈夫だよ、ティルと一いつ緒しよに頑がん張ばろう！」

「よし、じゃあ二人が撃うち洩らした奴やつらを、俺や他ほかのｂｉｏクラフトで処分するというわけだな。で、こいつらはどうする？」

　アンリはノワを指さしてイモータルヌーンに尋ねた。しかしイモータルヌーンが答える前にノワの方から口を開く。

「いや、今回は遠えん慮りよさせていただこう。曲がりなりにも同胞だ。一方的に討うつには忍しのびない。しかし地球人の居住圏けんを守ろうとする行動については、特に異論はない」

　そして最後にひと言、ノワは付け加えた。

「私も『ワンダフルプレイス』というものには興味がある」

「いいでしょう」

　不満げな顔のアンリに構わずイモータルヌーンはそう答えた。

「『スプレンディッドペンデュラム』もＵＮｂＡＲガードとして参加できるよう、こちらの手続きを急ぎます。そして決行日ですが……」

　そこでティセが両手をぱたぱたさせながら言った。

「週末は体育祭です」

　怪け訝げんな顔を向けるイモータルヌーンに向かってティセは繰り返した。

「日曜日は体育祭なのです。体育祭です。ティルやティオ、静花や桜子も来ます。みんな楽しみにしています」

「私は別に……」

　ティオは少し拗すねた様子でそう言った。

「そう」

　少し考えてからイモータルヌーンは答えた。

「それではその前に済ませてしまいましょう。日曜日にはあなた方が体育祭に参加できると思うわ」

　ティセは機き嫌げん良よく両手をぱたぱたさせたものの、すぐに小首を傾げてみせる。

「あの……」

　イモータルヌーンに向かって手を差さし伸のべるようにしてそう言うが、ティセにしては珍めずらしく後の言葉を濁にごしてしまう。

「他に何か？」

　イモータルヌーンのその返答に、ティセは力なく手を下ろす。特に問題はないと考えたイモータルヌーンは具体的な配置計画や、他に参加予定のＵＮｂＡＲガードについての説明を始めた。

　そんな姉の姿を見つめていたティセだが、その表情はいつにもまして読めない。

　ひょっとして、イモータルヌーンにも体育祭に来て欲しかったのかな。そう考えた広大が声をかけようとした時だ。ティセは眉まゆをひそめると、イモータルヌーンの方へ身を乗り出すようにして、激しく両手をばたばたさせている。どうやら不満を表現しているようだ。イモータルヌーンはそんなティセに気付かぬふりをしているが、唇くちびるの端はしでは笑いを堪こらえているようにも見えた。

　まぁこれなら大丈夫か。広大は呆れながらも椅子に座り直す。

「……まさか地球の運命にうちの学校の体育祭の日程が絡からんでるなんて。誰も思わないでしょうねえ」

　広大の横に座っている恵子がそう言って笑う。

　恵子の方もこれなら大丈夫かな？　そう考える広大の視線に気付いたのか、少し不安げではあるが、アイシャも恵子の肩ごしに肯うなずいてみせた。




「随ずい分ぶんと遠くまできたもんだねえ」

　内うち山やま田だは立体映像を見つめながらそう言った。

「サウザンドメイズィスが周辺空域にいるメリグナントクラフトを銀河系に呼び寄せた。そいつらに見つかると面めん倒どうだからな。迂う回かいせざるを得なかった」

「あぁ、そういえばそうだったな」

　サスペンデッドレインの言葉に内山田は肯く。

「それで、例の……。『グレイテストソリチュード』には予定通りにつくのかい？」

「すでに銀河間に出ている。障害もないからこのまま直行できる。私はそれほど足が速いわけではないが、予定通りには到着できるはずだ」

「炉ろ座銀河団か……。地球から六五〇〇万光年。あんな小さな銀河団にｂｉｏクラフトの賢けん者じやと呼ばれるキング級が眠ねむっているとはね」

「君たちがキングと呼ぶ高位の貴族パトリシヤン同士ではないと、『グレイテストソリチュード』の眠りを覚ます事はできない。眠っている場所を知っているのも、キングだけだ。私も知らなかった」

「疑問に思っていた」

　内山田はｂｉｏクラフト形態のキャビンに標準装備されているカウチに腰をかけると言った。

「君たちｂｉｏクラフトは、一般的な情報を共有しているようだ。どこかにデータベースがあるはず。恐らくそれは人類が接せつ触しよくした事のないキング級ｂｉｏクラフトではないかとは考えていたのだけどね」

「その推測は当たっている。『グレイテストソリチュード』は眠っているとはいえ、すべてのｂｉｏクラフトとリンクして情報を集めて記き憶おくしている。そして我々は必要な情報だけ、『グレイテストソリチュード』から引き出しているのだ」

「なるほど、まぁそこまではいいとしよう……」

　内山田は少し考えてから、傍かたわらに立つサスペンデッドレインへと視線を送る。

「君たちｂｉｏクラフトは、何十億年という昔から存在を続けているはずなのに、それぞれが古い記憶を持っていないというのは、その『グレイテストソリチュード』がバックアップしているとみていいのかな？」
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「ｂｉｏクラフト個別の記憶はともかく、全体としての記録は残していると思われる」

「なるほど。そうなると『グレイテストソリチュード』は、永遠に記憶を続け、存在していかなければならない君たちにとって、もっとも重要な仲間というわけだ」

「否定はしない」

　サスペンデッドレインは素っ気なくそう答えてから続けた。

「王おう司じ。君を同行させたのはサウザンドメイズィスの手の者に襲われた時の用心もある。しかしアブソリュートガーデンが君を同行させるよう指示したのは、地球人である王司が持つ疑問を『グレイテストソリチュード』にぶつけて欲しいからだ」

「それは当然、分かってるよ」

　内山田は答える。

「もちろん、僕ぼくもそれが理由で君たちに接触した。主任には主任の思おも惑わくがあったようだけど……、まぁ結果的には利用させて貰った事になるのかな」

　サウザンドメイズィスはそう答えた内山田を無言で見つめていたが、やがて接続シートの方へ向かう。

「あ……、そうか。ちょうど今週末だったな」

　内山田のそのつぶやきにサスペンデッドレインは振ふり返かえる。その気配を察した内山田は肩ごしに声をかけた。

「いや、なんでもない。ひとり言だ、ひとり言……」

　そう言う内山田の手には携けい帯たい電話が握にぎられている。地球からすでに数十万光年。携帯電話が繋つながるはずもない。

　サスペンデッドレインは携帯の液えき晶しよう画面にカレンダーが表示されているのを見て取った。

「大丈夫かな、あいつら……」

　内山田は自分でも気付かぬうちにそうつぶやいていた。
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《ＰＨＡＳＥ―０８：０３　迎撃～Interception～》







「オペレーションビッグバード」

　接続シートに着いたティセはしばし両手をぱたぱたさせてから言った。

「大きな鳥」

　うんうんと何度か肯き、ティセは広こう大だいの方へ振り返る。

「何となく素す晴ばらしい名めい称しようのような気がします」

「そうかなあ」

　広大は長ちよう剣けん型になったジャッジメントモードのサテライトを肩に置き首を傾げる。『オペレーションビッグバード』とは、メリグナントクラフトの襲しゆう来らいに備えて地球と月を移動させる作戦の事。広大たちがＵＮｂＡＲ本部に招かれてから数日で、早くも決行となったのである。今まさに『オペレーションビッグバード』が行われてる最中なのだ。

「あーちゃん司令が付けたんだから、きっと元ネタは特とく撮さつ関係なんだろうけど」

　そんな広大にティセは小首を傾げて尋たずねた。

「なぜ広大はそちらを向いていますか？」

「いやぁ……」

　広大は広所恐きよう怖ふ症しよう。広いところが恐こわいのである。これは広大自身の意思ではどうにもならない。他になにか意識が集中していたり、強い刺し激げきが有れば、気が紛まぎれるのだが、あいにくと今はそんな余よ裕ゆうはない。

「見てください」

　ティセは接続シートの正面を見上げながら言った。

「素晴らしいですね」

　おそるおそる広大は肩ごしにその光景を見る。そこには広大でなくとも、我わが目を疑い、そして恐れおののきかねない光景が広がっていた。

　一面に広がる凪ないだ海。よく見るとそれはただの海ではない事が分かる。水平線がないのだ。海は見み渡わたす限りはるか彼方かなたまで延々と続き、そして靄に霞かすんで見えなくなっている。天に浮かぶのは薄く棚たな引びく雲。その更さらに上空に見えるもの。それは碧あおい惑星と白い衛星。地球と月である。

　その姿が幻げん影えいや映像ではないのは、棚引く雲や海面に巨大な影かげを落としている事でも分かる。巨大と言ってもその影を落としている地球と月がすっぽり収まっているのだ。この空間は地球の数十、いや数百倍の容積を持つことになる。

　ｂｉｏビオクラフト『グロリアスドーン』ジャッジメントモード。地球と月はその内部に収容されている。地球に住む多くの人々はそれを知らない。地球上から空を見上げれば、いつも同じような空が、月が星が見えるはずだ。

　広所恐怖症の広大には難しい事だが、海の上に浮かぶ地球と月をよくよく観察してみれば、ハーフミラーのような球体が周囲を包つつみ込んでいる事が分かるはずだ。地球から見える、そして様々な手段で観測できる宇宙の様子は、そのハーフミラーのような球体の内側に映し出されているもの。そして太陽の代わりに、ジャッジメントモードになった『グロリアスドーン』内部にある恒星の光を変調して、地球と月を照らし出している。

　重力的にも『グロリアスドーン』内部にある、重力グラヴイテイ合波シンセサイズシステムにより安定を保っている。南極方向にある海に落ちてしまう事はない。

　しかし異様な光景だ。

　肩かたごしに見える地球と月に広大は思う。すでに地球を外から見る事にはなれていたつもりだ。広所恐怖症だけはどうにもならないが、地球とその周囲だけを見るだけなら出来る。ただそれは言うまでもなく、宇宙の闇やみの中に浮かび上あがる地球の姿。

　碧い海の上に浮かぶ地球と月など見た事がない。一見ファンタスティックな光景だが、海の上に浮かぶ地球に、四十億人以上の人間が住んでいるという事実を考えると、背筋が震ふるえる。

　それはまさに原初的な畏い敬けいの念といった方が適当だろう。

　例えるならエレベーターに迷い込んだ虫だ。

　広大はそんな連想をしていた。エレベーターに迷い込み、扉とびらが閉まると虫はもう外へは出られない。虫はエレベーターがどういうものなのか、どこへ移動しているのかは知らない。たまたま入ってきたのと同じ階にエレベーターが止まった時、開いた扉から外へ出られればもとの世界へ戻もどれる。その一方でまるで違ちがう世界へ放ほうり出される可能性もあるのだ。

　決めるのはエレベーターのボタンを押す人間。虫にはその意思に介かい入にゆうする余地などない。そんな事を思いつこうはずもない。

　しかし広大は虫ではない。人間だ。そしてその光景を己おのれの目で見る事が出来る。だからこそわき上がる感情もある。

　そこに確かに存在する、だが理解を絶したものに対する感情。望みあるいは抗あらがっても、敵かなわず届かぬ存在への感情なのだ。

　広大はすがるように接続シートのティセへと目を向ける。ジャッジメントモードになると、接続シートは神しん殿でんを思わせる柱に囲まれた空間の真ん中に配置される。そこに座り海の上に浮かぶ地球を見上げるティセは、近寄りがたく声もかけにくい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　ティセは自分に向けられた視線に気付いたようだ。パッと両手を広げてから広大の方へ頭を向ける。

「どうかしましたか？」

　いつも通りのユニークなティセの仕草に広大はホッといやされる。

「いや、なんでもない」

　広大が笑ってそう答えると、ティセもそれに応こたえてリズミカルに両手をぱたぱたさせた。

　ぴたりと手を止めると、ティセは再び地球を見上げる。

「広大は恐ろしいですか？」

　出し抜ぬけにティセは広大の心理を突ついてきた。

「恐ろしいって……」

　返す言葉に迷う広大に、ティセは地球を見上げたままで続けた。

「自分のたちの故郷である惑星を、そのまま内部に収容できる。そんなｂｉｏクラフトが恐ろしいと思いますか？」

　しばしの沈黙の後、広大は答える。

「……いや」

　嘘うそではない。虚きよ勢せいを張っているわけでもない。身み震ぶるいはするが、やはりそこにあるのは恐きよう怖ふではないのだ。それは分かっている。

「うまく言えないけど……。恐ろしいという感情とは少し違う。ただなんていうのかな……。やるせないというか、どうにもならない絶望感というものなのかも知れない」

「そうですか……」

　ティセは目ま蓋ぶたを閉じ、何かに思いを巡らせているようであった。

「私たちと同じですね」

　出し抜けにそう言う。

「私たちも同じ事を感じます」

　宇宙はｂｉｏクラフトですら絶望するほどに広く、そして時間は悠ゆう久きゆうに流れる。広大は前にもティセがそんな事を言っていたのを思いだしていた。

「そうか……」

　少し安あん堵どしたように広大はそう答えた。

「そうです」

　目蓋を開きティセは言った。

「そうです」

　そして上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせる。

「みんなはうまくやっているでしょうか？」

　やにわにティセは『オペレーションビッグバード』へ話を戻した。

「今のところ何も連れん絡らくは入っていないからうまく進展してるんじゃないかな」

　広大はそう答えた。地球と月を『グロリアスドーン』へ収容、周囲に普ふ段だんと同じ状じよう況きようを反映するフィールドを展開してあるとはいえ、いつまでも騙だまし仰おおせるものでもない。

　ＵＮｂＡＲは地球と月が数時間の間、特異な電磁波、重力波の異常に襲おそわれると発表していた。その原因は先せん達だつて太陽系内で起きた超ちよう大おお型がたｂｉｏクラフト同士の小こ競ぜり合あい。実際に太陽系内に侵入してきたのはメリグナントクラフトだが、それを発表するわけにはいかないので、表向きそのように報道されているのだ。

　危険が伴ともなうので、その間、地球にいるｂｉｏクラフトはＵＮｂＡＲが許可を与あたえたもの以外の移動を禁止。また人工衛星や各種観測機器にも不測の影えい響きようが生じる可能性があると発表されている。

　広大たちが授業を終えるのを待って『オペレーションビッグバード』は開始された。

　すぐにジャッジメントモードの『グロリアスドーン』に地球と月を収容。そのまま『グロリアスドーン』は太陽系を出て銀河系外へ出た。

　あとは銀河系外がい縁えん部で『アウグストダスク』『トランクルナイト』がメリグナントクラフトの大群を撃げき破は。仕留め損そこねた少数のメリグナントクラフトを『ノーブルウィンド』や『ステディレクブレイション』で追つい撃げきする。

　全ぜん滅めつさせる必要はない。太陽系にメリグナントクラフトが侵入して、そこに文明を持った惑星がないと分かれば撤てつ収しゆうするだろう。

　そこに至るまでの時間は最大で六時間。それ以上の時間がかかればさすがに地球上の人間も異変に気付くだろう。イモータルヌーンはそう踏ふんでいたのだ。

　すでに二時間が経過している。予定ならばそろそろティルとティオがメリグナントクラフトの大群に接触しているはずだ。

「ちょっと心配ですが、ティルとティオならやってくれると思います」

　ティセは広大の方へ手を差し伸べるようにしてそう言った。

「そうだな」

　肯く広大にティセはリズミカルに両手をぱたぱたさせた。




「見たところ何も変わった様子はないですの」

　アルバイトをしているコンビニの前で、空を見上げながらプレーナがそう言った。その横で掃除をしていたクレケンスも吊つられて上を見る。

「脳天気なもんだぜ、地球人も。住んでいる惑星ごと、何万光年も移動してるって気付かないなんてよ」

　確かに夕暮の空はいつも同じ。そこに浮うかぶ太陽も変わりないように見える。しかしいま地球を照らしてる太陽は『グロリアスドーン』内部にあるＧ型恒星の光を変調したもの。誕生以来、地球が巡っていた太陽ではないのだ。

「不思議なものだな。こうしていると確かにこの惑星だけが、世界のすべてのように思えてくるのも分かる」

　ホウキを手にしたままでノワは空を見上げてそう言った。その言葉にクレケンスとプレーナは怪訝な顔を見合わせるだけだ。

「ほらほら、何さぼってるんや！　そろそろ客が増えるやから、掃除終わらせておかんと!!」

　店内から顔を出したクリス早はや石いしことクイックストーンがそう言ってくる。

「へいへい」

　クレケンスは適当に返答して掃除の続きを始めた。クイックストーンはノワの側へ歩み寄ると声を潜ひそめて言った。

「さっき連絡があったんやけど、今のところ順調に進んどるらしいわ」

「そうか、それは良かった」

　そう答えるノワにクイックストーンは不思議そうな顔をして尋ねた。

「どうかしたのか？」

「いやぁ……」

　クイックストーンは視線を泳がせながら答える。

「なんであんたがｂｉｏクラフトの件で、順調に行っとると聞いてよろこぶんかなと思ってな」

「喜んでいたか？」

「笑っとったやないか？」

「ふむ……」

　クイックストーンの言葉にノワは首を傾げた。

「妙みような事を言うな」

「それはアンタの方やろう。さっさと掃そう除じを終わらせてとき！」

　そう言うとクイックストーンは店内に戻ってしまった。




「これがジャッジメントモードのサテライト……」

　制せい御ぎよデッキの上に立つ桜さくら子こは、手にしたそれを二度三度と振り回まわす。

「バランスが取れている分、クレストンモードの時よりも使い勝手は良さそうね」

　クレストンモードのサテライトはクレイドルサイズ型。片かた刃はの大鎌がまで、タロットカードの死に神が構えているようなものだ。

　ジャッジメントモードになるとサテライトのその形状はさらに異様なものになる。片刃が両りよう刃ばへと変わり、さらに柄えが長くなる。あたかもそれは大きく羽を広げたコウモリが、柄の先に止まっているようだ。

　刃はが銀色に輝かがやく以外は、全体が黒に近い深い藍あいや紺こん色いろに染そめ抜かれている。

　市民プレビシヤン階級ｂｉｏクラフトのサテライトは、ランクに応じて共通の形状をしている。それに対して貴族パトリシヤンのサテライトはそれぞれに特有、そしてそのｂｉｏクラフト形態と同じ形状をしている。

　言うまでもなく『トランクルナイト』のジャッジメントモードは、いま桜子が手にしているサテライトと同じ形状。巨きよ大だいな鎌とも斧おのともつかぬ姿で宇宙を疾しつ駆くしているのである。

「バランスに関しては気のせいよ。持ち手が一番、使いやすいよう自動的に調整されているはずだから、ジャッジメントモードでも変わりないはずよ」
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「そう」

　接続シートに着いたティオの言葉に、桜子は素っ気なく答えた。

　ジャッジメントモードになると、接続シートと制御デッキの周囲を、ギリシャやローマの神殿を思わせる柱が取り囲むのは『グロリアスドーン』と同じ。しかし『グロリアスドーン』の接続シートが広がる海に面しているのに対して、『トランクルナイト』のそれは左右を切り立った断だん崖がいに挟はさまれた入いり江えへ突き出でた岬みさきの上にあるのだ。入り江の向こう側にはほの明るい光を放つ太陽が見える。それもまた『トランクルナイト』の内部にある恒星の一つ。

「どちらにせよ、やる事には変わりないわ」

　そう言うと桜子は前面に広がる立体映像へと目をやる。立体映像に映るのはメリグナントクラフトの大群。まさに雲うん霞かのごとく数光年にわたり広がっていた。『トランクルナイト』は一いつ旦たん、銀河系外に出て後方からメリグナントクラフトへ接近している最中。これは『トランクルナイト』が銀河系から来たと思わせるため。どれほどの効果があるかは分からないが、念を入れておくにこした事はない。

　すでに何体かのメリグナントクラフトは『トランクルナイト』の接近には気づいている。十数、あるいは百数十の単位で『トランクルナイト』への攻こう撃げきを開始しているが、なにしろこの場にいるメリグナントクラフトは、低ランクのものばかり。中には地球に匹ひつ敵てきするほどの個体もいるが、全長二天文単位を超こえる『トランクルナイト・ジャッジメントモード』の前では塵じん芥かいに過ぎない。

　もっとも塵じん芥かい故ゆえに分散して逃にげ出だされると、全すべてを追うのは不可能だ。今のうちに一いち網もう打だ尽じんにしておくしかない。

「行くわよ、ティオ！」

　桜子はサテライトを握り直して叫さけんだ。ティオも桜子に答えた。

「うふふ、ぞくぞくするわね。桜子」

　そして二人は声を合わせて叫ぶ。

「抜刀ドロウイング『宵闇の斉唱ナイトユニゾン　高嘯ハイウエイブ』!!」




「まったく、洗せん濯たく物ものくらい取り込んでおけばいいのにねえ。たいよう」

　庭に出したままの洗濯物を取り込む広ひろ海みは、足あし下もとにいる飼かい猫ねこの『たいよう』に向かってそうぼやく。『たいよう』はその言葉の意味がわかっているかのように、にゃあと一つ鳴いて欠伸あくびをした。

「あ、どうも……」

　広海の声が聞こえたからだろうか。隣りん家かとの間に有る生いけ垣がきから、恵けい子この父である高たか科しな靖やす男おが顔を出して挨あい拶さつをした。

「あら、高科さん。いつも息子むすこがお世話になっております」

「いえいえ、こちらこそ。いつも恵子がお世話掛かけっぱなしで」

　靖男は恐きよう縮しゆくしたように頭を下げてから言った。

「あの、聞いてますか。あちらの、ええとＵＮｂＡＲですか」

「ええ、何か急用があるそうで。うちのも洗濯物を取り込みもせずに出かけたっきりですよ」

　ＵＮｂＡＲガードの方で緊きん急きゆうの用件がある。そこまでは広大と恵子も親に話をしていた。しかし詳しよう細さいは伏ふせたままだ。

　いま地球と月がジャッジメントモードの『グロリアスドーン』内部にあり、本来、巡ってるはずの太陽から数万光年も離はなれた銀河系外にいるなど、この二人は知らない。そうそのはずなのだ。

「いや、実はちょっと困った事がありましてね」

　靖男は声を潜め、広海の方へ近寄りながら言った。

「アメリカに帰って以来、音信の無かった妻から、先せん達だつて連絡がありまして。父、恵子から見ると祖父になるんですが、その人からも一緒にアメリカに来て暮らさないかと言われて居るんですよ」

「あらまぁ」

　広大からおおよその話は聞いていたが、広海は敢あえて初めて聞くような驚おどろき方をしてみせる。

「でもアメリカとなると大変ですねえ。奥おくさんの方がこちらに来るというのは出来ないんですか？」

「う～～ん、向こうの親父さんが元兵隊の頑がん固こな人でしてね。どうにもそうもいかないらしいんですわ。それに……」

　靖男はさらに声を潜めて続けた。

「親父さんがｂｉｏクラフト嫌ぎらいなんですよ。どうやって知ったのかは分かりませんが、恵子がアイシャさんと契けい約やくしてるのを掴つかんでましてね。契約の解除しろって言ってるんですよ」

「まぁ、ほんとですか？　アイシャはそれを……？」

「いえ、まだ話していません。恵子も色々とショックだったようで、ふさぎ込んでますから」

「そういえば、最近、うちにも姿を見せていませんねえ」

「ええ、ちょっと時間が必要かも知れませんねえ」

　そう言って靖男は頭を掻かいた。

「でも高科さんは、まだ奥さんが恋こいしいんでしょう？」

　広海がそう言うと、靖男は照れたように笑うだけで答えなかった。そんな靖男に広海は笑みを送る。

「すいませんね。お忙いそがしい所、気を煩わずらわせてしまいまして」

　そう言って靖男は頭を下げた。

「いえいえ、私で良かったら相談に乗りますから。なんなりと言ってください」

　広海もそう答え会え釈しやくすると、洗濯物を抱かかえて家の中に入る。その途と中ちゆう、足を止めて空を見上げてつぶやいた。

「さて、今回は『お母さん』は手を貸さないわよ」

　そんな広海の足下で『たいよう』も空を見上げて、またにゃあと鳴いた。




『グロリアスドーン』が海に面した浜はま辺べ、『トランクルナイト』が断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに挟まれた入り江にあるなら、『アウグストダスク　ジャッジメントモード』の接続シート、制御デッキは、咲さき乱みだれる花々に囲まれた高原の真ん中にある。周囲にはアルプスを思わせる雪をかぶった山々。そしてはるか彼方には靄もやに霞む海が碧く広がっている。『グロリアスドーン』や『トランクルナイト』と違うのは、海は水平にどこまでも伸びているわけではなく、はるか彼方で徐じよ々じよに高度をあげ、やがて空の青と一体化していると言う事。頭上を見上げると、棚引く雲の向こうに海や川、そして森林や平原が広がっているのが分かる。どうやら巨大な円えん筒とうの中にいるようだ。

「つまりこの中に入ってるって事なのね」

　そうつぶやくと静しず花かは手にしたサテライトの先せん端たん、ハンマーの頭の部分を指で突く。『アウグストダスク　ジャッジメントモード』のサテライトは、ハンマーの形状は保っているものの、柄がかなり長くなっている。クレストンモードのサテライトが、いわゆるピコピコハンマーのような形状に対して、戦槌ウオーハンマーを思わせるフォルムだ。

　言うまでもなくジャッジメントモードの『アウグストダスク』も同じ形状となっている。静花が察したとおり、ハンマーの頭の部分に接続シートと制御デッキが収まっているのだ。

　静花はふうと一つため息をつく。馴なれてきたつもりだが、それでもｂｉｏクラフトのスケールにはやはりついていけないところがある。空に浮かぶ太陽も『アウグストダスク』内部にあるとは到とう底てい信じられない。だがそれがｂｉｏクラフトなのだ。

「静花、行くよ！」

　周囲は神殿を思わせる柱で取り囲まれているのは同じ。その中央にある接続シートからティルが言ってきた。

「うん、分かった。早くすませて帰らないと。今日はお琴ことの教室さぼって来ちゃったから」

「そうだね。日曜日には体育祭もあるし、早く帰ろう！」

「うん」

　静花はそう答えると目の前に浮かぶ立体映像へ視線を送る。『トランクルナイト』と同様、一旦、銀河系外へ出てからメリグナントクラフトを追つい跡せき。銀河系外縁部で太陽系に向かうメリグナントクラフトの大群を発見したのだ。メリグナントクラフトの大群は、おおよそ二手に分かれているが、もう一つは『トランクルナイト』が追っている。

「銀河系の側だから、パワーは抑おさえて行くよー！」

　相手が数光年にわたり広がっているというのに、パワーは抑えていくというのだ。全力ならばどうなるのか予想も出来ない。

　静花はハンマー型のサテライトを構えてティルの合図を待つ。『アウグストダスク』の接近に気づいたメリグナントクラフトは、すでに攻撃を始めているがスケールの違いはいかんともしがたいのは『トランクルナイト』と同じだ。

「行くよ、静花！」

「うん！」

　そして二人は声を合わせて叫んだ。

「抜刀ドロウイング　！　『夕暮の輪唱ダスクアラウンド　重撃ヘビーインパクト』!!」




　その光景を同時に見るのは可視光線では無理な話だ。それぞれが数万光年離れた場所で起こり、また範はん囲いも十数光年にも渡わたる。

　もしも神の視点を持つものがいたら、銀河系の側、二カ所で閃せん光こうが走ったのを見ただろう。一つは中央から波は紋もんが広がるように、そしてもう一つは巨大な爪つめで切きり裂さかれたように、閃光がほとばしる。それは単なる光ではない。空間が引ひき裂かれ、物理法則が歪ゆがみ、そこにあったあらゆる存在を飲み込んでいく現象。

　宇宙はブレーンという膜まくの上にあるという。閃光はその膜がいわば引き裂かれた事を意味する現象。その上にあったあらゆる存在は、この宇宙から消しよう滅めつしてしまう。

　通常の物理的手段で破は壊かいできないメリグナントクラフトであろうともそれは例外ではないのだ。




「太陽系内に侵しん入にゆうしてきたメリグナントクラフト、百数十隻せきの群が四つほどです」

　ｂｉｏクラフト形態の『イモータルヌーン』の中。接続シートに着いたイモータルヌーンはキャビンに座すわるダキラ議長にそう報告する。

「仲間が発見したはずの惑わく星せいが見つからず混乱しているようです。このまま太陽系内から出て行ってくれれば、当面、メリグナントクラフトの脅きよう威いはなくなるでしょう」

　そしてイモータルヌーンは付け加えた。

「残りの問題はサウザンドメイズィス。そして四人のキングたち。『アブソリュートガーデン』が『グレイテストソリチュード』からどのような結論を引き出すのか。そして『ワンダフルプレイス』が何を考えているのか」

「もう一人のキングは？」

　イモータルヌーンはそう尋ねるダキラ議長に微ほほ笑えみながら答えた。

「おそらくサウザンドメイズィスの背後にいるのでしょう。いずれにせよ接触しなければなりません」

　そしてイモータルヌーンは目蓋を閉じつぶやく。

「地球人類の為ためにも、そして私たちｂｉｏクラフトの為にも……」




「さて、村むら井い。私が何を言いたいのか、お前ならばおおよそ分かると思うのだが……」

　上かみ温おん湯ゆ家に勤める村井はその言葉に畏かしこまり答えた。

「さて、何の事なのか。私にはさっぱり……」

「お前は嘘が下手だな。昔からそうだ」

　屋や敷しきのリビングにあるソファに腰こし掛かけ、村井に向かって鷹おう揚ようにそう言うのは、恰かつ幅ぷくの良い壮そう年ねん男性。

　上温湯伊い佐さ武む。静花の父である。

「実はな、今日、少しスケジュールに余裕が出来たもので、高たか島しま先生の所を覗のぞきに寄ったのだよ」

　その前置きだけで村井は、伊佐武が何を言いたいのか理解できた。

　しまった。しかしこうなったら仕方がない。ちゃんと説明して理解していただく他ほかにはない。

　そう覚かく悟ごを決める。

　高島先生というのは静花が琴を習っている講師だ。今日は夕方から向かうはずだったのが、ＵＮｂＡＲガードの任務がある為、村井からキャンセルの連絡を入れたのだ。

「おっしゃりたい事は分かりました。しかしこれはすべて私の責任です」

「そうだろうな。静花が自分一人でこんな真ま似ねを出来るはずもない」

　伊佐武はソファの横に立ち、頭を下げる村井にそう言った。

「しかし静花一人なのか？」

　頭を上げた村井に伊佐武は重ねて尋ねる。

「外国人らしい女の子がよく静花を送おくり迎むかえしていると高島先生は言っていたな。今年くらいから桃ももヶ枝の制服を着てくるようになったとも言っていたが……。どこの娘むすめだ」

　伊佐武に悟さとられぬよう、少し深呼吸をしてから村井は答えた。

「葉は月づき夕ゆう子こティルという、静花お嬢じようさまのお友達でございます」

「……それだけか？」

　すでに何かを察しているのだろう。伊佐武の口調は問うというよりは、確かく認にんを求めているものだった。

「普ふ通つうの人間ではありません」

　村井は言った。

「その少女はｂｉｏクラフト。『アウグストダスク』という名を持つｂｉｏクラフトなのです」




「やれやれ、これは困ったね」

　太陽系に向かっていたメリグナントクラフトが、『アウグストダスク』『トランクルナイト』により壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受けた映像を見て、サウザンドメイズィスは肩をすくめてみせる。

「『ワンダフルプレイス』の次の手が見たかったんだけど、まさかあの姉妹がここまでチームワークよく動いてくるとは思わなかったよ」

　グリーンデイブレイクはしばしの間、無言で立体映像を見つめているだけ。そこでは『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』『宵闇の斉唱ナイトユニゾン』から辛かろうじて逃のがれたメリグナントクラフトが、その後からやってきたＵＮｂＡＲガード所属のｂｉｏクラフトと交戦しているところが映し出されていた。

　太陽系内に文明の痕こん跡せきがある惑星は発見できなかったようだ。メリグナントクラフトは徐々に撤てつ退たいを始めている。

「どうしようか、グリーンデイブレイク。『グロリアスドーン』が地球を収容して避ひ難なんしてる事を教えてやろうか？　それとも地球人が入植してる他の惑星を教えてあげてもいいね」

　からかうような口調はいつもの事。しかし今はその口調により磨みがきがかかっている。

「……大体、君の考えている事が分かった」

　今までにない静かな口調でグリーンデイブレイクは言った。

「宇宙の調整者という役割は必要だ。それが実現するまでは協力させて貰もらう」

「結構」

　そう言うとサウザンドメイズィスは、子供がやるように勢いをつけてソファから立ち上がった。

「ひょっとして同どう胞ほうの事を怒おこってるかと思ったじゃないか。もっとも君たちのような『転向者』が低ランクのメリグナントクラフトを心配するはずもないけどね」

　そんな事を言いながらサウザンドメイズィスは『サイレントカレント』のキャビンから出て行った。

　その姿を見送ったサイレントカレントは、前にもサウザンドメイズィスとグリーンデイブレイクの会話の中で『転向者』という単語が出ていた事を思い出した。

　ひょっとしてグリーンデイブレイクは他のメリグナントクラフトとは違うのか？　そんな疑問に思い至ったサイレントカレントはグリーンデイブレイクに話しかける。

「グリーンデイブレイク、よろしいでしょうか？」

「……」

　グリーンデイブレイクはソファに座ったまま、傍かたわらに立つサイレントカレントへ視線を送る。

　しかしサイレントカレントは質問を口にする事が出来ず思わず数歩後あと退ずさってしまった。グリーンデイブレイクは今までに見せた事がない、鋭するどい視線をサイレントカレントへ送ったのだ。まさにそれは射すくめるような冷れい徹てつな視線。メリグナントクラフト内で相応の地位を占しめているのは伊だ達てではない。今さらながらサイレントカレントはそれを実感した。もっともそれも一いつ瞬しゆん。すぐにグリーンデイブレイクは、その冷徹な視線を隠かくす。

「どうかしたかい？」

「あ、いえ……。その転向者という言葉ですが……」

「ああ、それか。別に君が気にする事はない」

　グリーンデイブレイクは何も映らなくなっている立体映像へ視線を送ると続けた。

「ようするに僕たちは本来のメリグナントクラフトとは違う。ｂｉｏクラフトの出自を知って、敢えてメリグナントクラフトとなっただけだ」

　……なんだって？　するとやはりあの噂うわさは本当なのか……!?

　勇んでその問いを口にしようとするサイレントカレントを制してグリーンデイブレイクは言う。

「君の言いたい事は分かる。しかし今はまだ黙だまっていた方がいい。その方が僕ぼくとしても面めん倒どうが無くて助かる」

「……承知しました」

　あの視線を思い出すとそうとしか答えられない。そう言ってサイレントカレントは頭を垂れた。
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《ＰＨＡＳＥ―０８：０４　体育祭～Field day～》







「体育祭」

　体操着姿のティセは青い空を見上げて両手をぱたぱたさせている。

「体育祭、体育祭」

　春の終わりの青空に輝く太陽は、地球が生まれてからずっと照らし出していたもの。『オペレーションビッグバード』は無事に終しゆう了りよう。多くの地球人が知らぬ間に銀河系外へ避難していた地球は元の軌き道どうへと戻されていた。

「広こう大だい、体育祭です。体育祭、体育祭」

　ずっと体育祭を楽しみにしていたティセは、開会式も終わりクラス毎ごとの席へやってくる広大に手を差さし伸のべるようにしてそう言った。

「ああ、晴れて良かったな」

「本当。体育祭は秋って感じだったけど、春もいいわねえ」

　恵けい子こも空を見上げてそう言う。祖父の使者アルバート藤とう堂どうとの話し合いがどうなったのか、広大が聞いても恵子ははぐらかせて教えてくれない。ようやく聞き出せたのは、別に変わりはないという言葉だけ。アイシャもそれ以上の事は教えて貰っていないようだ。

　普段通りに振ふる舞まってはいるが、広大としては気に掛かる。

「なによ、どうかした？」

　そんな広大の視線が気になったのか、恵子はむっとして言い返す。この反応も普段とは変わりない。

「いや、別に……」

　視線を逸そらす広大と恵子の間に、アイシャが割ってはいる。

「まぁ今日は体育祭ですし、ゆっくり楽しみましょう」

「まぁそうだな」

「そうそう！　天気もいいし、頑がん張ばろう!!」

　恵子はそう言うと思いっきり伸びをしてみせる。広大にはどうしてもそれが空元気にしか思えなかった。

「大おお空ぞらさん！」

「お姉ちゃん、見学に来たよ～～!!」

　観覧席の方から静しず花かとティルがそう声を掛けてきた。後ろには桜さくら子ことティオの姿も見える。

「みんな来てくれたんだ」

　広大は四人の方へ歩み寄る。

「はい、学校までは桜子さんと待ち合わせて一いつ緒しよに来ました」

　静花がそう答える。

「なんで生徒と見学客は別の席なのよ」

　どうやらティオは桜子と一緒にいられない事に不満があるようだ。

「うちの学校の校庭は狭せまいものね。見学者も生徒の身内や友人しか入れないし」

　桜子の言うとおり、ただでさえ狭いしょうぶ沼ぬま高校の校庭は、生徒だけでも一いつ杯ぱいの状態だ。その間に辛うじて見学者の席が設けられている。

「ティルとティオもよく来てくれました」

　広大の後ろから着いてきたティセが、二人の妹に手を差し伸べるようにして言う。

「お姉ちゃんはとてもうれしいです」

　そしてパッと両手を広げてみせる。

「お姉ちゃん、応おう援えんするから頑張ってね」

「応援してやるんだから頑張らないと承知しないわよ」

　ティルとティオはそれぞれの言い方でティセを励はげます。

「具体的に運動は苦手ですが、頑張ります」

　そう言うとティセは上機嫌を表すように両手をぱたぱたさせる。

　確かにティセは運動が余り得意ではない。しかし広大のクラスで体育祭を仕切っている狭はざ間ま駿しゆん輔すけは、ティセの起用に勝算があると言っていた。

　どうするんだろうなぁ。余り期待しないでおくか。

　広大がそんな事を考えていると、生徒は自分の席へ戻るよう指示するアナウンスが流れた。どうやら最初の競技が始まるようだ。

「それじゃ、ゆっくり楽しんでいってくれ」

「大人しくしているのよ、ティオ」

　広大と桜子はそう声をかけると、自分のクラスの席へと戻っていく。両手をぱたぱたさせていたティセは、ハッとして我に返ると再びティルとティオに言った。

「二人ともお姉ちゃんの活かつ躍やくを期待していてください」

　そしてティセは二人に手を振ると、広大に続いて自分のクラスの席へと戻って行った。




「炉ろ座銀河団だって？」

「そうらしいのさ」

　アーネチカは問い返したアンリに続ける。

「なんでもそこにｂｉｏビオクラフトの中でも一目置かれてる存在がいるらしいのさ。内うち山やま田だ先生はそいつに会いに行ったらしいのさ」

「少なくとも外と川がわくんはそう証言してる。『アブソリュートガーデン』という例のｂｉｏクラフトの指示らしい」

　渋しぶ沢さわがアーネチカの証言をそう補足した。

「炉座銀河団のどの辺りなのかは分からないのか？」

「外川くんもそこでは知らないようだね。彼かれはｂｉｏクラフトと契約していた訳じゃないからね」

　ようやくＵＮｂＡＲは内山田の直接の上司、外川主任の身み柄がらを確保していた。今の話は外川からＵＮｂＡＲが聞き出した情報。

「つまり外川って奴やつはＨＥＬＬＯじゃなくて、あくまで『アブソリュートガーデン』がトップにいた『アミークス』の一員だったというわけだな」

　アンリがそう確認するとアーネチカは肯うなずいて答えた。

「そうらしいさね。もっとも外川主任自身は単に情報を流して金を受け取っていただけで、『アミークス』内部の事情については詳くわしくないらしいのさ」

「手て詰づまりか……」

　そう言うとアンリは視し聴ちよう覚かく室の窓から外を見やる。校庭では体育祭が始まっており、生徒たちの歓かん声せいも聞こえてくる。

「イモータルヌーンも内山田くんが怪あやしいと睨にらんでいて、我々とは別に監かん視しをつけていたらしいのだがね。炉座に向かった所までは確認できたけど、そこから先は分からないという事だ。アブソリュートガーデンからも情報は聞き出せていないようだね」

　渋沢がそう言ってもアンリは険しい表情のまま、窓の外を見つめているだけで何も答えない。

「まぁ銀河団を隈くまなく捜そう索さくするわけにもいかないし、ここはもうしばらく様子を見るしかないさね。今日は体育祭だし、一日羽を伸ばすがいいさね」

「そうだな……」

　アーネチカの言葉に、思いの外あっさりとアンリは同意した。そしてベルトからロリポップキャンデーを取り出すと、それを咥くわえて視聴覚室の外へ出て行く。

「んじゃ、何かあったらまた教えてくれ。今日は日本の体育祭を楽しませてもらうぜ」

　そう言い残すとアンリは視聴覚室を出て行った。

「これではアンリくんも動きようが……」

「そうでしょうか」

　そう言いかけた渋沢を、これまで沈ちん黙もくを守っていたノワが遮さえぎった。

「アンリ・ウーは内山田の逃とう走そうについてかなり責任を感じているようです。また無む茶ちやな事をしでかさないとも限らない」

「それはそうかも知れないが……」

　そう言う渋沢とアーネチカは顔を見合わせてからノワに頭を向ける。

「実のところ、私もそれが心配なのさ。ノワ、良かったらアンリに注意しておいて欲ほしいのさ」

「うむ、承知した。もっとも炉座銀河団という事だけで、詳しい位置が分からないのでは、動きようがないだろうがな。それでは我々も体育祭とやらを見学させて貰おう」




「あ～～……」

　広大のクラスの席からため息が漏もれる。女子リレーでアンカーを務めていた恵子が、前の走者からのバトンを受け損そこねたのだ。慌あわててバトンを拾い駆かけ出すが、一位だった順位はすでに最下位にまで落ちてしまっている。これからでは到底、逆転は不可能だ。

「ねぇねぇ、旦だん那なさん、旦那さん。なんかあんたの所の嫁よめ、最近、おかしくないッスか？」

　藍あお留るが広大にそんな事を言ってきた。

「誰だれが旦那だよ」

　いつものようにそう言い返す広大だが、冗じよう談だんめかした口調だったものの、藍留はかなり心配げな表情でゴールインした恵子を見ている。

「普通通りに振る舞っているんスけど、なんか空元気って言うか、空回りって言うか、そんな感じがしないっスか？」

「藍留は聞いていないんですか？」

　そう尋たずねたアイシャに藍留は意外そうな顔をする。

「やっぱり何かあったんスか？」

「ええ、まぁ。ご家族の問題なので、私から話すような事ではないので。宜よろしかったら藍留の方から相談に乗ってあげるとさりげなく切り出してください」

「そうっスね。うちらで出来る事だったら、何とか……」

　そんな話をしている所に、競技を終えた恵子が戻ってきた。

「いやぁ、参った参った。ついうっかりしちゃって。御ご免めん御ご免めん」

　恵子はそう言いながら手を合わせてクラスのみんなに頭を下げた。

「う～～ん、女子リレーは確実に上位を取れると思ったのにノーポイントとは想定外だな」

「もう、だから御ご免めんって言ってるでしょ！」

　ぼやく孝たか郎おに恵子は棘とげのある口調で言い返してしまい、周囲の怪け訝げんな視線に気づいて慌てて口をつぐむ。

「ふふふ、心配には及およばないさ。このくらいは次の種目で充じゆう分ぶんに逆転可能だ」

　そんな事を言うのは狭間駿輔だ。

「次の種目って、確か……」

　広大は手元にあった体育祭のパンフレットをめくる。二年女子リレーの次は、女子障害物競走だ。障害物競走と言っても、陸上競技でやるような本格的なものではなく、平均台やピンポン球運びを交えた、バラエティに富んだ競技にアレンジされている。

　広大のクラスからその女子障害物競走に参加するのは、何なにを隠そうティセである。

「俺おれはなんでお前がそんなに自信満々なのか知りたいんだがな」

　そう尋ねる広大に、駿輔は自信満々で答えた。

「ふふふ、君は一緒に暮らしているのに、栄さかえさんの能力を良く知らないようだね。俺は女子の皆みんなから栄さんの話を聞いて、彼かの女じよの能力の生かし方に気づいたのだよ。だから敢えてこの競技に彼女を推すい薦せんしたんだ」

　例によって芝しば居い掛かった口調で駿輔はそう言った。

「なにか心当たりあるか？」

　広大がそう尋ねても、恵子やアイシャ、そして藍留も首を傾かしげるだけだ。

「女子障害物競走の開始です。皆さん、応援お願いいたします」

　グラウンドに競技開始を伝えるアナウンスが流れた。広大が頭を巡めぐらせると、すでにティセがスタートラインに着いて両手をぱたぱたさせている。

「お姉ちゃん、頑張れ～～！」

　ティルの応援に気づいたティセは、そちらへ振り返かえり妹たちと静花に手を振ってみせる。

「ティセって運動は苦手だろう」

　本人もそう言ってるのだから間ま違ちがいない。広大には駿輔がティセをこの競技に推薦した理由がどうしても分からない。

「運動は苦手な事を補ってあまりある能力があるのさ」

　駿輔のその言葉に思い当たる所があったようだ。藍留がアッと小さく叫んで言った。

「そう言えばティセっちって……」

　その時だ。スタートのホイッスルが鳴った。スタートラインにならんだ生徒たちは一いつ斉せいにスタート。ティセは最初から明らかに遅おくれている。本人は普通のつもりなのかも知れないが、走る時も両手をぱたぱたさせているので、まるでカルガモか何かが慌てて逃げまどっているようにしか見えない。見ている生徒や見学客の間からも、思わず笑い声が漏れるほどだ。

「そうだ、思い出したぞ。愛あい玩がん鳥類は……！」

　藍留の言葉にラヴィーも思い当たる所があったようだ。

「そうでしたわ、ティセさまは……！」

　最初の障害である平均台へ向かうティセを見てアイシャもそれに気づいたようだ。

　そして三人は声を合わせて叫んだ。

「バランス感覚だけは抜ばつ群ぐんに良い!!」

「……え、そうだっけ？」

　出し抜ぬけにそう言われても広大はピンと来ない。

「そうっスよ！　ティセっちは走るのは遅おそいし、カナヅチだし、運動は壊滅的に駄だ目めなんスけど、平均台とか得意なんスよ!!」

「うむ、その通りだ。普通に走る時には転ぶのに、なぜか平均台の上を走らせると、何ともないのだ。さすがに愛玩鳥類だな！」

「なにかお二人の表現の端はし々ばしに引っかかる所はありますが、確かにティセさまはバランス感覚だけは、ずば抜けております!!」

　三人の言うとおりだ。ティセは三十cmほどの高さにある平均台にサッと飛び乗ると、両手をぱたぱたさせたまま駆け抜けていくではないか。一度、下に落ちると平均台の最初からやりなおしになる為、慎しん重ちように進んでいく他のクラスの生徒たちを、ティセは一気にごぼう抜きにしていく。

　生徒や見学客の笑い声は歓声に変わり始めていた。

「どこかのギャンブルマンガの設定を台無しにしちゃいそうな能力ねえ」

　ちょっと落ち着いてきたのか、恵子がいつものようなマニアックな突っ込みをする。

　一時、広大も目を丸くしていたが、ハッとして駿輔に尋ねた。

「でも、障害は平均台だけじゃないだろう？　すぐに逆転されるぞ」

「ふふふ、それはこの孔こう明めいにお任せあれ」

「誰が孔明だ、誰が」

　呆あきれる広大に構わず駿輔は言った。

「予あらかじめ体育祭実行委員会の方から、障害物競走について詳しい情報を入手しておいたのさ。特に障害の順番をな!!」

「それが一体……」

「まぁ見ていろ、大空！」

　広大は言われるままに競技の方へ視線を戻もどした。平均台から飛び降りたティセは、体操選手のようにパッと両手を広げてポーズを決める。生徒や見学客の間から拍はく手しゆが起こるなか、ティセは次の障害に向かって走り始めた。しかし平均台渡りを終えた他の選手たちは、どんどんティセに近づき、そして追おい抜いていく。

　網あみくぐり、ハードルとティセの順位は落ち、また最下位になってしまう。障害はあと二つ。その一つが大玉転がし。

　そう丸い物である。直径一メートルほどの中空の玉を、グラウンドに引かれたラインに沿って一人で転がしていく競技だ。先行する他のクラスの生徒たちが、なかなかライン通りに大玉を転がせずにいる中、ティセはすいすいと進んでいく。まるで大玉が従順な飼い犬のように思えてくるほどだ。いきなりトップに躍おどり出でるまでは行かなかったが、上位に食い込んだティセを待つ最後の障害。

　それはピンポン球運びであった。

　ピンポン球をスプーン二つで挟んでゴールまで運ぶ競技である。力を入れすぎても駄目、走る途中でバランスを崩くずしても駄目。逆に言うとまさにティセが得意とするであろう競技だ。

「計画通り！」

　ピンポン球を挟はさんだスプーンを受け取ったティセが、悪あく戦せん苦く闘とうする上じよう位い陣じんを追い抜いていく様に、駿輔は勝かち誇ほこったようにそう叫さけんだ。

　あれよあれよという間にティセはトップに立ち、一度もピンポン球を落とすことなく一位でゴールインしたのである。

　歓声の中、ティセは上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせてみせた。

「ホントかよ」

　広大もさすがに呆れるばかりだ。

「おお、これで学年トップだ！　行ける、今年は行けるぞ!!」

　得点を指折り計算していた孝郎が声を上げた。




「行くのですか、アンリ？」

　しかしアンリはその問いには答えない。

「誰かにつけられてないだろうな、ビュート。特に例のメリグナントクラフトの兄きよう妹だいには注意だ」

「今のところその様子はありません」

　ビショップ級ｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』のホロン体ビュートはそう答えた。そして先さき程ほどの問いを繰くり返す。

「やはり行くのですか、アンリ。罠わなという可能性も考えられます」

「罠だろうが、なんだろうが、行ってみないと分からねえよ」

　ロリポップキャンデーを舐なめながらアンリは言う。

「炉座銀河団内のデータなんて、なんの事かと思ったが、あーちゃんに報告しなくて良かったぜ。報告していたら絶対に止められていた」

「別に我々だけで捜索に行く必然性は感じませんが」

「おいおい、弱気だな。ビュート」

　普ふ段だんはあまりアンリの行動に異を唱えないビュートにしては珍めずらしい反応だ。制せい御ぎよデッキのアンリは、四本の穂ほ先さきを持つサテライトを振り回まわしてそう言った。

「内山田の野や郎ろうに逃げられたのは俺の責任だ。連つれ戻すなり、叩たたきのめすなり、俺の手で結果をだしてやらねえと納なつ得とくがいかないんだ」

　昨夜の事だ。『ステディレクブレイション』の方に、送信者不明のあるデータが送りつけられてきたのだ。内容は炉座銀河団内のある位置。それが何を意味するのか、受信した時点では皆かい目もく見当が付かなかったアンリだが、先程のアーネチカの話を聞いて合が点てんがいった。

　おそらく内山田とサスペンデッドレインが向かったというｂｉｏクラフトの位置だろう。確証はないし、誰が送ってきたのかも不明。恐おそらくサウザンドメイズィス辺りだろうと踏ふんでいたが、それもアンリの推測でしかない。

「とにかく、行ってみねえと分からない。すぐに出かけるぞ、ビュート。出来るだけ急げよ。他の連中に気づかれる」

「分かりました」

　ビュートも観念したようだ。量子ブラインドに包まれた『ステディレクブレイション』を上じよう昇しようさせる。制御デッキであぐらをかくアンリの前に浮うかび上あがる立体映像にはしょうぶ沼高校が映し出されている。体育祭で賑にぎわうグラウンドは徐じよ々じよに小さくなっていた。




「まったく、この私が借り物競走なんて……」

　スタートラインに着いた桜子はそうぼやく。

　競技は進みすでに午後。広大のクラスは学年一位をほぼ確実にしていた。一方、桜子のクラスは一学年の一位を争あらそっている最中。借り物競走に出場する予定になっていた生徒が、午前中の競技で怪け我がをした為、学年一位を確実にする為、桜子に白羽の矢が立ったのである。剣けん道どうをやっている事もあり、運動に関しては自他共に認める桜子である。普通にやれば確実に一位を取れる。しかし問題は借り物競走というところ。どうしても運が関かかわってくる。

　まぁ、やれる事はやってみないとね……。

　桜子はそう考えてスタートを待つ。ちらりと横目で見学席を見やる。静花とティルが声せい援えんを送ってる後ろで、ティオが固かた唾ずを呑のんでこちらを見つめているのが分かる。

　そんなに緊きん張ちようする事はないのに。桜子はそう思う。

　スタートのホイッスルが鳴り、桜子は一気にトップに立つ。短いストレートを走りきり、コースの上に置かれていた封ふう筒とうを取り上げ封ふうを開けた。

　楽なものだといいけど……。そう考え封筒に入っていた紙を見た桜子は思わず目を丸くする。

『犬。もしくは犬っぽいもの』

「犬って……、学校に犬がいるわけないじゃないの！」

　思わずそう声に出してしまった。よく読んでみると、他にも何か書いてある。

『本物の犬でなくとも、犬のぬいぐるみ等でも可。ただし大きさは実際の犬かそれ以上。犬っぽいかどうかは体育祭実行委員会で判断します』

「そんな事、言われても……」

　戸と惑まどう桜子の周囲で他の生徒たちも声を上げる。

「カラスか、カラスっぽいものって何よ！」

「三十cm以上の招まねき猫ねこって学校内にある訳ないじゃないの!!」

「え～～、目覚まし時計ってなに？　腕うで時ど計けいや携けい帯たいの時計じゃ駄目なのぉ!?」

　どうやら他の生徒へもかなりの無理難題が提示されてるようだ。

　これは『犬。もしくは犬っぽいもの』という出題はまだましな方かも知れない。桜子はそう考えるが、だからといって校内に犬が居るとも思えない。

　犬の携帯ストラップやマスコットなら持ってる人がいるだろうが、生あい憎にくと『大きさは実際の犬かそれ以上』という制約がある。携帯ストラップはもちろん、学校へ持ち込めるほどのマスコットが、チワワより大きいとは思えない。

「あの～～、カラスのマスコットとか持ってる人いませんか？　カラスの柄がらのＴシャツとかでもいいんですけど」

「え、目覚まし時計有るの!?　教室？　何組？　すぐに取りに行くから!!」

　他の生徒たちは対象の品を探し始めていた。こうしてはいられないが、だからと言って犬なんて……。

　何気なく見学客の席を見まわした桜子は、ティオや静花に目を留める。二人の前ではティルがもくもくとおやつに持ってきたらしいワッフルをほおばっている所だった。

　犬！

　その瞬しゆん間かん、桜子は閃ひらめいた。ラヴィーから散々犬扱あつかいされているティルだが、確かに言われてみると犬っぽい。

　よし！　桜子はティルの所へ駆け出だしていた。

「ど、どうしたのよ!?　桜子」

　血相を変えて自分の方へ突とつ進しんしてくる桜子にティオはたじろぐ。しかし桜子はティオには答えず、ワッフルを頬ほお張ばっているティルをいきなりだき抱えた。

「静花さん、ちょっとティル貸して！　すぐに返すから!!」

「え、あの……、ちょっと……」

　返答を待たずに桜子はティルを連れて行ってしまった。

「ティル、早くこっちよ!!」

　そういうと桜子は、ティルを引きずるようにしてゴールラインへ向かう。

「なによ、一体……」

　ティオもぽかんとしてそう言うだけだ。

　校舎に飛び込んで目覚まし時計を探していた他のクラスの生徒を直前で追い抜いて桜子はゴールした。息を切らせている桜子の前に体育祭実行委員がやってくる。

「順位の確定は借り物の判定が終わってからになります。出題の紙と借りてきたものを見せてください」

「ものというか、女の子だけど」

　そう言いながら桜子は出題が入った封筒を差し出す。

「犬、もしくは犬っぽい何か？」

　出題を読み上げる実行委員に、ティルは不思議そうな顔をして尋ねる。

「なになに、ティルの事？」

　ティルのその表情に実行委員たちは身構える。

「ねえ、犬っぽいでしょ！　特にポメラニアン!!」

「ううむ……」

　実行委員たちは額を寄せ合い審しん議ぎ中モードに入る。しばしの論議の後、代表が言った。

「合格!!」




「課長さん、アンリを見なかった？」

　来らい賓ひん席せきで体育祭を見学していた渋沢の元へやってきたアーネチカが血相を変えてそう尋ねた。

「いや、見ていないけど。ノワは知らないのかい？」

「講師控ひかえ室しつにも居ないのさ。ノワもちょっと目を離はなした隙すきにどこか行ってしまったと言ってたのさ」

「ううむ、困ったね。でも詳しい場所が分からない以上、うかつに動くとも思えないのですが……」

『ステディレクブレイション』に炉座銀河団内部のある位置を示すデータが送信されていたなどと知るよしもない渋沢とアーネチカは首を傾げるしかない。

「連れん絡らくは取ってみたのですか？」

「ヒュージンが呼びかけてるけど、なしのつぶてなのさ。とにかく探してみるしかないさね。炉座銀河団というだけで、どこに行っていいのか分からないんじゃ、そう無茶をするとも思えないけどさ」

　そうぼやいてアーネチカは頭を掻かいた。その時だ、体育祭最後の競技を知らせるアナウンスが流れる。

「最後の競技、全員参加の玉入れが始まります。見学者の皆さんも、玉入れに参加してください」

　グラウンドへ向かいかけたアーネチカは足を止め、渋沢の方へ向き直ると言う。

「せっかくだし、課長さんもどうさね」

「いえいえ、今日はただ宇宙交流プランモデル校の行事を見学に来ただけですから。遠えん慮りよしておきますよ」

　周囲で誰が聞いていても不ふ審しんに思わぬよう、渋沢はそう言って断った。




　体育祭は最後の種目、見学客や教師も参加しての玉入れ大会だ。生徒、教師はクラスや学年ごとに紅白二チームに分かれる。見学者も身内の生徒がいる方の陣じん営えいに入る決まりになっていた。

　二年生の広大と、一年生の桜子は同じ白組。当然、ティル、ティオもティセと一緒に玉入れに参加する。

「丸いですね」

　グラウンド一面にばらまかれた玉の一つを拾い上げ、目より少し上の高さに掲かかげるようにしてティセは言った。

「丸いね」

　ティセに倣ならうようにしてティルも言う。

「丸いわね」

　ティルも姉二人同様、玉の丸さを観察している。

「見てないで、ちゃんと玉を入れてくれよ!!」

　すでに競技は始まっているのだ。玉を見つめたままで動かない三姉妹に広大はそう声をかけた。

「この丸いものを、あの棒の上にあるカゴに入れるのです」

「この丸いものをカゴに入れればいいんだね」

「この丸いものをカゴに入れればいいのね」

　ティセの言葉にティル、ティオは肯いたものの、すぐにまた首を傾げ合う。

「なぜ丸いものをカゴに投げ入れるのでしょう」

「不思議だね」

「不思議ね」

「そうです。不思議です、実に不思議ですね」

「不思議なのはどうでもいいから、早く玉を入れてくれよ。もう終わっちゃうぞ」

　再び広大にそう言われてティセはへっぴり腰ごしで玉を投げるが、当然そんな調子では入るはずもない。ティル、ティオもティセに続くが、やはり入る様子はない。
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　他の生徒や参加者たちが投げる玉が、次々にカゴへ入っていく光景を見上げながらティセは言った。

「何となく楽しいような気がします」

「割と楽しいね」

「楽しいかも知れないわね」

「だから……、まぁいいか」

　さすがの広大も呆れるばかりであった。




「今日は楽しかったです、お誘さそいいただいてありがとうございました」

　校門の前で静花は深々と頭を下げた。

「ティルも楽しかった～～ッ！」

　喜色満面でティルも言った。そんなティルに続いてティオも言う。

「まぁつまらない事はなかったわね」

「ティルやティオも来てくれてお姉ちゃんは大変うれしかったです」

　ティセは上機嫌で両手をぱたぱたさせる。

　体育祭も無事に終了。広大たちはホームルームが終わるまで待ってくれていた静花たちを送る所だ。

「今日はあの執しつ事じさんは迎むかえに来てくれないのね」

　駅へ向かうという静花に桜子は言った。

「ええ、何か用事があるとかでしばらくお休みするそうで……」

　静花のその返答に広大は困った顔をする。

「う～～ん、それは困ったな。村むら井いさんがいないと、静花ちゃんのスケジュール調整が難しくなるな」

　上かみ温おん湯ゆ家の使用人村井は、静花がティルと契けい約やくした事に理解を示し、スケジュールの調整も行ってくれているのだ。父、伊い佐さ武むが余りｂｉｏクラフトに好意的ではないという事もあり、村井がいなければ静花がティルと行動を共にする事は出来なかっただろう。

「ええ、でも二、三日という事ですから……」

　そうは言うものの、静花の表情は曇くもっている。どうやら二、三日休むというのは、本当の事ではないようだ。広大たちを心配させない為ためにそう言ったのだろう。

　その空気を察したのか、恵子が周囲を見回して尋ねた。

「ところでアイシャはどうしたの？」

「さっきも言ったじゃないか、なにか用事を思い出したから一いつ旦たん、教室に戻るって」

「あれ、そうだっけ？」

　恵子は首を傾げるが、校舎を出ると同時に、アイシャは広大に教室に戻ると告げたのだ。恵子には言ってなかったのか。広大は少し意外に思う。

「ティセは何か聞いているか？」

　広大にそう尋ねられたティセだが、少し首を傾げ、しばし両手をぱたぱたさせ、さらに眉まゆをひそめて何か考え込む。その後にようやく答えた。

「聞いていません」

　知らないわけではなさそうだが、アイシャから口止めでもされてるようだ。

　これ以上は聞かない方がいいな。広大はそう考え、敢あえてそれ以上は尋ねなかった。

「そういえばあーちゃんもホームルームには来なかったわねえ。なにかあったのかしら」

「言われてみれば、そうだな。気になる」

　桜子も不審に思ったようだ。

「連絡はしてみたんですか？」

「いや、体育祭の後片付けで忙いそがしいだけだと思って」

　そう言う広大の横で恵子が携帯を取り出しかけ、そして途と中ちゆうでその手を止める。

「あ～～、アイシャは校内じゃ携帯の電源切ってるんだっけ。ちょっと私、様子を見てくるわ」

「おい、恵子。別に急ぐ理由は……」

「いいのいいの。どうせノート忘れちゃったし。先に帰っていて」

　恵子は言うなり、学校の方へ戻って行ってしまった。

　ひょっとして家に帰りたくないのかな……。広大はそう考えたが、静花や桜子のいる前だ。口に出す事は控えた。

「何事もなければいいんですけどね……」

　校門へ入っていく恵子を見送り静花がそう言う。恵子が校門に入ると同時に、その向こう側の道路の角を曲がり一台のリムジンが現れた。

　ナンバーには見覚えがある。静花の家のクルマだ。

「村井さんが迎えに来てくれたんじゃないの？」

　広大はそう言うがとうの静花は訝いぶかしげな顔だ。

「そんなはずは……。お父さまは村井さんは当面休むと……」

　先程、隠していた話をうっかり口にしてしまい、静花は慌てて黙り込む。そんな静花に広大は桜子と視線を交かわし合った。どうやら静花の家で何か起きてるのは間違いないようだ。

　リムジンは広大が思ったとおり、静花の前でぴたりと止まり、運転席のドアを開けて一人の男が姿を現した。

　村井ではなかった。広大には見覚えのない中年の男。しかし静花はその男を知ってるようだ。

「あの、どうしたんですか。斉さい藤とうさん。今日は電車で帰ると……」

「お迎えに上がりました、静花お嬢じようさま」

　うむを言わせぬ口調で斉藤と呼ばれた男は言った。

「急ではございますが、お父さまより迎えに伺うかがうよう仰おおせつかりまして」

「お父さまから？」

「はい」

　静花の表情が強こわ張ばるのを広大は見み逃のがさなかった。

「あの、静花ちゃん……」

　そう言う広大に斉藤と呼ばれた男は鋭するどい視線を投げ返す。それは広大が反射的に身構えるほど、敵意に満ちたものであった。

　その雰ふん囲い気きを察したのか、静花は二人の間に割って入った。

「分かりました、斉藤さん。お車で送って下さい」

「はい、静花お嬢さま」

　斉藤は慇いん懃ぎんにそう答え、リムジン後部座席のドアを開ける。

「それでは失礼します。なにかあったらまた連絡いたしますので」

「静花！」

　何かを察したのか、ティルが不安げな表情で叫んだ。その横でティセが激しく両手をばたばたさせ、ティオが訝しげな視線を斉藤に注いでいた。

「明日、また学校で会いましょう。ティル」

　静花がそう言い終えるのを待って斉藤はドアを閉めた。そして広大たちには挨あい拶さつ一つせず、運転席に乗り込むとリムジンを走らせる。

「なにか様子が変ね」

　リムジンが道路の角を曲がると同時に桜子がそう言った。ティオも肯いてみせる。

「絶対、あの男は悪人よ」

「見かけで判断するのは良くないけどな。でも気になるな……。あとでまた連絡してみようか」

「それなら私の方から連絡するわ。女の子同士の方がいいでしょう。どうも静花ちゃんのお父さん、かなり厳しい人みたいだし」

　広大も桜子の提案に肯く。

「うん、じゃあお願いできるかな」

　ティルはリムジンが消えた道路の角を、指をくわえながらしょんぼりとした面おも持もちで見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶかな、静花」

　ティセはそんなティルの肩かたをそっと抱だき寄よせて言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。みんながついています。みんな一緒です」




「今さら……、何の用ですか」

　夕焼けに染まる教室にはアイシャの姿しかない。しかしアイシャのその呼びかけに応じて、夕焼けの色よりも更さらに赤いマントがゆっくりと何もない空間から浮かび上がる。

　赤いマントで口元まで隠した男。オネストホワールウィンドだ。量子ブラインドに隠れながら、敢えてアイシャに自分の気配を感じ取らせ、この場に来るように仕向けたのである。

「ノーブルウィンド。最後の忠告だ。私と一緒に来られないのならば、せめて地球人との件については手を引け」
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「どういう意味ですか……」

　すでに覚かく悟ごは決めている。アイシャは決意の表情でゆっくりとオネストホワールウィンドへ歩み寄る。

「間もなく結論が出る。『アブソリュートガーデン』が送った使者が『グレイテストソリチュード』と接せつ触しよくするだろう。しかしどんな結論が出たとしてもサウザンドメイズィスは納得しない。そしてそれは私もそうだ」

「結論はすでに出ています」

　アイシャは答えた。

「私は常にティセさまと共にあります。そしてティセさまはこの世界と共に生きる事を望んでいます」

　しかしオネストホワールウィンドはアイシャのその言葉には関心がないようだった。

「地球人との契約を解除しろ、アイシャ。そしてこの惑わく星せいに関するすべての事を忘れろ。それがお前の為だ！」

「たとえ、それがあなたの言葉でも……。オネストホワールウィンド、あなたの願いであっても……」

　身体の震ふるえを押おさえるように、自分自身の両りよう肩かたに手をやりアイシャは言う。

「私はこの惑星ほしで出で逢あった人たちの事を忘れたくありません」

「私の為ではないのだ、アイシャ！　ｂｉｏクラフトは地球人と共に歩めない。お互たがい不幸になるだけなのだ！　お前が如い何かに地球人を愛したとて、その寿じゆ命みようはたかが十数年。お前はその後も地球人の記き憶おくをとどめて永遠に生きていかなければならないのだ！」

　オネストホワールウィンドが伸のばした手を無視してアイシャは答える。

「覚悟はしています」

　アイシャは言った。

「私は、恵子や広大や、みんなの記憶と共に、永遠に生きる事を望みます。今ならそれがはっきりと分かる。分かってしまったんです」

「そうか……」

　オネストホワールウィンドは手を戻した。

「それならばもう何も言うまい。ノーブルウィンド。しかし私はｂｉｏクラフトと地球人全体の未来を考えて、なお両者が共に歩むべきではないと考える。そしてその為に行動する。それを邪じや魔まするならば、お前であっても容よう赦しやはしない」

「……覚悟はしています」

　アイシャはまたその言葉を繰り返した。言葉が終わる時には、すでにオネストホワールウィンドは量子ブラインドの中へ姿を消し、開いた窓から校舎の外へと出て行った後だった。

　これでいいんですよね、ティセさま。恵子……。

　その時である。リノリウムの廊ろう下かを走る耳慣れた足音が飛び込んできた。それも近づいてくるのではない。遠ざかっている。慌ててこの場を立ち去ろうとしているのだ。

「恵子！」

　アイシャは思わずその足音の主の名を叫んでいた。

　聞かれた!?　聞かれて困るような話はしてない。しかし地球人である恵子に、今の会話が意味する事をどこまで把は握あくできるだろうか。それでなくとも今の恵子は家庭の事で、情じよう緒ちよ不安定なのだ。

「待ってください、恵子！　恵子……!!」

　慌てて教室から飛び出したアイシャだが、すでに恵子の姿は廊下から消えていた。







[image: ]







《ＰＨＡＳＥ―０８：０５　炉ろ座銀河団～the Fornax Cluster～》







　地球から六五〇〇万光年。炉ろ座銀河団の一角で二体のｂｉｏビオクラフトが、互いのドリルを回転させて戦っていた。それはさながら闘とう牛ぎゆう同士の対戦を思わせる光景だった。

「内うち山やま田だぁーッ!!」

　アンリは絶ぜつ叫きようと共にサテライトを振ふり抜いた。それに呼応してｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』は四本のドリルを高速回転させて突進する。

「まぁまぁ、落ち着けよ。アンリくん」

「これが落ち着いていられるか！」

　四本衝角ビショップ級の『ステディレクブレイション』の突進を、三本衝角ナイト級『サスペンデッドレイン』が身軽に躱かわす。

「一緒に地球へ戻るか、あるいはこの場で『ステディレクブレイション』のドリルで貫つらぬかれるか、どちらかを選べ!!」

　立体映像の向こうにいる内山田は、普段と変わりない笑えみで答えた。

「どっちもＮＯだ」

「いい加減にしろ、この裏切り者！　お前は俺や広こう大だいたちの味方をしていながら、こちらの情報をあの『アブソリュートガーデン』や『アミークス』に流していたんだろう！」

「なるほど、それは間違いない」

　肩をすくめて内山田は答えた。

「しかし君たちは一つ誤解をしている。『アブソリュートガーデン』は別に地球人に敵意があるわけではない。なるほど確かに地球人を一方的に排はい除じよしたい勢力もあるのは事実だ。でも本当の事を知りたい連中も多いんだ。僕ぼくと同じでね」

「だったら、俺たちを騙だます必要なんて無いじゃねえか！」

　立体映像の向こうの内山田に、サテライトの先にあるドリルを突つきつけてアンリは叫んだ。

「イモータルヌーンがいる以上、そうもいかない。彼女は隠しておきたい事があるんだ。地球人とｂｉｏクラフトの、根本的な関係をね。それは地球人にとっても、ｂｉｏクラフトにとってもショッキングな事なんだろう。なんだと思う？」

「知るか！　行くぞ、ビュート。あの野郎をドリルでぶち抜いてやるぜ」

「承知しました。アンリ。しかし……」

「しかし、なんだ？」

「あの内山田と『サスペンデッドレイン』。なかなかのやり手です。うかつに仕し掛かけるのは危険です」

　いつになく慎重なビュートだが、怒いかりに我を忘れているアンリにその忠告は届かない。

「そんな事は分かってる。だけどこっちだってそれなりに場は踏んでいるんだ。奴に負ける訳がない！」

「ここまで来たのです。『サスペンデッドレイン』の目的地は分かっています。応おう援えんを呼んだ方が無難なのではありませんか？」

「あいつを逃のがしたのは俺の責任だ。今さら応援なんて……」

「ちょっと待ってください」

　アンリのその答えを遮さえぎり、ビュートは耳を澄すますように首を傾かたむける。

「来てしまいました」

「なにがだよ？」

「応援です。繋つなぎます」

　ビュートがそう答えると同時に、新たな立体映像が浮かび上がる。そこに現れたのはノワであった。続いて接近中のメリグナントクラフト三体も映し出される。どうやら月光三兄きよう妹だい揃そろって後を追いかけてきたようだ。

「言っておくが応援というわけではない。お前たちを連れ戻しに来た。アンリ・ウー、お前も同様だ」

「どうしてここが……。炉座銀河団というだけで、詳しい位置は分からないはずだ」

「イモータルヌーンが、内山田王おう司じを怪あやしいと睨にらんで監かん視しをつけていたそうだ。この辺りという事しか確かく認にんできなかったのだが……」

　そこでアンリはおおよその事情を察し、接続シートのビュートに向かって声を荒あららげた。

「おい、ビュート！　お前まさか……!?」

　憤いきどおるアンリとは対照的に、ビュートはいつもと変わらぬ口調で答える。

「はい、そうです。このままでは危険と判断しました。接近中のノワ・ルーナたちを探知したので、連絡したまでです」

「なぁ分かっただろう、アンリくん」

　立体映像の向こうで内山田は訳知り顔で言った。

「イモータルヌーンは信用できない。でも僕が知りたいのはイモータルヌーンの事じゃない。もう一つ、その陰かげに隠かくれている存在だ」

「月を動かした奴やつの事か？」

「まぁそう言う……、事だ!!」

　言葉の途中で内山田はサテライトを振り抜いた。

「……ちッ！　相変わらずだな!!」

　アンリが話に気を取られた隙に内山田が仕掛けたのだ。一いつ瞬しゆんにして『サスペンデッドレイン』が虚こ空くうを駆け抜け、そのドリルを『ステディレクブレイション』へ突き立たてようとする。アンリはサテライトで『ステディレクブレイション』を操あやつり、何とか『サスペンデッドレイン』の突進を切きり抜ける。

「アンリ。ナイト級はそもそも戦せん闘とうが主な目的のクラスです。下のクラスとはいえ、長時間の戦いになると不利です。ノワ・ルーナたちの到とう着ちやくを待ちましょう」

「あいつらはメリグナントクラフトだぞ！　お前はそれでいいのか？」

「少なくとも現在の目的は一いつ致ちしています」

　そんなビュートにノワが立体映像の向こうから答えた。

「それは恐きよう縮しゆくだな、『ステディレクブレイション』」

「礼を言う必要はない。ノワ・ルーナ。単に合理的な判断をしたまでだ」

「勝手にやってろ！」

　そう叫んだのはアンリだけではなかった。ノワに同行していたクレケンスも同じ台詞せりふを口にしていたのだ。気まずい雰囲気でアンリは唇くちびるを噛かむ。その隙に再び『サスペンデッドレイン』が襲おそいかかってきた。

「くそ……！　ここは癪しやくだが、守りに徹てつして……」

「生憎と僕もそれを待てるほど気が長いわけではないのでね」

　守りを固めようとしたアンリと『ステディレクブレイション』を掠かすめ、『サスペンデッドレイン』は炉座銀河団の彼方かなたへと飛び去ってしまう。内山田のその言葉を最後に立体映像の通信も切れてしまった。

「待てっ!!　内山田！　追うぞ、いいな。ビュート、ノワ!!」

「異存はありません。しかし……」

　ビュートはまた耳を澄ますような仕草をしてみせる。立体映像の向こうのノワも何か精神を集中しているようだ。

「うむ。こちらも確認した『ステディレクブレイション』。取りあえず先行しつつ、到着を待つ事としよう」

「承知した。ノワ・ルーナ」

　そう言うとビュートは制御デッキの上にいるアンリへ向き直る。

「アンリ、現在『グロリアスドーン』がこちらへ向かっているそうです」

「広大とティセが地球を離れても大丈夫なのか？　またこの前のような事があったら……」

　心配するアンリにビュートは言った。

「『アウグストダスク』と『トランクルナイト』が残ってるようですから大丈夫でしょう。ただどうも何がトラブルがあったようで『アウグストダスク』は動けないようです」

「すると『トランクルナイト』だけか」

　少し落ち着いたのか、アンリは制御デッキにあぐらをかいて座すわる。

「大丈夫なのか、あの二人で。相当性格が悪いからな」

「それこそまさにお前が言うかだろう？」

　そんなアンリを立体映像に映ったクレケンスがからかう。アンリは舌打ちをしたものの、クレケンスに言い返す事はせず、ビュートに向かって言った。

「じゃあこのまま内山田を追つい跡せきするという事で良いんだな。それで奴の目的地だけど……」

「無理をするなとアーネチカから伝言されています。それと目的地ですが、ここまでくればあそこしかありません」

　そう言うとビュートは炉座銀河団の一角が映る立体映像を拡大する。

「実に素す晴ばらしい。素晴らしい眺ながめです」

　感情を見せる事が少ないビュートが、その光景に感かん嘆たんする。ｂｉｏクラフトにとってそれは無理からぬ事だろう。

　そこには銀河をバックに巨きよ大だいなドリルが映っていたのだ。ｂｉｏクラフトではない。ただのドリルが一本、正確を期すならば巨大な円えん錐すい一つが宇宙空間に浮いてるのだ。

　しばしそれを眺めていたアンリは、その事実に気づいて驚きよう愕がくする。

「まて、こいつ……。デカいぞ!?」

　デカいなどと言うものではない。ドリルはすぐ近くに見えるガス星雲に影かげを落としているのだ。すぐ近くといっても宇宙空間である。数光年離れているのは間違いない。

　数光年先のガス星雲に影を落とすドリルなんて……。

「キングか!?」

「私もご本人を拝見するのは初めてです」

　遜へりくだった言い方でビュートは答えた。

「あのお方は、恐らく……。キング級ｂｉｏクラフトにして光円錐の賢けん者じや『大いなグレイテストる孤独ソリチユード』……」




　無辺なる宇宙で時間を語る事は難しい。時間の流れは一定ではなく、宇宙の各所で異なるからだ。それでも敢えて言うならば、アンリと内山田が炉座銀河団の一角でドリルを付き合わせた時から遡さかのぼる事数日前の地球。

　広大たちは北ほく綾りようグラウンド地下のＵＮｂＡＲ日本支局特別分室兼けんＵＮｂＡＲガード極東支部でこれからの対応を検討していた。




「じゃあ静しず花かちゃんのお父さんは、ＵＮｂＡＲとの話し合いも拒きよ否ひしてるわけですか」

　そう言うと広大はテーブルの隅すみに座ったティルへと目をやる。ティルはすっかりしょげかえってしまい、さっきからひと言も発しない。ティセとティオが傍かたわらについて声をかけるが、うんうんとたまに肯うなずくだけなのである。

「携帯も取り上げられて、メールも受信できないようね。体育祭の当日から何度も連絡しているんだけど全然繋がらないわ」

　桜さくら子こも嘆たん息そくするばかりで打つ手がないらしい。

　体育祭が終わってから数日。静花とはまったく連絡が取れなくなっていた。学校も月曜日から休んでいる。

「いや、ここだけの話だけどね」

　ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室兼ＵＮｂＡＲガード極東支部なのだから関係者しかいないはずだ。ここだけの話も何もないはずだが、渋しぶ沢さわ課長はそう前置きしてから言った。

「ＵＮｂＡＲのデータベースでは、静花さんのお父さん、上かみ温おん湯ゆ伊い佐さ武むさんはｂｉｏクラフトとの共生についての反対派という事で登録されているんだよ。ここ最近、目立った活動はしていなかったので、私たちもあまり気に留めていなかったのだけれどもね」

「やっぱりその線か……」

　広大が唇を噛む。

「ティルのせいなのかな……」

　渋沢の言葉にティルが蚊かの鳴くような声でそうつぶやく。

「ひゃみがーも倖さちも心配してるのに……。静花が学校へ来られないのは、ティルのせいなのかな……」

「そんな事はありません、そんな事はありません、そんな事はありません」

　ティセはティルを元気づけるつもりなのか、いつもより激しく両手をぱたぱたさせる。

「そうよ、あんたのせいなんかじゃないわよ。静花のお父さんが悪いのよ」

　さすがのティオもいたたまれないのか、ティルを励はげまそうとする。続いてラヴィーも声を掛かける。

「そうだ、ポメラニアンのせいではないぞ！　まったく融ゆう通ずうの利きかない親だ！」

　ティルが落ち込んでいるのは分かるが、今はどうにもならない。貴族パトリシヤンの契約パートナーである静花は、ＵＮｂＡＲはもちろん、地球人やｂｉｏクラフトにとっても重要な人物である。いつまでも身動きが取れないのではいざという時に大変な事態となる可能性がある。

　ＵＮｂＡＲは正式に上温湯伊佐武に使者を送り、事情説明を行いたい旨むね、連絡したのだが、これまでに色よい返事はない。

「とにかく、上にも掛け合あって説得して貰もらいますよ」

　渋沢はそう言うしかなかった。

「あと問題はアンリさね」

「そろそろノワたちが追いついている頃ころですかね」

　広大はそう言った。アンリが失しつ踪そうしたという報告を受けたイモータルヌーンは、内山田が怪しいと睨み監視をつけていた事を知らせた。そして内山田と契約ｂｉｏクラフト『サスペンデッドレイン』が炉座銀河団へ向かった事も教えたのだ。

　それを聞いたノワたち月光三兄きよう妹だいがアンリと内山田を追い出発したのである。

「それなんだけどさ、イモータルヌーンは広大くんやティセたちにも王子さまを追いかけて欲ほしいって言ってるのさ」

「それはさっきも聞きましたけど……」

　広大は今ひとつ納得がいかないようだ。

「なんで俺とティセが、炉座銀河団までいかないといけないんですか？　どうもイモータルヌーンの話では、単にアンリを連れて帰るというよりは、王子さま先生が向かっている先に問題があるようですけど……」

「ううむ、それは私も……」

　その時だ。広大とアーネチカの間にティセが入ってくる。

「大体、予想はつきます」

　手を差さし伸べるようにしてそう言った。

「イモータルヌーンはそこにいる人に、私たちを会わせたいのでしょう」

「そこにいる人？　ｂｉｏクラフトの事か？」

　ｂｉｏクラフトと契約して地球人の活動範はん囲いが広がったとはいえ、好きこのんで炉座銀河団で暮らしている人間が居るとも思えない。ティセは広大の問いに両手をぱたぱたさせて肯こう定ていの意を表した。ティオも察しが付いたようだ。

「なるほど、あいつか。あんな所で寝ねていた訳ね」

　広大や桜子、アーネチカは首を傾げるが、ティセ、ティオはそれ以上は話したくないようだ。さらに問い返したところで、何か答えてくれる雰囲気ではない。

「行ってみるしかないな」

　広大はそう言うと、ティセも歓かん迎げいするように両手をぱたぱたさせる。

「静花ちゃんが動けない状じよう況きようじゃ、みんな一いつ斉せいに地球を留守にするわけにもいかないわね。私たちは残った方がいいかしら」

「そうさね。桜子ちゃんとティオは地球に残って欲しいのさ。またこの前みたいな事があったら困るさね」

　アーネチカはそう言うと、また広大の方へ向き直る。

「恵けい子こちゃんの方はまだ揉もめてるさね？」

「ええ、まぁ。どうも何かあったようで……。アイシャともここ二、三日、ろくに話をしてないそうです。それで今日、アメリからお爺じいさんが来て、新宿のホテルで話し合いをするとかで……。アイシャは恵子の家で連絡を待っているんですけど……」

　頭を掻きながらそう言う広大に、アーネチカも渋しぶい顔をしてみせる。

「う～～ん、こっちも長引きそうさねえ」

「じゃあ、大おお空ぞらくんにはアーネチカくんとヒュージンが同行するという事で良いかな。途中まではＥＳフレームを使用する事でいいかね。上に申しん請せい書しよを出しておく」

　今までは事務手続きは内山田がやっていたのだが、今では渋沢がそれを代行している。

「それでお願いするのさ。ついでに私らが学校休む事についても、何か適当な理由をつけて申しん請せいしておいて欲しいのさ」

「あ～～、それもありましたねえ。やれやれ内山田くんがいないと色々と面めん倒どうですね」

　そうぼやき渋沢は苦く笑しようする。

「それでは急ぎましょう」

　手を差し伸べるようにしてそう言うティセに広大は肯いた。

「うん、急ごう。あーちゃん司令、じゃあＥＳフレームの準備を」

「おお、旭きよく天てん号発進なのさー！」

　沈しずみがちな一同を鼓こ舞ぶするかのようにそう声を上げアーネチカは司令室を出て行く。広大とティセもアーネチカに続き、渋沢も残った桜子たちに挨拶すると部屋を出た。

「じゃあ私は上で待っているから」

　ティオにそう声を掛け、桜子は地上へ繋がるエレベーターへ向かう。桜子が出て行ったのを確認してから、ラヴィーはまだ沈み込んでいるティルに向かって言った。

「静花を助けに行こう、ポメラニアン！」

　ラヴィーのその言葉にティルはきょとんとして顔を見上げる。一方、ティオはすぐさま反応して見せた。

「いいわね。どうせＵＮｂＡＲに任せておいても埒らちが明かないわよ。私たちで何とかしましょう。うるさいティセが居ない今がチャンスよ」

　ラヴィーとティオの言葉に、ティルはパッと顔を輝かがやかせる。

「うん、行こう！　みんなで静花を助けに行こう!!」

「よし、そうと決まったら早い方がいい。まずはうちで作戦を……」

　ラヴィーがそう言いかけた時だ。出入り口の方からやにわに声が掛けられた。

「そんな事だろうと思ったわ」

　桜子である。何か察したのだろう。部屋を出て行ったふりをして、出入り口のすぐ外で聞き耳を立てていたようだ。

「あんたたちだけで、動いても話をややこしくするだけよ」

　そう言う桜子だが、ティオは動じる気配もなく言った。

「だから桜子が協力してくれるんでしょう？」

　ティオのその言葉には、桜子も虚きよを突かれたようだ。一瞬、驚おどろきの表情を浮かべてみせる。

「それは……」

　何か言いかけたものの、桜子は途中で口をつぐみ、少し考え込む。そしてややあってから、うんざりしたような顔で頭を掻きながら言った。

「仕方ないわね。あんたたちだけじゃ何をしでかすか分からないから付き合ってやるのよ。言っておくけど、私の指示には従いなさい。その代わり、私も渋沢さんたちには言わないでおいてやるわ」

「おお、ツンデレだ、ツンデレ」

「ツンデレ？」

　聞き返すティルにラヴィーは説明する。

「普段はツンツンしていて、ここぞという時にデレデレするのだ」

「桜子はツンデレだものね」

　調子に乗ってそうはやし立てるティオに桜子は少し顔を赤らめて声を上げた。

「こういうのはツンデレじゃないのよ！　ツンデレっていうのは、もうちょっとほら……。もう、いいわ。まったく。そんな事、言ってると付き合ってやらないわよ！」




　その数日後、アンリとノワたち月光三兄妹は、炉座銀河団の片かた隅すみにあるその場所へとたどり着いていた。

　それは宇宙空間と言うには余りにも異様な光景だ。『ステディレクブレイション』の目前は巨大な壁かべが立ちふさがっている。言うまでもなく、それはあの巨大なドリル型ｂｉｏクラフト『グレイテストソリチュード』のごく一部。近づいてみるとその壁は完全に光を遮しや断だんしているわけではなく、半はん透とう明めいである事が分かる。そしてどうやら通とおり抜ぬける事も出来そうだ。微び粒りゆう子しかガスが薄うすく拡散してドリルのような形状を作っていると言った方が適切だろうか。もっともｂｉｏクラフトを形成しているのは、物理的な意味での物質ではない。空間の状態なのだ。おそらく微粒子かガスのようなものも、同じ空間の状態が実体化したものだろう。

　しかしアンリたちが注目したのは、巨大なドリルを形成している存在ではない。その側で戦っている二体のｂｉｏクラフトだ。

「なんだ、ありゃあ!?」

　思わずアンリが声を上げた。間ま違ちがいない。一体はナイト級『サスペンデッドレイン』。問題はもう一体である。

　ドリルがない。形状からして補助オーグメントクラフトでもない。しかしチェーンソー状の構造物も持っていない為、メリグナントクラフトというわけでもない。

「あれは……、貴族パトリシヤンか？　それもクイーン級……」

　最上位のｂｉｏクラフトであるキング級は恒こう星せい系単位。そしてそのすぐ下にランクされるクイーン級は武器を思わせる形状をしている。『グロリアスドーン』が剣つるぎ、『アウグストダスク』がハンマー、そして『トランクルナイト』が大鎌がま。

　アンリがその形状からクイーン級と判断したのも当然であろう。それは巨大な斧おのの姿をしていたのだ。

　もっともそれはティセたちでいう所の『突端クレストンモード』らしい。巨大と言ってもその大きさはせいぜい百数十メートル。相対している『サスペンデッドレイン』よりやや大きい程度だ。それでも宇宙空間を巨大な斧が飛び回り、その刃はを振るっているのは異様な光景であった。

「おい、ビュート！　あれはクイーン級なのか？　ティセたち以外にもクイーンはいるのか？」

「私は見た事がありません。しかし『グロリアスドーン』たち以外にもクイーン級がいてもおかしくはありません」

「おかしくはないって……」

「どうするアンリ・ウー」

　通信用立体映像の向こうからノワ・ルーナが尋たずねた。

「我々はどちらに味方するべきかな？」

　問われたアンリは答えに窮きゆうした。確かにここまで内山田と『サスペンデッドレイン』を追いかけてきた。まずは内山田を捕とらえる事が先決のはずだ。だからといって正体不明の、それも今まで見た事がないクイーン級ｂｉｏクラフトに味方するのも躊ちゆう躇ちよする。さらに言うなら、どう見ても『サスペンデッドレイン』の方が一方的に押されているのだ。

　虚を突かれたとはいえ、アンリの『ステディレクブレイション』と月光三兄妹を軽くあしらい逃とう走そうした『サスペンデッドレイン』。それを一方的に攻せめているとは。

　あいつ、強いぞ。アンリはそう察していた。

「クイーン級かどうかは知らねえが、あのｂｉｏクラフト。何か妙みような雰囲気があるぜ」

「そうですの。禍まが々まがしい気配というか、殺気みたいなものを感じますの」

　クレケンスとプレーナがそんな事を言ってるのが耳に入る。

　お前らが言うか！　そう一いつ喝かつしてやろうと思ったアンリだが、言葉が喉のどから出てこない。同じような嫌いやな気配をアンリも感じ取っていたのだ。

「やぁやぁ、アンリくんにノワ。これはいい所で会ったね」

　やにわに立体映像が映し出されると、内山田がそう言ってきた。アンリが一いち瞥べつをくれてもビュートは何も答えないが、内山田からの通信を繋いだのは間違いない。

「悪いけど、ちょっと手伝ってもらえないかな。あいつ、なかなか強敵だぞ」

　内山田は軽い口調でそう言うが、へとへとになってるのは一目でわかる。どうやら見た目より押しまくられているようだ。

「しかも一気にとどめを刺さしてこない。完全に遊ばれちゃってるなこれは……。おっとまた来た」

　内山田はサテライトを振るい、突とつ進しんしてくる謎なぞのｂｉｏクラフトから『サスペンデッドレイン』を回かい避ひさせる。

「おい、待てよ。どうして俺おれたちが……」

「アンリ、来ます」

　謎のｂｉｏクラフトは『サスペンデッドレイン』を狙ねらっていた訳ではなかった。『サスペンデッドレイン』へ向かうと見せかけて、接近してきた『ステディレクブレイション』と月光三兄妹へ襲いかかってきたのだ。

「ちッ、こざかしい奴だ！　でもこれで戦う相手を選ぶ手間が省けたぜ」

　アンリはサテライトを構え、突進してくる斧型のｂｉｏクラフトへ立ち向かう。

「螺ら旋せん衝！」

　気合いと共にサテライトを突き出す。それに応じて『ステディレクブレイション』も四本のドリルを回転させて斧型ｂｉｏクラフトへ突進していった。しかし斧型ｂｉｏクラフトはそれを難なく躱して、ドリルの死角から『ステディレクブレイション』へ斬きりかかる。

「助すけ太だ刀ちさせて貰う！」

　不定形のメリグナントクラフト『ノワ・プレーナ』から伸びたチェーンソーが斧型ｂｉｏクラフトへ巻き付こうと伸びる。辛かろうじて『ステディレクブレイション』へ直ちよく撃げきを防げたものの、斧型ｂｉｏクラフトは返す刀で、月光三兄妹へ襲いかかっていった。

「おっと、僕を忘れちゃ困るな！」

　そう言って斧型ｂｉｏクラフトと月光三兄妹の間に割り込んできたのは、内山田の『サスペンデッドレイン』であった。

「あんたどっちの味方だ！」

　叫さけぶアンリに内山田はしたり顔で答える。

「いやいや、僕はみんなの味方だよ。そして何よりも真実の探求者だからね」

「なんだそりゃ」

　呆あきれている場合ではない。一瞬の隙すきを逃のがさず斧型のｂｉｏクラフトは襲いかかってくる。

「言い争いをしている場合ではないな。気を抜くとみんなやられるぞ」

　ノワのその指し摘てきにはアンリも同意させざる得ない。

「分かった。気合いいれて行くぞ」

　そんなアンリにビュートが報告する。

「『グロリアスドーン』が接近中です。アンリ、無理をせずに『グロリアスドーン』を待った方が得策です」

「それが出来ればな！」

　迫せまり来る斧型ｂｉｏクラフトに対して、アンリはサテライトを構え直しながらそう答えた。




「君は知っていたのかい？」

　グリーンデイブレイクの問いにサイレントカレントは答えた。

「いいえ、知りませんでした。以前から知っていれば、彼かれへの対応もまた変わっていたかと思います」

「なるほど」

　直立不動で立つサイレントカレントからは、ソファに座るグリーンデイブレイクの表情は見えない。しかしサイレントカレントはグリーンデイブレイクが笑ったように思えた。

「では彼の正体を知った今ではどうなのかな？」

「対応は変わりません」

「そうか……」

　そう言うとグリーンデイブレイクは立ち上がる。

「サウザンドメイズィスという名も、本当の名前ではないのだろうな」

　グリーンデイブレイクの言葉にサイレントカレントは肯いた。

「そうでしょうね。ナンバリングタイプが貴族にいるとは聞いた事がありません」

「念のために僕も出る準備はしておこう」

　そういうとグリーンデイブレイクは厳しい表情で、『サイレントカレント』のキャビンから出て行こうとする。その途中で足を止め、ホロン体のサイレントカレントに確認した。

「『グロリアスドーン』が接近して居るんだろう？　彼は、『サウザンドメイズィス』は知っているのか？」

「恐おそらく探知はしているでしょう」

「そうか」

　そうとだけ答えてグリーンデイブレイクはキャビンを出て行った。

　サイレントカレントは思いを巡めぐらせ、外部の様子を映す立体映像へ目をやる。ｂｉｏクラフト形態となっているのだから、わざわざそんな動作をする必要はない。情報を直接、自身で認にん識しきできるのだが、敢あえてサイレントカレントはそうした。

　立体映像に映るのは斧型ｂｉｏクラフトが、『ステディレクブレイション』『サスペンデッドレイン』そして月光三兄妹を圧あつ倒とうする様子。

　まさか、サウザンドメイズィスがクイーン級ｂｉｏクラフトだったとはな……。しかしこれで色々と合が点てんがいく。どうやら裏で全すべての糸を引いていたのだろう。

　単独起動のノウハウ、『アミークス』、そしてかつてあったという『審しん判ぱんの四姉妹』の仲なか違たがい。

　さて、では私はどうするべきか……。

　サイレントカレントは思いを巡らせた。




「あはははははははははは！」

『ステディレクブレイション』のキャビンに哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。それは『サスペンデッドレイン』や月光三兄妹も同様のようだ。みんな何事かと周囲を見まわす。

「回線に強制入力があります。あのクイーン級のようです」

　ビュートがそう報告すると同時に、立体映像が浮うかび上あがった。

「なかなか頑がん張ばるね、君たち。ちょっと感心したよ」

「お前、サウザンドメイズィス!?」

　間違いない。立体映像に浮かび上がったのはサウザンドメイズィスだ。しかし何よりアンリが驚いたのは、サウザンドメイズィスが肩に担かつぐように持つサテライト。それは斧の形をしていた。

「お前、契約パートナーというわけじゃないな。貴族パトリシヤン、あのクイーン級なのか!?」

「まぁそういう事だね」

　サウザンドメイズィスはふてぶてしい笑みを浮かべてみせる。

「さて、それじゃそろそろ後片付けといこうか。『グロリアスドーン』が近づいてきているらしい。さすがに僕一人じゃ、『審判の四姉妹』の刃の次女相手じゃ不利だ。あの子が来る前に始末をつけさせて貰うよ」

「こりゃ駄だ目めだな。全員、撤てつ退たいしろ。ここは僕に任せてくれ」

　内山田がそう命じる。しかしすぐにアンリが異を唱えた。

「今さら何を言いやがる。行くぞ、ビュート！　『グロリアスドーン』が来るまで時間を稼かせぐだけでいい！」

「しかしアンリ……」

「しかしも何もあるか！　行くぞ！」

「うんうん、なかなか感心だね」

　アンリの言葉にサウザンドメイズィスは嗤わらう。

「じゃあ君からだ」
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「逃げろ、アンリくん！」

　内山田が叫んだ。アンリはそれを聞き入れず斧型のｂｉｏクラフトへ『ステディレクブレイション』を突進させた。

「ふざけやがって、この野や郎ろう!!」

　アンリの叫びに、サウザンドメイズィスは大げさな悲鳴を上げた。

「うあああ、やられたああ！」

　立体映像の向こうでサウザンドメイズィスが膝ひざを突いた。

　なに!?　まだ斧型ｂｉｏクラフトまで間合いがあるはず。それなのに……。

　しまった！

「……なんてね」

　再び顔を上げたサウザンドメイズィスは嘲あざけりの言葉と共に斧型のサテライトを振るった。

「じゃあね、アンリくん。ステディレクブレイション！」




　次の瞬しゆん間かん、『ステディレクブレイション』の船体に、斧型ｂｉｏクラフトの刃が食い込んでいった。わずか一瞬で四本衝角のビショップ級ｂｉｏクラフトは真っ二つになる。




　アンリは何が起きたのか、即そく座ざには理解できなかった。手にしたサテライトが砕くだけ散ちり、キャビン全体がが光の粒りゆう子しとなって消えていく。

「なんだ、どうした？　おい、ビュート!!」

　制せい御ぎよデッキから飛び降り、アンリは契けい約やくｂｉｏクラフトのホロン体へ駆かけ寄る。

「やはりクイーンは強い。それだけです、アンリ」

　そう答えるビュートの身体も光の粒子となって消えて行くではないか。

「何があったんだ、ビュート！　俺たちは強い、負けるはずがないだろう!!　まだ大丈夫だ。今は不覚をとったが……」

「現実を認めてください。アンリ」

　ビュートは普ふ段だんから片目を閉じていた。しかし今、ビュートは両の目ま蓋ぶたを開き、正面からしっかりとアンリを見つめていた。

「我々は負けました。サウザンドメイズィスは強い。迂う闊かつでした」

「逃げるぞ、ビュート。近くに『グロリアスドーン』が来ている。そこに逃げ込めば……」

　アンリはビュートを接続シートから抱き起おこそうとして手を伸ばす。しかしその手は空を切るばかり。

「すでに私のｂｉｏクラフト体は破は壊かいされています。しかし安心してください、アンリ。あなたの生命は保証されます。停滞ステイシス空間フイールドに包まれるので、他ほかのｂｉｏクラフトに回収してもらえます」

　そう言うビュートの姿は、もう半分ほど光の粒子となって消えていた。

「お前はどうなんだ、ビュート！」

「ｂｉｏクラフトは死にません。どんなダメージを受けても必ず再生します」

「再生すると言っても……、一体何年かかるんだよ!?」

「さて……、私ほどのｂｉｏクラフトでしたら、ざっと四、五百年でしょうか」

　愕がく然ぜんとするアンリにビュートは笑いかける。それはアンリが見た、ビュートの最初で最後の微ほほ笑えみだった。

「お別れです、アンリ・ウー。あなたが契約パートナーで楽しかった。ただあなたはちょっと無む鉄てつ砲ぽうすぎます。これから気をつけてください」

「待て、待てよ。ビュート、何か方法があるはずだ。ティセが、イモータルヌーンが何とかしてくれるはずだ。何とか、何とか……！」

「私はあなたを忘れません、アンリ・ウー。忘れたくありません。だから……」

　ビュートが最後に何を言いたかったのか。アンリ・ウーは永遠に知る事が出来なくなった。

「ビュート!!」




「アンリくん！」

「アンリ・ウー！　ステディレクブレイション!!」

『サスペンデッドレイン』の内山田と、ノワたち月光三兄妹の前で、ｂｉｏクラフト『ステディレクブレイション』は光の粒子となって消えていった。

「パートナーなら無事だよ。停滞ステイシス空間フイールドに包まれてその辺に浮いてる。ｂｉｏクラフトなら回収できるはずだ。まぁｂｉｏクラフト本体の再生には数百年ほどかかるけどね」

　そう言うとサウザンドメイズィスは斧型サテライトを構え直す。

「さて、続きと行こうか」

　その時だ。宇宙の彼方から碧あおい閃せん光こうが走った。それは瞬またたく間まに空間を切り裂さき、斧型ｂｉｏクラフトへ向かって伸びる。

「『グロリアスドーン』!?　一気にジャッジメントモードで来たか。こうなると僕も……」

「サウザンドメイズィス!!」

　広大の雄お叫たけびが炉座銀河団に響いた。




　アンリとビュートの会話は、『グロリアスドーン』の広大の元へも届いていた。広大は残りの間合いを一気に詰つめる為ため、ジャッジメントモードになる事を選せん択たくしたのだ。それでも間に合わなかった。

　広大は怒りと悔かい恨こんとがない交ぜになった感情に任せて長ちよう剣けん型のサテライトを振るう。もはや広所恐きよう怖ふ症しようなどどこかへ吹ふき飛とんでしまっている。

「広大、落ち着いて下さい」

「分かってる……」

　ティセの忠告に広大は冷静になろうと務めるが、それでも怒りを抑おさえる事は出来ない。

　立体映像の向こうでは、斧型ｂｉｏクラフトが光に包まれ見る間に巨きよ大だい化かしていく。それは長斧型のｂｉｏクラフトになる。全長は二天文単位ほど。間違いなく貴族パトリシヤン、それも武器の形状をしているのだからクイーン級なのだろう。広大はそう考えティセに尋ねる。

「ティセ、あのｂｉｏクラフトを知ってるか？」

「いいえ、知りません」

　ティセは即座に答えた。

「私たち姉妹以外にも、いわゆるクイーン級はいるはずですが、あのようなｂｉｏクラフトは知りません」

　じゃあ一体……。しかし考えてる余よ裕ゆうはない。広大を怒りが突き動うごかす。

「何でもいい！　ノワたちを収容してくれ。内山田先生も……」

　そう言いながら広大は長剣型サテライトを振りかざす。

「だけどあいつは、サウザンドメイズィスは倒たおす!!」




　天文単位の刃を持つ長剣が、やはり同様の規模の長斧へ斬りかかる。長斧は何とか長剣の一いち撃げきを受け止めたものの、そのパワーを受け流す事は出来ず、そのまま押おし切られる。両者の速度は亜あ光こう速そくに達して、一気に数百天文単位を飛び抜けた。

　長斧型ｂｉｏクラフトはようやく『グロリアスドーン』から離はなれたもののそれも束つかの間。怒りにまかせた広大が振るうサテライトに応こたえ、『グロリアスドーン』は二度、三度、そしてさらに数度、長斧型ｂｉｏクラフトへ斬りかかっていった。

　さしものサウザンドメイズィスも打つ手無しと思われた時だ。

　長斧型ｂｉｏクラフトの背後から、巨大な手がぬっと現れたのだ。その巨大な手は、長斧型ｂｉｏクラフトの柄えに当たる部分を掴つかみ、そしてそれを『グロリアスドーン』へ向けて振り抜く。




「なに……!?　グリーンデイブレイクか!?」

　長斧型ｂｉｏクラフトとメリグナントクラフト『グリーンデイブレイク』のコンビネーション攻こう撃げきに広大がたじろいだ時だ。『グリーンデイブレイク』は長斧型ｂｉｏクラフトを握にぎったまま逃走を始めた。

「待て、サウザンドメイズィス!!」

　怒いかりのままにさらに追跡しようとする広大をティセがたしなめる。

「アンリを回収しましょう。それに私たちの目的は、サウザンドメイズィスと戦う事ではないと思います」

　ティセのその言葉に広大は我に返った。

「そうだな……」

　広大は長剣型サテライトを下ろす。そんな広大の耳に、聞き覚えのない、だが落ち着いた声が響く。

「さて、この老人の目を覚ますものは誰だれかな」

　周囲を見まわしても、声の主の姿は見えない。だがティセはその声の主を知っているようだ。すぐに答えた。

「お久しぶりですね。『グレイテストソリチュード』」

「おお、『グロリアスドーン』か。これは久しいな」

　声の主は『グロリアスドーン』内部にも、そして周囲を映し出だす立体映像にも見えない。いや、違ちがう。見えているのだ。見ていたのだが、余りにも巨大だったので、気づかなかったのだ。

「あの、デカいドリル型のｂｉｏクラフトか？」

「はい」

　ティセは広大の方へ振り返かえり肯いた。

「キング級ｂｉｏクラフト『グレイテストソリチュード』です」

　そしてティセは目前に広がる巨大な壁としか見えない巨大ｂｉｏクラフトへ向かって語りかけた。

「現在の私たちのパートナー種族にして、『ワンダフルプレイス』の住人の一人を連れてきました」

「ほお」

　声にはわずかに驚きが感じられた。

「『ワンダフルプレイス』が私の所へ連れてこいと言ったのかい？」

　ティセはその問いに頭を振ふる。

「いいえ、これは私と姉イモータルヌーン。そして審判の四姉妹の判断だと思ってください。アウグストダスク、トランクルナイトも同じ考えだと思います」

　ティル、ティオという愛あい称しようではなく、敢えて正式なｂｉｏクラフトとしての名めい称しようを使うティセに、広大は『グレイテストソリチュード』が、ただ者ではないと悟さとっていた。

「ううむ、それは困ったな。私はあくまで『ワンダフルプレイス』が、計画完かん了りようと判断した時にのみ、そこに住む者と会う事になってるのだが……」

『グレイテストソリチュード』の口調からは、どことなくユーモアが感じられる。

「それは承知しています。しかし『ワンダフルプレイス』は姿を消したままです。そして『アブソリュートガーデン』も、あなたの意見を求めているようです。あなたの居場所も『アブソリュートガーデン』が送った使者の後を追って見つけたのです」

「……そうか。色々とややこしい事になってるようだな」

　一時、その声は沈ちん黙もくする。

「ティセ、一体なにを……」

「少年よ」

　やにわにその老成した声は広大に話しかけた。

「私は君に教えてやらねばならない。君たちと我々ｂｉｏクラフトの関係を。そして君たちが住む惑わく星せいを、なぜ我々が『ワンダフルプレイス』と呼んでいるのか」

『ワンダフルプレイス』。それは単にもう一体のキング級ｂｉｏクラフトの事ではないのか？　地球人とｂｉｏクラフト双そう方ほうに取って、何か重要な意味を持つのか？

　そもそもｂｉｏクラフトは四五億年以上前に誕生したはず。地球人とｂｉｏクラフトの関係と言っても……。

　混乱する広大に向かって、ゆっくりと教え諭さとすように『グレイテストソリチュード』は語り始めた。

「『ワンダフルプレイス』はある目的を持っている。文明の守護、メリグナントクラフトの殲せん滅めつ以外の目的をね。それは我々ｂｉｏクラフトを生み出した母星の再生。私たちの故郷の再生なのだよ」

　広大はしばしその言葉の意味を反はん芻すうする。『ワンダフルプレイス』の目的は、ｂｉｏクラフトの母星の再生？

「え、じゃあ……。ちょっと待って下さい。それじゃあ地球は……」

「我々、ｂｉｏクラフトが生まれた惑星と同じ進化を辿たどるよう、『ワンダフルプレイス』により再生されたものだよ。つまり君たちと君たちの惑星は、遠い昔、我々が生まれた惑星とうり二つ、そうなっていなければならないのだよ」

『グレイテストソリチュード』のその言葉をティセが補足する。

「しかし我々ｂｉｏクラフトは、己おのれの出自について詳くわしい記憶を持ちません。だから本当に地球が私たちが生まれた惑星の再生となっているのかどうか判断がつかないのです」

「私は覚えている。それが私の仕事だからね。ｂｉｏクラフトも生物である以上、古い記憶をいつまでも持ち続けると、己の自じ我がに悪あく影えい響きようを与あたえる。だからその分、古い記憶を私が引き受けるんだ」

　そう言う『グレイテストソリチュード』に向かって広大は尋ねた。

「じゃあ地球がｂｉｏクラフトの生まれた惑星と同じものに再生されていたらどうなるんです？　逆にそうなっていないなら、どうなるんですか？」

『グレイテストソリチュード』は最初の質問には答えず、その次の問いに答えた。

「やり直す事になるなぁ。また最初から……」

「やり直す？　地球をやり直すって言う事ですか？　じゃあ地球や地球人は……」

「地球は破壊されるだろうね。地球人は少しは生き残るかも知れないけど、それは……」

　出し抜けにティセが『グレイテストソリチュード』の言葉を遮さえぎった。

「そんな事はさせません」

　いつもと同じく淡たん々たんとした口調。しかしその裏には確固たる強い意志が感じられた。

　そしてティセは繰くり返す。

「そんな事はさせません。このグロリアスドーンが、審判の四姉妹がそんな事はさせません」

　しばしの沈黙の後、『グレイテストソリチュード』は念を押すように問うた。

「それは『結論』かね？」

　ティセは淀よどみなく、そして間かん髪はつを入れずに答えた。

「『結論』です」




「僕は認めないよ」

　サウザンドメイズィスにもティセと『グレイテストソリチュード』の会話は届いていた。いや、『グレイテストソリチュード』が敢えて聞かせていたのだ。

「そうだ、僕ぼくは認めない。審判の四姉妹だけに決定権があるなんて。ｂｉｏクラフトとメリグナントクラフトの間で、宇宙のバランスを保つには、ｂｉｏクラフトの母星なんて不要なんだ」

　怒りに震ふるえる瞳ひとみでサウザンドメイズィスはそう言う。

「何を言ってるんだ、君は？」

　立体映像の向こうにいるグリーンデイブレイクは怪け訝げんな顔だ。『グレイテストソリチュード』が会話を聞かせているのはサウザンドメイズィスだけ。グリーンデイブレイクには届いていない。

「いやなに。負けたのが悔くやしくて、負まけ惜おしみを言っていただけさ」

　そう答えるサウザンドメイズィスの表情は、いつもの人を食ったものに戻もどっていた。

「……それはそうとサイレントカレントがいないね」

　尋ねられたグリーンデイブレイクは肩かたをすくめてみせる。

「ああ、サイレントカレントは逃げたかな？　君に不満があるようだったからね」

「まぁいいさ。それじゃ『ビューティフルビジョン』の所へ戻るとしようか」




「ビュート、済まない。ビュート……、俺がもう少ししっかりしていれば」

『グロリアスドーン』はクレストンモードへ戻り、ＥＳフレーム旭天号に収納されていた。救出されたアンリは、旭天号のブリッヂで、ひび割れたｂｉｏカードを握りしめ、男泣きに暮れていた。

　広大やティセ、そしてアーネチカやノワたちも、そんなビュートをただ見守る事しかできなかった。

「ｂｉｏクラフトは死にません。死ねません。永遠に存在しなければなりません。私たちの情報は宇宙そのものに刻み込まれており、破壊されてもいずれは再生します。でもそれには途と方ほうもない時間がかかります」

　広大だけに聞えるようティセはつぶやく。

「でもパートナーは違います。だから……、お別れになってしまうんです」

　そしてティセは広大の手を握りしめた。

　その時、ヒュージンが何か気づいたようで、アーネチカに声を掛けた。

「アーネチカ、通信が入ったようだ」

「ん、王子さまかね？」

　内山田と『サスペンデッドレイン』は、『グロリアスドーン』とサウザンドメイズィスの戦いの最中、行方ゆくえ不明になったようで、いまだに見つからないのだ。

　しかしヒュージンはアーネチカの言葉に頭を振る。そしてアーネチカに歩み寄ると、声を潜ひそめて報告した。広大にもその声は聞こえる。

「いや、サイレントカレントだ。仲間になりたいと言ってきてる」

　その言葉に広大とアーネチカは思わず顔を見合わせた。
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「なるほど、それでは結局『グレイテストソリチュード』とは接せつ触しよくできなかったわけだな」

「まぁそういう事になるね」

　内うち山やま田だはそう答えて肩をすくめた。

「でも『グロリアスドーン』は接触できたみたいだ。一体『グレイテストソリチュード』から何を聞き出したのかまでは分からないけど」

「そうか……」

　オネストホワールウィンドは頤おとがいに指を当てて少し考え込む。単独で地球へ帰き還かんしようとしていた内山田に、『オネストホワールウィンド』の方から接触を図はかってきたのだ。

「いずれにせよイモータルヌーンの次の出方を見れば、何があったのかは想像がつく。君を送り込んだ『アブソリュートガーデン』も残念だろうが、さすがにサウザンドメイズィスが貴族パトリシヤンと聞いてはやむを得ないところだな」

「そう言ってくれると有あり難がたいですよ」

　内山田はそう答え、ｂｉｏビオクラフト形態『オネストホワールウィンド』のキャビンに設置されたソファに座る。

「それで王おう司じ。君はどうするつもりだ。『アミークス』はすでに形けい骸がい化かしている。どうやら君の上司も身み柄がらを確保されたようだ」

　内山田と一いつ緒しよに『オネストホワールウィンド』に移ってきたサスペンデッドレインがそう尋ねた。

「これは学校には戻れないなぁ。公務員というのもなかなか楽しい仕事だったんだけどね」

　そう言って内山田はオネストホワールウィンドへ頭を巡らせる。

「良かったら君たちと同行したいんだが、駄目かな？」

　内山田のその言葉にオネストホワールウィンドは即座に答えた。

「我々の目的はあくまで、ｂｉｏクラフトと地球人類の分ぶん離りだ。双方が共に歩める道はない。その目的に沿って行動するというのならば、迎むかえ入いれよう」

「もちろんさ」

　軽い調子にそう答える内山田に、オネストホワールウィンドは露ろ骨こつなくらい、疑いの目を向けるが、それ以上は何も言わなかった。

　それを同意と受け取った内山田は立ち上がり、その男性の元へ歩み寄る。

「はじめまして。私、息子むすこさんの担任教師の内山田と申します。まぁ元担任ですけどね」

　内山田が手を差し伸のべた先にいるひげ面づらの男。それは大おお空ぞら大だい地ちであった。

「ほお、お前が広こう大だいの担任か。これも何か因いん縁ねん……、そんな事はないか」

「ははは、鋭するどいですね。もちろん、裏で画策したものがいますから」

　差し出した手を握り返す大地に内山田は笑って言った。

「それで広大はどうだ？　いや、俺の忠告を聞く気はありそうか」

「いえ全然。彼もかなり頑がん固こですね」

　内山田の答えが期待したものではなかったが、それでも大地は笑う。

「わははは、それは愉ゆ快かいだな。まぁいい。頑固でもな。あちらこちらふらふらしているよりはよっぽど良い」

　そう言いながら大地は内山田の手を強く握る。しかし内山田は、大地の握あく力りよくをさらに超こえる力で、その手を握り返した。さすがに大地の顔が強こわ張ばると力を弱めたが、内山田は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑え顔がおで言った。

「でも広大くんはどちらかというとお母さん似ですかね。ああ、奥おくさんの広ひろ海みさんも元気そうですよ。一度、連れん絡らくされたらいかがですか。広大くんはあなたの事はまだ広海さんに言っていないようですから」

　しかし大地の答えに内山田の余裕の表情は吹き飛んだ。

「広海？　誰だ、それは。俺の女によう房ぼうは七海という女だ。それにもう死んだ」

　内山田の反応を楽しむように大地は続ける。

「お前もあの女に騙だまされてるんだろう？　だから広大にも注意しろと言ったんだ」




「それは何だい？」

　グリーンデイブレイクはそう尋ねた。

　サウザンドメイズィスが手にしてるのはｂｉｏカードに似た半透明の物体。しばらく姿を消していたサウザンドメイズィスが戻ってきた時、そのカードを手にしていたのだ。

「そうだねえ、まあ例えれば……」

　少し考えを巡らせてからサウザンドメイズィスは答えた。

「言うなれば、プロモーションカードと言ったところかな」

「プロモーション……？」

　怪訝な顔のグリーンデイブレイクにサウザンドメイズィスは説明した。

「地球人は僕たちｂｉｏクラフトのランクをチェスに擬なぞらえている。そのチェスというゲームにはね、プロモーションというルールがあるんだよ。弱い駒こまを強い駒にするんだ」

「ほお、それじゃそのカードを使えば、下位のｂｉｏクラフトをパワーアップする事が出来るのか？」

「まぁそういう事。ただ出来るのはパワーアップだけじゃない。その辺がチェスのプロモーションとは違うけどね」

　にんまりと笑うサウザンドメイズィスを怪訝な顔で見つめるグリーンデイブレイクだがそれは表向きの表情。怪訝な顔の裏では、慎しん重ちようにサウザンドメイズィスの出方を探さぐり始めていた。




「私は具体的に雨が苦手です」

　そんな事を言いながらティセは両手をパタパタさせて走る。

「う～～ん、これならあーちゃんから傘かさを貸して貰えば良かったかな」

　小こ雨さめがぱらついてきた空を見上げて広大はぼやく。地球に戻った広大たちは、北綾グラウンド地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室兼けんＵＮｂＡＲガード極東支部により、渋しぶ沢さわに簡単な報告をした。渋沢は広大たちをねぎらい、今日は一いつ旦たん、家に戻って休むように伝えたのだ。アンリの事もあり、皆みなにも動どう揺ようが広がっている。それにも配はい慮りよしたのだろう。

　旭きよく天てん号で地球まで同行したサイレントカレントは、ＵＮｂＡＲ職員が監かん視ししている。本人は逃とう亡ぼうの意思もなく、またそれが出来ればとうの昔に実行している。理由はまだわからないが、ティセたちと行動を共にしたいという意思は確かなようだ。

　北綾グラウンドを出た時は夕方。空は曇くもっていたが、家までは持ちそうだった。しかしその期待もむなしく、その途と中ちゆうで雨が降り始めたのだ。

「私は雨が苦手です」

　金色の髪かみを降り始めた雨に濡ぬらしてティセは激しく両手をばたばたさせる。そんなティセの足が止まった。広大の家までもう少し。すでに家が目に入る。その家の前に誰かが立っていたのだ。正確に言うと広大の家の隣となり、恵けい子この家だ。その前で黒い髪の少女が佇たたずんでいる。

　アイシャだ。

「どうしたんだ、一体……」

　なぜ家に入らない？　アイシャは呆ほうけたような表情で恵子の家を見上げているだけ。しかしティセは何かを感じたようだ。雨の中をアイシャに向かって駆け出す。広大も慌あわててティセの後を追いかけた。

「アイシャ」

　ティセの呼びかけにアイシャは頭を巡らせる。明らかにいつものアイシャではない。

「どうしたんだ、アイシャ？」

「……ました」

　余りにも力ない言葉で、最初は何と言ってるのか、広大には聞き取れなかった。ただティセは分かったようで、驚きを示すようにパッと両手を広げる。

　そして広大にも分かるよう、出来る限り声に力を込めるようにしてアイシャは言う。しかしそれでもその声はか細く弱々しい。

「行ってしまいました」

「行ってって……」

　まさか……!?

「恵子は行ってしまいました……。お爺さんの所へ、お父さんと一緒に。もう、この家には誰もいません」

「そんな……」

　雨の中で広大も呆ぼう然ぜんと立ちつくすしかなかった。頭の中がまとまらない。この場所に越してきてから、ずっと隣りん家かには恵子がいるのが当たり前になっていた。今までもこれからも、ずっと隣にいるのだろうと思っていたのだ。

　それが、どうして。こうもあっさり。何の挨あい拶さつも、連絡もなしに……。

　広大の思いは千々に乱れ、そしてアイシャと共に呆然と立ちつくすだけ。

　そのままどれくらいの時間が流れたのだろうか、広大にも分からない。ただいつの間にか空は薄うす暗ぐらくなり始めていた。そんな広大とティセ、そしてアイシャに傘を差し出すものがいた。

　広海である。

「ほら、雨に濡れちゃうでしょ。家に入りなさい」

　広海は広大に母親らしい優やさしい言葉をかけ、ティセとアイシャにも傘を渡す。

「恵子ちゃん、引ひっ越しちゃったのね。アメリカに来ないかと誘さそわれているという話は、お父さんから聞いていたけど……」

　傘が落ちる音がする。ティセだ。ティセが広海から渡された傘を放ほうり出して、少しつま先立ちになる。

「あんまり急なんで私もびっくりしてるわ。でも、なんか連絡取る方法が……」

　ぺちっという濡れた音が響き、広海の言葉が途中で途と切ぎれた。

　広大は何が起きたのか理解できなかった。いや、目の前で起きた光景だ。何が起きたのかは分かる。しかしなぜそんな事になったのか理解できない。

　つま先立ちになったティセが、やにわに広海の頬ほおを叩たたいたのだ。もっともティセの力である。ぴしゃりと叩くというわけにもいかない。濡れた空気の中、湿しめった音を立てただけだ。

　しかし広海はそうなる事を予想していたようで、今まで広大にも見せた事のない、妖よう艶えんな笑えみを浮かべ、ティセに視線を送っていたのだ。

　ティセはそんな広海を正面から見み据すえて言った。

「いい加減にしてください」

　いつものように淡々とした口調だが、確かにそこには怒りが込められていた。

「そろそろ本当の事を言うべきです」







[image: ]







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

学校行事で遊ぼう








ティセ　「今回は体育祭でした」

ティル　「体育祭だったね」

ティオ　「体育祭だったわね」

広大　　「あれ、前回の続きは？　母さんはどうした？　イモータルヌーンは？」

ティセ　「あまり気にしてはいけません。続いているようで続いてなかったりするのは、特に珍めずらしい事ではありません」

広大　　「いや、まずいだろう。普ふ通つうに」

アイシャ「今回は最終回一つ前という事で、色々とネタ的にあれこれあったので、敢あえて立ち位置の難しい人たちにはお休み願ったのです」

広大　　「なるほど、それじゃ仕方ないな」

ティセ　「仕方ないですね」

ティラ　「ええ～～ッ!?」

広海　　「それじゃ恵子ちゃんだってお休みじゃないの？」

恵子　　「いやだって、あれ演技だから」

ティラ　「それを言ったら私たちだって演技ですよ」

広海　　「え、そうなの？」

ティセ　「そんなわけで体育祭では、思いっきり走ったり滑すべったり転んだりしました」

広海　　「強ごう引いんに話を戻したわね」

ティラ　「そういう所は誰だれかさんとそっくりですねえ」

広海　　「あなたも大たい概がいじゃないの」

恵子　　「私は見せ場がなかったなあ。でも桜子ちゃんはモテモテだったわよねえ。男女問わず歓かん声せい飛んでいたし」

桜子　　「そうでしたか？　全然、気がつきませんでした」

ティオ　「桜子はかっこいいもの」

静花　　「そうですね。確かに人気があるのも分かるような気もします」

恵子　　「走る時、しっかりおっぱいも揺ゆれていたし!!」

桜子　　「なッ……!?　高科さん!!」

ティセ　「残念ながら私は揺れませんでした」

ティル　「揺れなかったね」

ティオ　「揺れなかったわね」

恵子　　「ティオなら揺れそうね」

桜子　　「ティオに向かって、そういう発言は止やめてください！」

ラヴィー「おお、それはそうと……！」

広大　　「うわ、ラヴィー居たのか!?」

ラヴィー「当たり前だ！　私もしょうぶ沼高校の生徒だからな！　ええい、威い嚇かくするな！　愛あい玩がん鳥類!!」

ティセ　「（激しくばたばた）」

恵子　　「それで何が、それはそうとなのよ？」

ラヴィー「うむ。今回は体育祭で、前にも文化祭をやった事があるが、この学校の行事はこれだけなのか？」

広大　　「あとは移動教室かな。それに毎年二学期末に演劇祭があるんだけど」

ラヴィー「おお、演劇祭!!　しかしおかしいな。私にはやった記き憶おくがないのだが」

ティセ　「ちゃんとやりましたが、主に諸しよ般はんの事情で、作中ではカットされました」

ラヴィー「なにぃ!?　諸般の事情だと！」

ティル　「諸般の事情じゃ仕方ないね」

ティオ　「諸般の事情じゃ仕方ないわね」

ラヴィー「ええい、主役の知らぬ間になんという事だ！」

ティセ　「ラヴィーは具体的に主役ではありません。演劇祭の主役は私がやりました」

ラヴィー「いや、だからその主役じゃなくてだな……」

恵子　　「しつこいメタ発言は嫌きらわれるわよ」

広大　　「その発言そのものがメタじゃないか。っていうか、このコーナーでいまさらそんな事を言われてもなあ」

ラヴィー「それで愛玩鳥類を主役にして何の劇をやったのだ？　ひょっとして……」

ティセ　「鶴つるの恩返しです」

ラヴィー「……そう言ってやろうと思った、私の突つっ込こみを返せ～～ッ！」

恵子　　「まぁ、鳥類役にはうってつけの人材がいるんだから、やらない手はないわよねえ」

広大　　「ろくに練習もしなかったので、ぐだぐだだったけどな」

ティセ　「そんな事はありません。見ていた人たちには好評だったと思います」

恵子　　「そうよぉ、大好評だったじゃないの」

広大　　「いや、だってなぁ。鶴役のティセが、パタパタしてるだけで、客席が大爆ばく笑しように包まれて、それで全然話が進まなくなったんじゃないか」

恵子　　「受けたから爆笑したんでしょ？　問題ないでしょ」

静花　　「あの～～、そもそも鶴の恩返し自体、客席が爆笑に包まれるストーリーじゃないと思うんですが……」

恵子　　「いいの！　受けたもの勝ち!!」

ティセ　「しかし私はちゃんと恩返ししました」

広大　　「助けてくれた人の家を訪おとずれるシーンでいきなりネタばらしだったからな。『鶴なので、恩返しをしたいと思います』じゃあなあ」

ティセ　「なにか問題でも？」

広大　　「問題だろう」

ティセ　「分かりました。これからは『鶴ではありません』と前置きしてから恩返しをするようにします」

広大　　「いや、演劇祭はもう終わったから」

ラヴィー「ううむ、そんな学校行事があったとは。よし、今年は私が主役をやるぞ！　演目はそうだな。『シンデレラ』がいいぞ。意地悪な姉妹にいじめられるが、最後には報むくわれる役だ！　ちゃんと意地悪姉妹にうってつけな連中もいるからな！」

恵子　　「残念！　この作品は次巻で最終巻で～～す！」

ラヴィー「なんだと～～っ!?」










アンリ　「つうか俺、今回結構目立っていたのに、このコーナーじゃ出番なしかよ!!」










ラヴィー「……で、ちゃんと終わるのか？」

恵子　　「だから、メタ発言は嫌われるって言ってるでしょ」

広大　　「それがメタ発言だってのもな」









あとがき







　そんなわけで11巻です。いよいよ次巻で最終刊となります。10巻からこの11巻を含めて最終12巻までは、ほぼ一続きのエピソードとなっており、作中における時間経過もあまりありません。作品としてもこのままテンポ良く最後まで一気にいきたいと思っておりますので、今しばらくお付き合いの程をよろしくお願いいたします。

　しかしあれですな。あと一巻でティセ子さん姉妹ともお別れと思うと、作者としてもいささか寂しいところです。ティセ子さんはここしばらくの作品の中でも、一番、気に入ってたキャラクターなので。

　一時は状況次第で、本編終了後も『アイキャッチ』のようなキャラ中心のエピソードをぽつぽつ出していきましょうかと、編集さんとも話をしていたのですが、あいにくと現状ではそれも難しそうです。「キャラの！」も休刊してしまいましたからねえ。

　まぁキャラクターは作品から離れても使えますから、その辺は何か考えてみようかと思います。他の作品にちょい役で登場するという手もありますからね。

　私に絵心と技術があれば、フラッシュアニメとかも作ってみたいのですが、これがなかなか。特に時間を取る事が難しいですからね。

　最終の12巻は10月発売予定ですが、実は私この本で出版点数が93冊目になります。連名のアンソロジーを含めると94冊目。順当に行けば最終刊が98冊か99冊目になりそうです（連名及び新装版含む）。

　頑張ればちょうど百冊目も行けそうな気もしないでもありませんが、まぁそれは新シリーズに取っておくとしましょう。




　さて、それでは最終12巻でお会いしましょう。

　果はたして人類の黎れい明めいの行く末は如い何かに。それと三姉妹の小動物っぷりもどうなるのかとッ!?




庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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